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1 本報告書は,市道山口 1号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2 発掘調査地及び調査期間・面積は次のとおりである。
調  査  地  高松市鬼無町山口153番地 (神高池池敷内)
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した。
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第 I章 調査の経緯と経過

第 1節 調査前の状況

神高池北西古墳が所在する高松市鬼無町は,律令期に香川 (介加波)郡笠居 (加佐乎利)郷 とされ,江戸

期に笠居村～上笠居村,明治 23年には村制の上笠居村となり,昭和 31年の第 5次合併で高松市に属するこ

ととなった地域である。

笠居郷域では,古墳時代前期 (4世紀)に横立山経塚古墳,原経塚古墳,か しが谷 2号墳,中期前半 (5

世紀前半)に今岡古墳が築造されるが,中期後半 (5世紀後半)に属するものは現在不明であり,約 100年

以上の空白期間の後,後期後半 (6世紀後半)に神高古墳群等の横穴式石室墳群が出現した。

県域の該期類例中でも際立った存在としてよく知られた中世山城勝賀城跡が立地する勝賀山東麓は,裾部

に幾筋もの谷を下刻しつつ形成された丘陵が東に向かって延びている。

その谷合いにはこれらを塞き止めて造られた大小の溜池が多数所在する。本古墳が所在する神高池は, こ

れら溜池群のうちでも最下流部に位置して,周辺で最も長く伸びた二つの丘陵の端部を南北方向にほぼ直線

状につなぐ堤防を築くことにより閉塞して造られたものである。

本「神高池北西 (かんだかヽ けヽほくせLヽ)古墳」の現況は, この神高池の池敷内にあって,石室の基底石部分の

みが遺存し,低水位時は石材の一部が視認できるが満水時には水没するものであった。この谷筋で,おおよ

そ 6世紀後半に継起的に築造された横穴式石室墳の一つが,近世に成立した「神高池」の池敷内にとりこま

れた結果の状景を現出しているものである。

本古墳に関する概要は,昭和 47(1972)年 3月 までに作成された『高松市文化財 (史跡)分布調査報告書』

鶴銘 ・小竹一員る高松市文化財保護委員 く当時〉)1)に収録され,且つ,『全国遺跡地図 37香川県』(文化庁文化財保護部編・

昭和52年)に も「円墳」として記載されている周知の遺跡であった。

上記『報告書』1)では,「地目=溜池。所有者=国有地。墳形=盛土円墳。立地=南面した傾斜地にある。

出土遺物=何も知られていない。

現状=*神高池の北西隅にあるので,池の水が満水になると水没する。
*封土は流失してしまい,石室も崩壊して,大小の石塊が長さ10m,幅 5.5mの広さに散在,集積し

ているだけになっている。

*こ れらの石塊は,安山岩質の自然石である。
*池の底になっているが, この石塊の散在区域はうず高くなって,高さ約 1.2mあ る。」とされていた。

第 2節 調査の経緯 と経過

本古墳が所在する高松市鬼無町山口153番地 (神高池池敷内)の同池北～北西岸は,地形的には山側にあ

り,東西方向に「へ」字状に200m余に亘って伸びる市道山口 1号線の路側擁壁の機能も併せ持たされて

いるものである。

昭和 63年 (1988)に至り,上記市道山口 1号線が拡幅。改良されることとなり,本古墳にも影響が及ぶと

ころから,事前の 1月 25日 に現地の現況確認を行い,古墳周辺で中世の土師質土器片コンテナ 1箱分を表

面採集し,遺構周辺写真を撮影した。 1月 30日 ,原位置を遊離した遺構周辺の石材の移動 。搬出に立会った。

2月 1日～2月 15日 にかけて発掘調査を行った。墳丘は,ほぼ全面的に失われていたが,石室基底部の石

材がある程度残存しており,おおよその玄室の規模と羨道の一部の状況を確認できたほか,古墳に伴う僅少

の土器類と多量の中世土師質土器類を得たところである。

一
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第Ⅱ章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

神高池北西古墳 (かんだかいけほくせいこふん)は,高松平野の北西縁辺部,香川県高松市鬼無町山口所在の溜
池「神高池」の池敷内に遺存している。同池は別称「新池」とも呼ばれ,勝賀 (かつが)山東麓に形成された
谷状地形の谷側部分を,ほぼ直線状の約 270m(現況)に亘る築堤で塞き止めた「谷池」である。
高松平野は,香川県の中央やや東寄りに位置する沖積平野である。北縁では瀬戸内海に臨み,東部はその

海岸に突出した屋島・立石・雲付山地によって画され,西縁部は大きく備讃瀬戸に張り出す五色台・堂山山
地,香南台地に限られている。この五色台山地南東端の袋山と堂山山地北端の伽藍山間に本津川による院路
が形成され,高松平野と西方の綾川流域・綾北平野を連結する回廊となっている。
平野中ほどやや西寄りには独立丘陵石清尾山山地が座を占め,南縁では,讃岐山地が,中央構造線 (M.T.
L。)関与の活断層に由来する東西方向のリエアメントを示して階段状に高度を減じ,北麓に基盤岩からなる
ケルンバットの小山を点在させながら平野部に移っている。南辺中央に由良山。日山。上佐山山地とそれら

の台地が張り出し,その東西で山地間を下刻しつつ春日川・新川水系と香東川 。本津川水系とが北流してい

る。

高松平野は, この香東川によって,海抜高 90m余の香川町岩崎付近を扇頂とし,西の栗林公園付近から
平野部東縁に近い「弘福寺領讃岐国山田郡田図」比定地一帯に至る海抜 10m弱の線を扇端として,緩やか
な傾斜で北東方向に展開する扇状地として形成されている。この扇状地には,浅い開析谷が放射状に走って
おり, この谷の凹地を塞き止めた溜池である「谷池」や,舌状に張り出す微高地を利用した四方堤の「皿池」
が随所にみられ,特徴ある平野の景観を現出している。一方,平野東縁の新川・春日川には扇状地を形成す
るほどの営力はみられない。

讃岐山地から瀬戸内海に注ぐこの香東川を主な営力とし, これに春日川・新川をも加えた沖積世の堆積に

よって形成された平野域には,お よそ180平方れに亘って条里型土地割が展開している。
本遺跡・神高池北西古墳が立地する勝賀山。堂山東麓一帯は香東川左岸扇状地帯の西縁にあたるが,本遺
跡と香東川の間には,小河川 。本津川が国分寺平野部から北へ流下しており,香南台地から段丘面を開析し
つつ北へ延びる古川と国分寺町・高松市境界付近で合流して氾濫原面を形成する。以北では,三角州帯を広
げて海に達している。

他方,五色台山地東部の一角を占める勝賀山 (標高 364.lm)南麓と袋山 (標高 261.9m)北麓が平野部に

漸移する傾斜変換点付近には,両山体によって形成された赤子谷が東に伸びて数条の支谷を刻み,山麓に緩
傾斜面を形成しながら本津川畔に至る低地部に達している。

これら支谷は,大まかにみてほぼ 100m前後の幅で刻まれ,西から東へ流下しているが,随所に谷を塞き
とめて, 1条の谷に複数をもつ例も含めて数多くの溜池が造成されている。

最下流にあたる溜池の堰堤は,条里型地割の施工範囲直近にまで達しており,水利と土地利用に係わる特
徴的な景観を現出している。なお, この景観は近世以降の開発によるところが大きいものと考えられる。

即ち,本遺跡=神高池北西古墳の所在位置が「新池」とも呼ばれる神高池の池敷内であり,現況において
は満水時に水没するものであるところからみても,古墳築造時点においては池が存在し得なかったことが明
らかと考えられるためである。「新池」と呼ばれる溜池は各所に見られ,通例は近世後半以降の築成 。改良
にかかるものである。

神高古墳群は,浅い谷間を介在させる山麓の斜面を占地して,中腹部から低平地に移行する裾部にかけて

順次築造されたもののようである。神高池北西古墳は,後 (近)世には「谷池」が形成されるような立地条
件を選んで造成されて「神高池 (かんだかいけ)」 池敷内に遺存するに到ったのである。

市域内には,本例のほか,鶴市町御殿貯水池古墳群,三谷町住蓮寺池古墳群,同石船池古墳群等,後代に
「溜池に立地する」こととなる類似の例も稀ではない。
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第 2節 歴史的環境

本古墳の立地する五色台山塊は,特徴的なメサ台地地形の成因でもある安山岩をキャップロックとして,

周辺一帯が良質・豊富な石器材料,サ ヌカイトの全国的な供給源として知られる。

原石産地間近な本古墳周辺ではあるが,旧石器に関する知見が得られたのは比較的近年である。1983年 ,

南南西 5km余に当たる綾歌郡国分寺町の兎子 (う さんこ)山で尖頭器を含む石器群が確認され,高松市域で

は,1988年に御厩町西山で翼状剥片等が表採されている。90年代に入って以来,道路建設等による平野部

での発掘調査が続き,多 くの遺跡からナイフ形石器,角錐状石器,翼状剥片等各種石器類と共にAT・ アカ

ホヤ火山灰の検出や, これに関連する遺物包含層の層位関係確認,年代比定,石材の産地同定等に顕著な進

展と成果がみられた。

中間・西井坪 (なかつまにしいつぼ)遺跡では,様々な時期・形態の石器ブロックを確認。接合資料もあり,原

石産地との関係や生産遺跡としての態様の差異等解明に各種資料を提供している。香西南西打 (こ うざいみな

みにしうち)遺跡では,極めて大形の石核類の出上が目立ち,原産地遺跡との近さを印象づけている。

まだ例が多くない高松平野の縄文時代遺跡は,西打 (にしうち)

遺跡から早期押型文期の異形局部磨製石器や前期末岡山・里木 I

式の特徴をみせる土器群と石匙など多数の石器や遺構が出土し,

香西南西打遺跡でも摩耗の少ない有舌尖頭器が埋没流路にみられ

た。鬼無藤井 (きなしふじい)遺跡の自然流路で晩期中葉の鉢類が

出土,土器製作集団の存在が推定される。佐料遺跡では,後期前

半の回唇端部に刻み目をもつ無文小形深鉢が,昭和 62年 (1987)

10月 頃の水路補修工事で採集されている (第 1図)。

弥生時代では,鬼無藤井遺跡に最大径 70mの規模を有する二

重に環濠をめぐらした前期の環濠集落が出現している。後期には,

西打遺跡,中間西井坪遺跡で掘立柱建物跡,土器棺墓が確認され

ている。

高松平野において,最初に出現する古墳は石清尾 (いわせお)山

の積石塚古墳群である。特異ともいえるこの古墳群は,最初に造

ご
靴

第 1図 佐料遺跡出土縄文
土器実測図 (縮尺 1/3)

営された鶴尾神社 4号墳 (つるおじんじゃよんごうふん)をはじめ前方後円墳 9基,猫塚 (ねこづか),鏡塚 (かがみづか)

の双方中円墳 2基,円墳 10基以上,方墳 1基で構成される。大型の古墳を多数有し, これらは高松平野を

掌握した首長墓群とみられる。猫塚以降,規模を縮小しながらも古墳時代前期を通じて築造が続けられ,早

くから知られた石船塚 (いしふねづか)古墳に至って,中期に入る頃には終焉する。石清尾山では,浄願寺山

山頂平坦部一帯はじめ山腹各所に後期に属する横穴式石室の群集墳が営まれている。

平野の西部では,中間。西井坪遺跡で前方後円墳を含む前期古墳の周濠 3基が確認されている。

神高池北西古墳は国分台に連なる勝賀山塊東麓に位置する。北方約 lkm余に前期に属する小規模なかし
が谷古墳群が成立し,中期には石清尾山の前期古墳群の終息に替わるがごとく,形象埴輪や長持形陶棺をも

つ盛土前方後円墳 。今岡 (いまおか)古墳が成立して畿内政権との関係を示唆する。

同時期には,中間西井坪遺跡で埴輪や陶棺が製作・焼成され,その陶棺が今岡古墳に搬入されたのはほぼ

確定的である。後期初頭には, このほか平野部に武具・馬具を副葬する相作牛塚 (あいさこうしづか)古墳が出

現しており,周辺一帯に群集する「塚」群のうちには,古墳の可能性が想定されるものも含まれている。

本古墳周辺では,神高古墳群が形成されている。県内でも有数の長大な横穴式石室をもつ古宮 (ふ るみや)

古墳が盟主と目され,平木 1号 (ひらぎいちごう)墳を中心とする北半のグループと,山野塚 (やまのづかゝ)か ら

神高池周辺に至り,本墳が属する古墳群との 2グループからなり,その両者とこれらに係わる村落域全体を

統括する存在として古宮古墳の造営主体が形成されていたと推定されている。

勝賀山系を介して西の対辺にあたる生島湾岸地域は,前期の積石塚である横立山経塚 (よ こたてやまきょうづ

か)古墳をはじめとして,後期の桑崎 (く わざき)古墳,弾正原 (だんじょうばら)古墳に至る一群がみられる。
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南南東 4kmに位置した集落,死塚 (はげづか)遺跡で,古墳時代後期末の掘立柱建物・集落がみられる。

以上のとおり,勝賀山塊とその東方にある独立丘陵石清尾山山塊に挟まれた平地に,本津川・香東川が併

走して南北に貫流するこの平野部で,ま とまりある古墳時代の地域社会が形成されたものと考えられ,上述

のとおり前期から後期に至るまで,数多くの古墳 (群)の成立がみられたのである。

後期群集墳に近接しては一般的に古代寺院が造営されるが,高松平野西部では坂田 (さかた)廃寺,勝賀
(かつが)廃寺が出現している。これらに伴い,坂田廃寺直近で白鳳期の鴎尾破片を窯体芯材に使用した片山

池 1号 (かたやまいけいちごう)窯跡が操業している。

奈良～平安時代には,正箱 (し ょうばこ)遺跡,薬王寺 (や くおうじ)遺跡が知られ,条里型区画と方位を同

じくした掘立柱建物群が数次に亘って建てられていた。

本遺跡南方約 3km余には,六ツロ山北麓から平野東端の白山南麓を見通して設定したと考えられる古代
南海道を踏襲した直線道路が東西方向に走っている。高松平野の条里型地割はこれを基線として区画された

ものである。これら方格地割は,中世以降にも農地の径溝網として,ま た時に西打遺跡,香西南西打遺跡,

西ハゼ土居 (に しはぜどヽ )ヽ遺跡,鬼無藤井遺跡等の軌を―にする各種溝跡や城館の周囲を画した環濠施設等

として,明確な地貌・景観を伝えてきたところである。本津川両岸沿いでは,一定の欠落がみられるものの,

条里型地割の分布を認めることができる。本古墳地先の左岸側では,推定香川郡条里十～十一条,十七～

二十里に亘る範囲の一定部分に径溝網の遺存がみられる。

中世では,讃岐の代表的豪族香西氏が歴代の牙城とした勝賀城跡に,山城としての階段状郭配置や切通し,

土・石塁の縄張り等に巧緻な城構えを残している。また,山麓に居城としての佐料城が築かれ堀跡の一部が

遺存している。「詰の城」勝賀に対する「里城」佐料である。さらに配下部将の40余とも伝える大小の出城

が香西・香東・綾南条・綾北条四郡に配置された。近辺では内陸の鬼無C筑城 (つづき)・飯田等のほか、内海を

意識して海浜部を固めるかのように中山・植松・芝 (柴)山・藤尾。作山 (つくりやま)等の諸城が展開する。

当地は,律令国家の時期,『不日名類衆抄』によると香川 (介加波=かかは)郡 。笠居 (加佐乎利=かさお

り)郷に属する地域であった。平安時代末期に郡内は香東条と香西条に分かれており,さ らに南北朝時代に

は香東郡,香西郡とよばれている。これが再び江戸時代に至って貞享元年 (1684)に 香川郡一郡となった。

所管の郷は,大野・井原・多配。大田・笑原・坂田・成相・河辺。中間・飯田。百相。笠居の12郷であった。笠居郷は,

訓は「加佐乎利・かさおり」であった。江戸期には笠居 (かさ七ヽ)村である。香川郡が東西に分かれた際には

香西郡に属している。

明治 14年 (1881),笠居郷 (村)が上,中,下に分離,独立して,各村に戸長がおかれたが,役場は3村連

合により中笠居村に設置された。明治 23年 (1890)に は,町村制実施によって現香西地区は中笠居村,下笠

居地区は下笠居村,そ して現鬼無地区は上笠居村として,鬼無のほか佐料,是竹,藤井,山口,佐藤の 5地

区からなる村制が布かれたものである。以来,66年間に亘る村制が維持されたが,昭和 31年 (1957)9月 30

日,高松市の第 5次市域拡張にあたって高松市へ合併し,笠居郷の名称は過去のものとなったのである。

1神高池北西古墳  15香西南西打遺跡② 29古宮古墳 43鬼塚古墳 57下ノ山遺跡
2弾正原古墳    16西打遺跡 30こ め塚 44御厩大塚古墳  58木里神社古墳群
3中山城跡 17佐料城跡・佐料遺跡 31神高池西古墳  45紙漉塚群 59石清尾山10～ 20号墳

60石清尾山 9号墳4住吉神社西古墳  18鬼無藤井遺跡  32神高池南西 1・ 2号墳46中森遺跡
5白骨古墳跡    19善師垣古墳群  33相越古墳
6植松城跡
7芝 (柴)山城跡
8勝賀廃寺
9藤尾城跡
10勝賀城跡
11作山城跡

20今岡古墳 34鬼無城跡
21山口龍神社古墳 35衣懸古墳
22平木 3号墳   36袋山古墳跡   50御厩天神社古墳 64猫塚古墳
23平木 2号墳   37王墓古墳
24平木 1号墳   38筑城城跡

47う たい塚古墳  61御殿神社古墳群
48加藍山東麓古墳 62御殿貯水池内古墳群
49山王神社古墳  63石清尾山2・ 3号墳

51御厩池古墳   65野山 1～4号墳
52三つ塚古墳   66浄願寺山古墳群

25大塚古墳 39相作牛塚古墳  53正箱・薬王寺遺跡 67南山浦古墳群
12香西南西打遺跡① 26山野塚古墳   40半田・小坂塚群  54中間・東井坪遺跡 68坂田廃寺
13か しが谷古墳群  27山口山頂古墳  41青木塚群 55中間・西井坪遺跡 69片山池 1号窯跡

42飯田城跡 56死塚遺跡

第 1表 周辺遺跡一覧
14沢池西古墳   28空家古墳

-4-

70がめ塚古墳



第 2図 周辺遺跡分布図 (縮尺 1/25,000を 90%縮小)
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第Ⅲ章 調査の成果

第 1節 調査の概要

本古墳は,古宮古墳を盟主墳とする神高古墳群に属する横穴式石室墳である。本墳の立地は,現況で平坦

部からの比高が確認できる限りの範囲においては古墳群内で最低位にあたっている。

先述のとおり,調査前において極限に近いまでの破壊を被っていたのであるが, この破壊は遅くとも近世
の各種開発行為等によると考えられる。なお,調査によって明かとなった石室規模や使用石材の法量は,一

定の水準を示すものであり,古墳終末期群集墳に広くみられるような顕著な矮小化は窺われない。
遺構掘削前の地表面は,強いていえば墳丘残土の可能性もあり得ると考えられる半径 10m弱,高さ約 1
mの高まりが認められ,その中ほどに,石室幅と想定される約 1.5m間隔に配置された石材一対が見受けら
れた。付近には,上記と規模が類似した石材が,原位置を離れたとみられる場所に数個散在した状況であっ

た。石室中軸線に当たると推定される位置に,幅 lm×長さ 14mの トレンチを設定した。そのトレンチ中
点に,石室を横断して中軸線に直交すると想定される幅 lm× 長さ 10mの トレンチを設け,さ らに,奥壁
と考えられる位置の側には, これに平行する長さ8mの トレンチを設けた。

□』軸筍

第 3図 調査位置図 (縮尺 1/2,000)
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調査の結果,左右の石室側壁石材 (但 し基底石のみ)各 3石,同基底石抜取穴各 2基が確認された。これ

により,玄室最大幅 1.45m,玄室長 4.Om以上,羨道長 1.5m以上,石室主軸N16° Wの横穴式石室の存在

を確認することができた。周溝 (濠)等にあたる遺構は検出できなかった。

出土遺物の総量は, コンテナ20箱であったが,そのほとんどが中世土師質土器鍋・足釜類であった。その

他に,若干の輸入青磁碗,須恵器,暗文付土師器破片等がみられたが,古墳造営・祭祀に直接関連するとみ

られるものは,極めて限られた点数であった。

従って,本墳の年代・性格等についての指標とする資料は,主として石室基底部の規模・形態と立地とい

う範囲に限られており,若子の須恵器・土師器片を参照しながら推定することとなる。あわせて,神高古墳

群を構成する各古墳の性格とその形成過程の検討を通じてある程度の補強が可能となる。

これらの点を概括すれば,本古墳は,群内における立地・規模・形態等との係わりからも,群形成が終息

に向かう一時期の所産であると考えられよう。

第 4図 境丘平面/遺構配置図 (縮尺 1/100)

-75cm

-100cm
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第 2節 横穴式石室の概況

発掘調査の結果,墳丘の名残とおぼしい僅かな高まりが認められた周辺で,左右の側壁基底石各 3石,同

基底石抜取穴各 2石分の遺存が確認され,基底部の一定部分に限られるものの,南面して開口するとみられ

る石室遺構の存在とその範囲が明確となった。

第 4図のとおり,玄室最大幅 1,45m,玄室長 4.Om以上,石室主軸N16° Wの横穴式石室として復元でき

るものである。羨道は長さ1.5m以上で幅は不明であるが,溝状遺構の存在から無袖式の可能性がある。

検出できた遺構の北端部は,東側壁,西側壁の奥壁方向側に接する各 1基ずつの基底石抜取穴である。こ

の抜取穴以北は撹乱層であり遺構は残存しない。従って奥壁の位置・態様は確認できなかった。但し,上述

の抜取火は抜取穴以南の現存基底石を上回る石材が置かれていたことを窺わせるものであり, これが奥壁直

近の側壁基底石の原位置である可能性が高いと考えられる。

石室内の床面と推定されるレベルでは角礫の散在が認められた。残存量は極めて少ないが,床石または棺

台石が設置されていた可能性は考えられる。

0      1m

第 5図 石室実測図 (縮尺 1/40)
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石室南端に現存する基底石に接するように一対の石材抜取穴が認められるが, この痕跡は現況でみる限り

袖石として石室内部に向かって張り出すようなものではない。断定はできないものの,無袖式の玄門石材痕

跡の可能性がある。側壁石材底面と想定玄門抜取穴のレベル差は約 0.2mで ある。類似の例から推定して石

材をやや深く埋め込んで用いた立柱状の玄門材の可能性が考えられる。

これら石材抜取穴の南端から約 1.5mの位置で,通常では羨道とみられる部分を横断するように落差約 0.5

mの崖状落込みがある。想定羨道部分との切りあい関係でも,落込み部分からの出土遺物の年代観からして

も,崖状地形が生じたのが中世以降であると考えられる。従って,羨道部については石材,同抜去痕ともに

検出できず不明であるが,恐 らく玄室幅よりやや狭まりながら少なくとも残存長 1.5m以上に伸びる無袖式

のものであったと考えられる。

第 3節 遺物

①調査区の区分等

本古墳は墳丘その他遺構が中・

近世来の開墾等により,全面的な

損壊・撹乱を蒙っていた。墳丘は

全面的に破壊・撹乱をうけて消滅

し,原状を残すものは主体部石室

側壁基底石の一部のみであった。

石室床面等に相当する場所につ

いても「遺構面」として確認でき

る状態ではなく,遺物とその出土

状況を層位的に把握することはほ

ぼ不可能であり,原位置を保つ状
態で検出された遺物は皆無である。

但し,撹乱を受けつつも年代的に

古墳に伴うとみられる若干の遺物

片は原位置から一定の範囲内にあ

ると認められた。

出土遺物は,破損・分散し原位

置を離れている破片の平面的な分

布を観察し得る範囲に留まった。

そのうち,副葬・葬送儀礼に係る

と考えられる数点が散見された

(第 8図参照)。 墳域内外の埋土は

全体に撹乱が激しいが,一部分は
第 7図 発掘区設定図 (縮尺 1/100)

先行した撹乱と二次的な撹乱の判別がある程度可能で,上下 2層に大別して観察した。

羨道にあたる位置の南半で,企画性には乏しいが人為的とみられる掘削痕跡があり,輸入青磁碗片ととも

に鉄滓や焼土塊等が検出された。当該期に周辺で何らかの「再利用」を行った可能性も考えられる。出土遺

物は,調査当初に仮定石室主軸に沿って設定した第 7図のとおりの発掘区単位で取り上げた。

②中世土師質土器類 :足釜・鍋及び杯の型式分類について

出土遺物総量はコンテナ約 20箱であるが,ほ とんどが中世土師質土器類であった。
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第 8図 遺物出上位置図 (縮尺 1/20)

全面的な撹乱のため,原位置を保つ遺物の検出例は皆無であった。発掘調査の主な対象は「古墳」である

が,時期的にそれに見合う検出遺物は極めて僅少であり,古墳造営・追葬年代等の検討に充てられる資料は

乏しい。他方で,中世土師質土器煮沸具や同杯・皿類が多量に出上したことから,本報告書の出土遺物に関

する記述の大部分をこれらが占める。

横穴式石室墳の調査の際に, この種土器が住居等としての古墳「再利用」を示唆する状況で検出される例

は時折見られる。但し,本例のように中世土師質土器が出土遺物の圧倒的部分を占め,通常の住居址・集落

遺跡とするには面積当りの遺物量も過大である場合,その種の「再利用」とするのは困難である。煮沸具等

中世土師質土器類の多量出土は,土器生産遺跡が遺存する可能性を示唆するとも考えられる。これを裏付け

るように,若干の焼土塊が調査区内で検出されたが,土器焼成に係わるとみられる遺構は確認されなかった。

現状では,積極的に本古墳近傍に中世土師質土器煮沸具類の生産遺構が存在したとは考えられないが,その

可能性については留保すべきであろう。

さて, これら中世土師質土器の煮沸具類 (鍋・足釜)等にみられる形態。胎土・調整・焼成等の遷移は,

若子の先後があるが国分寺楠井遺跡の遷移と対比でき,一定期間は併行関係にあったことが窺える。国分寺

楠井遺跡では,窯跡・土器溜りが確認され,土師質土器足釜・鍋を中心に,瓦質ないし須恵質の悟鉢,土師

質土器甕を主要 4器種として焼成した生産遺跡の実態が明らかにされており,県内の典型的な型式設定と編

年が提示されている (佐藤1995)5)。

⑤遺物No,24
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本遺跡の上師質土器等は,信鉢・甕は皆無ではないが少量で,遺物の多くは足釜・鍋及び杯 。皿類が占め

る。このうち足釜・鍋の型式は,国分寺楠井遺跡での分類を概ね適用できると判断される。土師質土器足釜・

鍋の型式分類は,楠井例にならい下記のとおり設定した。鍋の一部にその型式分類に属さないとみられる一

群があり,提示されているA, B2種類に加えC類を設けた。時期的にA, B類に先行する可能性が考えら

れる。なお,本遺跡で個体数の少ない悟鉢・甕等については,楠井遺跡例を参照しつつ個々に観察した。

[足釜]:羽釜状に口縁部直下に鍔をめぐらし,体部には脚 3本を装着して,底部に格子叩き目を施すもので

ある。鍔部形成には,接合法と屈折法,一体接合法の 3者が認められている。

(A類〉は, このうち,日縁部と鍔部の長さがほぼ同じかやや鍔部の長いもので,日縁端部に内傾する面を

もち,口縁部と鍔部の端面が平坦面をなすものである。次のとおり細分類されている。

AI類 =水平に長く伸びる鍔部をもち,鍔部端面に強いヨコハケ調整を施して平坦面をつくる。
AH類 =やや鍔部が短く,鍔部端面のハケロ調整もなくて,日縁。鍔端面はやや丸みを帯びる。。
くB類〉は,日縁部が鍔部より長くて口縁端部に面をもたず,鍔部直下に圧痕 1～ 2段があるものがある。

BI類 =鍔部は接合法で,端部に強いハケロ。体部には縦ハケと下半に及ぶ叩き目。半球形底体部。
BH類 =鍔部は接合法で横ナデ,稀に体部に縦ハケ。叩き目は底部に局限。底体部は境で屈曲。
BⅢ類=鍔部は接合/屈折法で横ナデ,稀に体部縦ハケ。叩き目は底部に局限。底体部は境で屈曲。
BⅣ類=鍔部は一体接合/屈折法で横ナデ,体部無調整。叩き目は底部に局限。底体部は境で屈曲。

(C類〉は,日縁部と鍔部の分化が不明瞭で,鍔・体部が一体化した瘤状の縁帯となるものである。

[鍋]:直線的な体部から口縁部が屈曲して伸び,器高が日縁の1/21こ満たないものである。底部に格子叩

き目を施す。足釜同様に脚 3本をもつ例がみられる。

(A類〉は, このうち,屈曲点から直線的に伸びる口縁をもつものである。

AI類 =回縁端面にハケロを施して平坦面とし,日縁内外・体部外面にハケロを多用する。
A‖類=横ナデや口縁部内外の強いナデで口縁端面に凹面を形成。端面は外傾・直立気味の二様。

AⅢ類=幅広く外傾する口縁端面をもつものである。

AⅣ類=体部から水平に近い直線で延びる口縁端面をナデで丸く仕上げる(楠井の設定にはない)もの。

(B類〉は,日縁部が屈曲点から内彎しながら立ち上がるものである。

BI類 =内傾する口縁端面をもつ。鉄鍋模倣とみられるシャープな屈曲・内彎を示す。
BH類 =口縁部に対し,直交・外傾する端面をもつ。
BⅢ類=直立気味の回縁端面をもち,鍋 AⅡ の回縁内面を強く内彎させたような形態をみせる。

BⅣ類=口縁端部をつまみ出して,内側に折り込むようにつくるものである。

(C類〉は,楠井報告例に見ないタイプ。体部～口縁の器厚の差がない。移行部位の屈曲・彎曲の形成状況

や断面形状等により区分した。層位的に比較できる出土遺構がないがA, B類の先行形態か。

CI類 =内彎する体部から□縁端部にかけて,断面 S字状を示すように彎曲するもの。
C‖類=彎曲の少ない体部から口縁端部にかけて,断面如意状に緩やかに外反するもの。

CⅢ類=体部から口縁端部にかけて,一定の角度を持って屈曲するもの。

[杯・皿類]:土師質土器杯・皿の分類については,『空港跡地遺Ⅳ』(佐藤2000)20に準じた。

③各発掘区出上の上器・遺物類

発掘区 (第 7図参照)単位ごとの出土遺物のうち,図化したものは次のとおりである。

AH区 (Al, H, A― Bbeit)

01は ,青磁碗片である。復元口径 15.8c m。 調整,焼成ともに精良。外面は,最大約 2cm幅の花弁を
1片おきに交互に重ね合わせた鏑連弁がめぐる。高台部を欠く。竜泉窯系で,13世紀代か。

02は ,土師質土器鍋CIである。本古墳出上の上師質土器鍋 。足釜の型式は,国分寺楠井遺跡での分類
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を適用できるものが多いが,本例のように体部と口縁部の器厚の差がなく,日縁部への移行部位で屈曲や稜
の形成なしに彎曲するものをC類とした。これは楠井で見られないものである。そのうち02は,体～口縁部
にかけて断面 S字状を呈している。これをCIと した。焼成は堅緻である。
03は ,土師質土器杯DⅡ -8である。底面ヘラ切り。板目を残す。羨道部南半の小片と接合。底・体部間に

明瞭な境界が認められず,口縁～体部は回転ナデ仕上げ。体部上半の一部分に黒い色素附着が認められる。

灯火具としての用途が推測される。13世紀末～14世紀前葉に当たるものである。

04は,須恵器平瓶□縁部片である。石室南半部に相当する撹乱層のうちの下層部分から出土した。焼成
は良好であるがやや軟質である。日径 7.2cm,残存高 5,9cm。 体部との接合部位周辺の破断面から,以下の

成型技法が推定される。ロクロによる体部形成を終えた段階で頂部中央に径数cnの円孔が残り,そ こから1.5

cmほどの間隔をおいた体部外周側に口縁の取り付け孔 (径 3 cm弱 )が穿孔される。中央の孔を円盤状粘土で

塞ぎ,穿孔位置に口縁部を圧着,基部に粘土紐を捲いて,接合部位の内外面をナデ調製で仕上げるものであ
る。□縁は外周寄りに偏心し,その端部は外傾すると想定される。田辺編年 TK209併行期のものであろう。
05-1,05-2は,鉄釘片である。現状では2片に分かれ,接合しないが,出上位置が近接しており,同一個

体の可能性がある。他に類品は検出していないが,棺釘であろう。
06は,有溝土錘である。別称「工字状」土錘。平面形が長円の分厚い土球で両長側縁に溝を設ける。現
況で249.Ogを 測り,欠失がなければ300g近いか。胎土に径 1～ 5111111の石英・長石粒を多量に含む。中世の

所産で,浜ノ町・有溝 la類 (乗松2004)6)に 属すると考えられる。
07は,土師質土器杯DⅡ -6である。底面ヘラ切り・板目。日縁～体部は回転ナデ仕上げ。日径・器高と
もに類品の 03を上回る。13世紀第 3～4四半期であろう。

08は,土師質土器小皿CI片である。底部は糸切りである。
09は,土師質土器足釜 BⅣである。「国分寺楠井」による分類であり,日縁部が鍔部より長く,日縁端部
には面を形成しない。体部外面は無調整である。

10は,土師質土器鍋CIである。分類基準は02に同じ。体部～回縁部の器厚に差がなく,稜の形成や屈
曲なしに体～口縁へと外彎する。内面にヨヨ,外面にタテ方向のハケ調整を施す。
11は,土師質土器足釜 BIである。鍔部を接合し,直下に約 7 1nlll長 の爪形圧痕が約 3 cm間隔でめぐる。
12は ,鉄刀片である。関 (ま ち)部付近で,残存長が5.2cmの断片である。身部分が約1/3,茎 (なかご)側が

約2/3を占める。残存長5111111の刃関 (はまち)がつけられている。棟側の関は明瞭でなく茎から刀身側へと緩や

かに僅かに幅をひろげるつくりとなっている。錆 (さび)のためやや不明瞭であるが,棟～刃の間の平 (ひ ら)

部分は,鏑 (しのぎ)によって刃関 (はまち)側を1/3,棟寄りの鏑地 (しのぎじ)側を2/3に区分する鏑造 (しのぎづくり)

とみられる。錆の進行度合いが他の鉄製品に比べて小さく,古墳に伴うとみるより,中世の可能性がある。
13は ,土師質土器足釜 BIである。日縁部は端面を持たず,接合でヨヨナデされた鍔部より長い。鍔の
下面には,煤の附着が顕著である。
14は ,土師質土器脚部である。若干の摩損はあるが,端部の折損を免れた鍋又は足釜脚である。先端径
1.5cm。 脚部は,中世の遺跡でよく見る遺物であるが,基部に比べ端部が確認できる例は比較的少ない。
15は ,瓦質土器甕底部 。同体部片である。 B区出土のものが接合した他,同一個体と見られる体部片が
あった。器表面は暗灰色を呈しており,全面に格子目叩きを施す。亀山焼第二群 21)(13世紀)にあたる。

AH区 (AHi, II,A― Hbek)

16は,須恵器蓋(有蓋高杯)である。蓋体部から口縁への屈曲・移行部位で凹線を一周させる。頂部には低
平なツマミをもつものであろう。TK209併行期。築造および葬送当初の副葬品か。

17は ,須恵器杯である。羨道部南半と推定される位置からの破片と接合している。回転復元し完形とな
る。底部はヘラ切り離し,顕著な板目圧痕を残す。

18は ,須恵器碗底部片である。粘土ひもを軽く圧着しただけの簡略で形骸的な貼付高台がつく。十瓶山
窯跡群産と考えられる。13世紀後葉までのものか。
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19は,土師質土器足釜 BⅢである。鍔の成形に際して,体部の鍔部直下にやや傾斜した長さ約 1.2cmの爪

形圧痕が 1.6cm前後の間隔で連続して施されている。この工程は手先で鍔上面のナデを受け止めながら進行

するので,鍔下面は僅かに波状の凹凸を呈することになる。国分寺楠井第Ⅱ期第 2段階相当。

20は,須恵器平瓶である。体部は撹乱を受けた土層ではあるが,石室の玄門付近にあたる位置から出土

している。また,日縁部は,体部から約 3m南寄りの羨道部想定地で撹乱層から出土している。厚みを見せ

る重厚な体部下半はヘラ削り,上半は肩部でやや強く張り出す成型で,回転ナデ後のカキロが著しい。頸部

は直立して,体部上面ほぼ中央の穿孔部に接着され,漏斗状に直線的に軽く開く。TK209併行期であろう。

21は,瓦質土器甕口縁 。頸部片である。体部を欠き詳細は不明だが,焼成や口縁部断面形等からみて亀

山焼第二群21)(13世紀後半)と考えられる。

22は,瓦質土器鉢底部片で,内底面付近に磨耗がある十瓶山窯跡群産捏鉢。12世紀後半～13世紀前半。

23は,須恵器高杯である。焼成堅級。脚部下半を欠く。脚部「透かし」は2段で,上下『透かし』中間

部が「節」状に僅かなおゝくらみを見せ, 2条の沈線がめぐる。杯部の下端と中ほどをやや下がる位置にそれ

ぞれ沈線をめぐらし,杯部底の外面に外周約 2/3幅を沈線で区画し, 2～ 3111111間隔で放射状の線刻を施し
ている。T更209併行期のものであろう。

24は,土師器杯である。暗文を施すことにその性格の一端が象徴されるいわゆる『畿内産土師器』であ

る。出土は玄室部分とみられる位置であるが,細片であり撹乱も受けているため,追葬における副葬品か玄

門外墓前祭祀の供献かは,正確には捉え得ない。復元口径 16.6cm,器高 5,Ocm。 ハ字形に裾が広がる高さ約

1.Ocmの高台をつける。器壁は高台脇から外反しながらほぼ直線状にのびて,丸みをつけた口縁端部に至る。
□縁端直下の内面には凹線がめぐる。暗文は器壁内面に斜め右上りで,幅約 3111111の放射状に施されている。

杯 Bと分類されているもので,平城Ⅱ期 221であろう。
25は,須恵器高杯である。一部欠損するが,数箇所に散在した破片を接合・復元し, ほぼ完形となる数

少ない 1点。脚部に「透かし」を持たない小ぶりなもの。焼成堅緻で,重ね焼もしくは窯道具の影響か,脚

台内面の接地部近くに自然釉が薄く認められる。杯部は,体部と底部の境界部分に強いユビナデを加えて,

約 45度に外傾する幅 l cm弱の凹線状区分帯を形成する。脚部はラッパ状の顕著な広がりをみせ,裾部外縁

を一旦薄く延ばして上方へ引き上げ,外側へ折り返して端部を裾広がりに収める。TK209 1こ 相当しよう。

26は,鉄製餃具(か こ)である。鞍・面繋・胸繋・尻繋を革帯等で固定する際の留金具である。鉄棒で馬蹄

形状の環をつくり,基部側に自在に動く直線状の刺金(さ すが)を取り付けて爪先側の帯を留めるのが原型で

あろうが,本例の縁金は鍵穴状の形態をとる。副葬馬具の構成要素として時折出土例をみる。近年では,香

川町龍満山 1号墳 20例があり,その遺物血29は ,本例とほぼ同型・同大である。
27は,上師質土器高台付碗である。吉備系 2oとみられ,回転ナデの技法は用いず器型は不整形である。

断面はやや鋭角の三角形で退化傾向をうかがわせる高台を貼付する。「早島式土器」と呼ばれたものであり,

後代のものに法量の縮小1/1ヽ型化)と高台の簡略化がみられるといい, C-2期に相当し皿に近い器形に至った

本例はその範疇である。13世紀後半～14世紀前半であろう。

28は,備前大甕□縁片で,復元口径 42.Ocm。 おおよそ間壁編年Ⅲ期 25114世紀前半頃のものであろう。

29は,土師質土器足釜Cである。鍔部は口縁部との分化が不明瞭で,短 く太い瘤状の縁帯となる。国分

寺楠井Ⅲ期 (15世紀中葉～16世紀前半)であるが,本例はその半ば以前のものであろう。

30は,土師質土器足釜BⅡ である。鍔部下端にヘラ状工具で刻まれた沈線が一周している。

31は,土師質土器足釜 BⅡである。鍔下端は鍔部形成に際して生じた爪形が約 2cm間隔で廻っている。
32は ,土師質土器足釜 BⅣである。鍔は,断面の基部幅約 l cm,体部面からの高さ約 8111111の分厚い造り。

33は,上師質土器脚部片である。脚としては中位の法量。本体と接合する内彎部に煤あり。下半部欠損。

34は ,土師質土器鍋Clである。焼成堅緻。体部外面に煤が附着。日縁部はS字状に彎曲する。内面ヨ
コハケ,外面タテハケで調整する。日縁上面はヨコナデ。日縁上端から3.5cm下がった位置が脚部の脱落痕

上端にあたる。復元□径 17.6cmで,体部厚さ3～ 411111の華奢な小形品である。

―-14-
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B区 (BI, II)

35は,須恵器甕口縁片である。高火度で,内外面に顕者な自然釉をみる。日縁外面上半部は幅約 3 cmに

亘って平帯状に厚さ約 3111111の 肥厚をみせる。頸部外面に右上りにはねたような長さ3 cm弱 ,幅 2111111の 直線の

ヘラ線刻があり,窯印の可能性もあろう。素地内部の「ス」のため 4× 6cIIlほ どの精円形火ぶくれ=空洞が

あるが,焼成時には破裂まで至らなかった模様である。外反・肥厚の形態が多度津町黒藤窯触本・岩橋1985)321

出土例に類似するが「肥厚部分下端の沈線」は本片にはない。

36は,須恵器甕頸～肩部片である。外面の自然釉が顕著。肩部内面以下は同心円文タタキ。径 2 cmほ ど

の「ス」=火ぶくれ 2箇所が認められる。胎土・焼成 。調整等は,35と同一個体の可能性を示している。

37は,土師質土器鍋 BI口縁部片である。内彎した回縁内面の幅は4.5cmを 測り「鉄鍋を模した」とされ

る形態の特徴をよく伝えている。

38は ,須恵器捏鉢である。類例から推して片口付と考えられる。内面の日縁端直下 i cmあ たりに強いナ

デによる溝状の凹線が形成される。対応するかの様に,ほぼ垂直の□縁端面が約 1,7cm幅でめぐる。東播系

で,13世紀末～14世紀初頭のもの。
39は,土師質土器捏鉢である。注目付近の破片(口縁端を欠く)か ら片日付と知れる。内壁全面のヨコハケ

目は5～ 6条/cm。 外面はタテハケの後,内壁のハケエ程を外側で支えたとみえる凹凸のオサエがある。□

縁は器壁の延長線にほぼ直角な端面をつくり,内外双方の稜が僅かに引き出された形態を示す。備前 I～ Ⅱ

期 251の模倣とみられ,国分寺町楠井産で 13世紀のものである。

40は,土師質土器鍋AⅡである。日縁外(下)面に粗いタテハケ。煤の附着がみられる。

41は,土師質土器杯片DⅡ -5である。器壁外面上半にナデによるヨコ方向の凹面 2段が形成される。13

世紀第 2～ 3四半期にあたる。

42は,土師質土器杯片EI-3で ある。底部は遺存が微小で断定できないが,糸切り離しと推測される。
43は ,上師質土器鍋CIである。□縁部は内面ヨコハケ,外面タテハケで調整し,端部はヨヨナデ。S字

状に彎曲し34に類似するが,分厚いつくりでより古相と見受けられる。推定回径20cm未満の小形品である。

44は,土師質土器鍋 CⅡ である。□縁は内・外両面ともにヨヨナデである。

45は ,土師質土器鍋 BIである。煤付着が著しい。内彎ぎみの体部内面から一旦屈曲・外反しシャープ

な稜を形成して更に顕著な内彎をみせ口縁端に至る。端部は内傾する平坦面。明瞭な鉄鍋模倣形態である。

46は,須恵器碗□縁片である。十瓶山窯跡群(西村)産。内彎しながら引き上げられた器壁は,肥厚して丸

みを帯びた口縁端部にまとめられる。焼成良好である。内面のヘラ磨きは認められない。底部 (高台)欠失

で詳細不明であるが,AⅡ -7～ 8期相当で13世紀第 1四半期であろう。
47は ,土師器甕 EⅡ -2口縁である。復元□径は 37.7cm。 器表面は胎土に含まれた微細な砂粒が風化で

脱落した痕跡によリアバタ状陥没を呈する。ほぼ真っ直ぐに上部へ伸びた胴部上端が屈曲
。外反し,直線的

に斜め上方に延長されて日縁を形成する。器壁に比し回縁が分厚い。口縁端部は断面半円形に近いが,上下

両側からナデられ真ん中は凹線状に形成される。体部外面は指頭圧痕が著しい。11世紀中葉のものであろ

う。

48は ,土師器杯である。暗文 (復元時に摩損して現存資料ではごく一部の痕跡のみ)を施す,いわゆる

「畿内産土師器」とされるものである。内壁はやや右傾斜め放射状。見込み面は粗い散漫な螺旋状である。

精良胎上で水簸によるとみられるが,焼成は低火度で吸湿性があり脆弱である。断面ハ字状に開く高台を有

する「杯 B」 タイプである。飛鳥V(平城 I)期か。
49は ,土師質土器鍋AⅡ (口縁端面直立)である。日縁上面は粗いヨコハケが顕著で,外壁面はタテハ

ケを施す。灰白色で堅緻な焼成である。

E区 (El)

50は,土師質土器鍋AⅡ である。口縁上面ヨヨハケ,外壁面タテハケの調整は49と ほぼ同巧である。
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51は,サ ヌカイト製翼状剥片である。一部に 2次的な欠損部分がみられるものの,形状の諸特徴や表面
の風化・水和層の状況等から,一見して明瞭な瀬戸内技法による翼状剥片である。本遺跡がその山麓部に位

置する勝賀山系は,サ ヌカイトの巨大な原石産地国分台遺跡群が立地する五色台連山の東端の一角を占めて

いる。ここでこの資料が確認されたことはむしろ当然とも言えよう。出上位置は墳丘平面図 (第 4図)と対

比してみれば,北側裾部ないし周溝にあたると推定される場所である。一帯は撹乱が著しく明確な土層の確

認は困難であるが,古墳造営時の地山もしくはそれに近い層位の可能性があろう。

F区 (F II)

52は,土師質土器足釜BⅣである。日縁端部はゆびナデで丸みをつけまとめている。肉厚く重厚な造り。

一一碧一一一・
//35

芳
44

市
50

フ 手
電 工 M 辰

8

0    2cm

中
彎 Ы

第 10図 出土遺物実測図②(35～52,縮尺 1/4,ただし51は 1/2)
G区 (Gl, II)

53は,青磁碗底部である。釉は5Y5/2灰オリーブの発色である。見込みには不鮮明ながら2重の輪旋円

圏文の中に花弁を形象化したとみられる曲線文様の陰刻がある。胎土目ふうに乳白色の自然釉化した斑点 2

点がある高台内と畳付とは無釉。胎土(灰白 2.5Y8/2)・ 調整・焼成ともに精良である。龍泉窯系青磁である。

14世紀代か。

0          1 ocm
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54は ,土師質土器小皿片である。底部はヘラ切り離しである。皿BⅢ -3。

55は,土師質土器足釜 BⅢである。体部上端を外へ曲げその基部から回縁を立ち上げる「口縁 2技法」
佐藤19951動が用いられている。□縁部はヨヨナデで成形し,体部外面はタテハケ,内面はヨコハケ調整。
56は,土師質土器足釜BⅣである。短小な□縁及び鍔部が強いヨヨナデ調整を受け,肉薄となっている。
57は,土師質土器足釜BIである。短い鍔部に比して□縁は長く伸びる。体表に微弱なタテハケがある。
58は,土師質土器足釜BIである。57と ほぼ同巧であるが,全体に,よ り小振り。薄づくりである。
59は,須恵器碗底部片である。小片で細部不詳であるが碗AⅡ -9期相当とみられ,十瓶山窯跡群(西村)
産。13世紀後半であろう。

60は,土師質土器足釜BIである。鍔端部に明瞭なヨコハケが施され,長 くのびる日縁部は強く内傾す
る。鍔下面基部には顕著な爪圧痕がめぐる。体表はタテ,内面はヨコの粗いハケロが目立つ。
61は,土師質土器鍋BIである。平坦な口縁の端面と内彎面が端正なナデで仕上げられる。鉄製鍋の形
態・質感を写すに意を用いたことが知れる。器表面の煤附着が著しい。

62は,土師質土器鍋 CⅡ である。 5111111未満の薄手の体部から口縁部へと,屈曲点を形成することなく緩
やかに外反し,I□縁端部は伸長方向に垂直な平坦面をつくる。焼成堅緻である。

G'区 (G' 1, H― III)

63は,土師質土器鍋AⅣである。「国分寺楠井」の分類にはみられないもので,短 く外反・屈曲させた回
縁端部をヨコナデで丸くおさめている。

64は,瓦質甕底部である。復元底径 15.Ocm。 西村遺跡山原地区 N14-SK03例 20と ほぼ同形同大である。
65は,須恵質土器広口瓶底部であろう。復元底径 3.6cm。 二次的な加熱を受けた可能性がある。
66は,土師質土器鍋AIである。一連の粗いタテハケで口縁外(下)面と体部外面を調整した後,体部及び
口縁の内面 。端面をやや密なヨコハケ調整。この際に口縁端面の下端がまくれて口縁外面にはみ出す。

67は,土師質土器足釜AⅡである。器表面に顕著なタテハケ,日縁内面に僅かなヨコハケを施す。日縁
外面。鍔上面はナデ。日縁端部には平坦面が形成される。

68は,土師質土器鍋 CⅡである。彎曲の少ない体部から口縁端部にかけて,断面如意状に緩やかに外反
するもので,楠井の類型には当てはまらないタイプである。器表面の指押さえ痕が著しい。胎土・焼成 。成
型 。調整ともに,62例に酷似しており,同一工房製の可能性があろう。
69は,土師質土器鍋 BⅢである。日縁は基部から端部にかけて内彎しながら厚みを増し,端部で更に内
彎を強調して終る。端面は平滑な板ナデで,直立に近く強く外傾する口縁外面の端部近くを指頭痕が廻る。
70は ,土師質土器足釜BIである。器表面のタテハケ調整が顕著である。
71は,瓦器碗底部片である。焼成は堅緻である。断面台形で畳付面幅 3111111の ,退化した高台がつく。和泉
産である。Ⅲ -1期 2①,12世紀後半であろう。
72は,土師質土器鍋AⅡである。日縁部内面のヨコハケが顕著。外面はタテハケであるが, 回縁は事後
のナデのために小部分の痕跡のみが認められる。日縁基部から約 l clllの 間隔を置いて体部を一周するように

約 2 cIIl幅の凹面が形成されている。

73は,土師質土器鍋 CⅡ である。外面タテハケ。内面はヨコハケの後口縁部をヨコナデで整える。器表
から□縁内面にかけて煤が附着する。

74は,土師質土器鍋 CⅡ である。外面は全体に指頭圧痕。内面は顕著なヨコハケ,但 し口縁端に幅 l cm
弱のヨコナデを施す。焼成堅緻。

75は,土師質土器鍋CIである。類品のなかでは肉厚である。日縁内面は3剛前後間隔の粗い斜行ハケ
目を施し端面はヨヨナデでほぼ平坦にまとめている。初期的形態か。

76は,土師質土器鍋AⅡ である。内面の体部～口縁への屈曲点は,ヘ ラ (板?)状工具によるナデで稜を

形成する。外面の指頭圧痕が顕著で,そ のため生じたともみえる口縁下面外周の凹部に,粘土紐を充填して

圧延したとみられる貼付痕があり,日縁厚みの不均等を補うものとなっている。

―-18-―
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77は ,土師質土器足釜AIである。体部外面タテハケ,内面はヨヨハケ調整。灰白色の色調が日立つ。
78は,土師質土器足釜 BⅡである。鍔部接合は外面の回縁基部にかなり深い刻線を巡らせた後, これに

やや扁平な粘土紐を挟み込んでいる。鍔端部は厚めに, ヨヨナデで丸くまとめている。焼成はやや低火度。

79は,土師質土器足釜AIである。水平な鍔は上面をヨコハケで平坦,端正に調整。灰白で焼成堅級。
80は ,土師質土器足釜AⅡ である。体部外面にタテハケ,内面口縁端部寄りにヨヨハケ。鍔上面基部側

寄りに約 1.5cm間隔で爪形圧痕が連続するのは他にない所見である。器表面の煤附着が著しい。

8と は,土師質土器足釜BⅢである。体部内面はたて方向のヘラナデ痕跡がみられるが,回縁内外面とと

もに丁寧なヨヨナデで仕上げられる。鍔下面基部には爪形が一巡する。また脚部脱落痕があり, この位置か

ら下部約 3cmに脚部取り付け位置の上端があったことが推定できる。

82は,土師質土器脚部片である。基部から中 。下位にかけて径の差がさほど見られない。

83は ,須恵器瓶底部片である。高台は断面「ハ」字状の裾広がりに短くつくり端面は線状の凹部がめぐ

る。9～ 10世紀のものである。

84は,土師質土器鍋AⅡ である。口縁内面(上面)の ヨコハケ,体部外面のタテハケ調整が顕著である。灰

白色の堅緻な焼成である。

G'P区

85は,須恵質悟鉢底部である。内面を 6(7?)分割して, 4条を 1単位とする櫛描条溝を放射状に施す。

内面の器表にやや磨耗 。剥落があり,使用の痕跡を示す。楠井産当初(I期 )の須恵質製品。13世紀後半頃。

86は,瓦質悟鉢片である。櫛描条溝は4条 (以上)と みられる。楠井AⅢ ,13世紀中葉であろう。

87は ,須恵質碗口縁片である。十瓶山窯跡群 (西村)産であろう。高台部を欠き詳細不明であるが,

AⅡ 8期を含む時期,13世紀前半のものであろう。日縁周辺には炭素を吸着している。

88は,鉄製鍍具である。折損しているが,本来環状をなす 26例の類品である。僅かながら欠損部分があ

り完形には復元できない。26の「鍵穴」形とは形状を異にし,両短辺の寸法に大小がある「我頭円錐」断

面形の隅丸化した形態が推定できる。錆が進行しており原形は視認できないが,X線透視写真によって,
径 5～ 6111111の長円筒状鉄棒を加工したものと判明している。

89は,土師質土器杯DⅡ -5である。底部はヘラ切り・板目。復元口径 11.2cmである。13世紀第 2～ 3四

半期であろう。

90は,上師質土器杯DI-6である。89に近似するが,底部～体部の屈曲がやや緩慢である。13世紀末か。

91は,土師質土器小皿である。底部ヘラ切り。橙でやや低火度の焼成。BⅢ -4,13世紀後半。

92は,土師質土器小皿である。底部糸切り。焼成はやや良。CI,13世紀前半であろう。

93は,土師質土器小皿片である。小片で底部不詳であるが, BⅢ -3であろう。

94は,弥生土器甕の回縁部～体部の破片である。

95は ,土師質土器鍋AIである。外面はタテハケ,内面はヨコハケであるが,日縁 (端面を含む)で はや

や粗い 5条/cm,体部では■条/clllの細かいハケロを施す。13世紀第 1四半期,楠井産であろう。

96は,土師質土器鍋AⅡである。日縁外面は粗いタテハケ痕跡を残しヨヨナデを施す。内面は9条/cm

程度のやや細かいヨコハケ調整である。

97は,上師質土器鍋A類である。□縁が屈曲部から直線的にのびる点で明確にA類型に属するが,胎土・

焼成・調整技法等は,楠井産とみられる他の類品にみられないものである。砂粗粒の多い胎上で堅緻な焼成

である。外面は粗いタテハケがあり,日縁外 (下)面にはタタキロが施される。その後体部内面,日縁内

(上)面 。日縁端面の順に板ナデとする。凹凸が日立ち,粗野ともいえる調整である。外面全体に炭化物

(煤)附着が顕著である。
98は,上師質土器鍋AⅡ である。体部外面にタテハケがみられる。

99は,土師質土器鍋BIである。□縁内面・端面は端正な調整がなされる。

―-20-
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100は ,上師質土器鍋 BⅡである。口縁内面やや細めのヨコハケ。外面は全体に顕著な煤附着。

101は ,上師質土器鍋 BⅢである。前 2者の口縁内面の彎曲が更に協調され,端面が拡張された形態。

102は ,上師質土器鍋BⅢである。同前の器種である。
103は ,上師質土器鍋 BⅢである。類型化が進行し,鉄鍋に倣った形態は失われて,日縁内彎は弱い。

104は,土師質土器足釜AIである。体部外面タテハケ,日縁端面ヨコハケが明瞭で,13世紀前半頃。
105は ,土師質土器足釜AⅡである。回縁外面に約 l clll間 隔でやや傾斜した爪形圧痕がめぐる。
106は ,土師質土器足釜AⅡ である。傾斜がない爪形圧痕を持ち,105近似の器形 。調整がみられる。
107は ,土師質土器足釜AⅡである。口縁,鍔ともに縮小するが,調整その他は前 2者に共通する。
108は ,土師質土器足釜AⅡである。調整等に,上記諸例からの退化ともみえる矮小化 。変容が窺える。
109は ,上師質土器足釜AⅡ である。□縁・鍔ともに小振りだが肉厚なつくりである。
110は ,土師質土器足釜BIで ある。鍔端部のヨコハケが明瞭。日縁部内外面と鍔上面は一連のユビナデ

仕上げ。体部外面は粗く,同内面はより細かい不整方向のハケロがみられる。13世紀第 1四半期である。

111は ,土師質土器足釜BIである。ほぼ110に類似する。
112は ,土師質土器足釜 BⅡである。口縁内外面 。鍔上面は丁寧なナデ調整を施す。脚部との接合部位が

遺存しており,あまり外方へ張り出すことなく下部へ伸びるよう装着している。体部～脚の周囲に充填され

た素地土はヘラ状工具で幾つかの稜を形成しながら圧着されている。

113は,土師質土器足釜BIである。鍔基部の体部外面に,縦方向の爪形圧痕が約 l cm間隔でめぐる。
114は,土師質土器足釜BIである。鍔が基部から端部にかけて薄く摘み出され,鋭角三角形に近い断面
を呈する。煤の附着は口縁内面側にまで亘る顕著なものである。対部の爪圧痕は114に類するもの。

115は,土師質土器足釜 BⅢである。焼成低火度で器表面の剥落が目立つ。日縁の内傾が著しい器形。鍔

部を折り返した後口縁を接着・成形するものである。

116は ,上師質土器足釜 BⅣである。体部上端に添えた粘土紐で口縁・鍔を同時成形する「口縁 3技法」
を用いている。

117は ,土師質土器足釜 BⅡである。鍔部のみを本体に接合する「口縁1技法:鍔部接合法」による成形で

ある。鍔の幅はかなり狭く退化的である。日縁・鍔は端面を含めてナデ調整である。13世紀第 3～4四半期。

118は ,土師質土器足釜 BⅣである。「口縁 3技法:一体接合法」がとられている。鍔下面基部に約 2.5cm

間隔で爪形圧痕が一周する。

119は,上師質土器足釜BIである。内外面ともに煤の附着が著しい。全体に特異ともいえる成形・調整
をみせている。体部外面のタテハケが顕著である。日縁部は肉薄で長めに引き伸ばし端部は強いナデを加え

るために,日縁の厚みを越えて端部が幅広く張り出す。「鍔部接合」が行われているが,厚みが大 (約 7 11ull)

であるのに比して幅は狭く (約 8111111),鍔 は端面にヨコハケを施し,日縁外面・鍔上面をヨヨナデした後,鍔

下面基部に約 1.5cm間隔の強い爪形圧痕が 1周する。

120は,上師質土器足釜BIで ある。体部から口縁端部に至る器壁の厚みが鍔接合部位の近辺で著しい肥

厚をみせている。鍔は短小化している。13世紀第 3～4半期であろう。

121は ,土師質土器足釜BIで ある。体部外面に粗いタテハケがみられる。鍔部直下の爪圧痕が顕著。
122は,土師質土器足釜 BⅢである。体部内面に粗いヨコハケがみられる。
123は ,土師質土器足釜BIで ある。体部の鍔接合部位近辺の肥厚にみられる傾向は120に共通する。
124は,土師質土器足釜 BⅣである。脚部及びその接着部位を含む破片である。底部を欠くが,浅い形態
の器形であると推定される。内傾の強い口縁部と鍔部は,と もに短小化傾向をみせている。

125は,土師質土器足釜 BⅣである。鍔形成部から口縁部にかけて強い内傾を示す。体部上端に口縁部を

接合した痕跡が内面側に認められる。形骸的で短小な□縁端部から垂れ下がりぎみに深く庇状に引き出され

た鍔部が特徴をみせる器形である。

126は ,土師質土器足釜BIである。肉薄で長めの口縁に短小な鍔が接合されている。
127は,土師質土器足釜 BⅣである。短小な断面三角形に近い鍔接着部の上下数cmの範囲では体部の厚み

が約 l cmに達している。
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第 13図 出土遺物実測図⑤(113～ 133,縮尺 1/4)

128は ,土師器甕口縁である。復元口径 37.4clllを測る。外面は口縁基部も含めタテハケ調整である。日縁

端部から内面にかけてはヨコハケ後にヨコナデが施される。GIP区の撹乱からと,撹乱が比較的軽度で石室

奥部相当と考えられる位置から出上した遺物とが接合したものである。

129は ,上師質土器脚部である。基部付近に煤が附着する。
130は ,上師質土器鍋CIである。薄手で焼成堅緻。内面ヨコハケ,外面タテハケ後ナデ。指頭圧痕あり。
131は ,土師質土器鍋CIである。焼成堅緻。指頭圧痕顕著で 130よ りやや古相か。胎土に砂粒目立つ。
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132は ,土師質土器鍋 CⅡである。焼成・胎土は上記 2点に共通する。体部内面にヨコハケ。

133は ,土師質土器脚部である。脚部中位の径は 3 cmを測り,類品中では大型に属する。断面形では,体

部との接着部位から下方へ伸びる彎曲部付近でほぼ楕円を呈し,中位以下では円形となる。

H区 (Hl, II)

134は ,土師質土器小皿片である。復元口径 7.4cmo B Ⅲ -4型式である。胎土は精選され,調整も丁寧

である。13世紀第 3～ 4四半期であろう。

135は ,土師質土器足釜AⅡ である。復元口径 26.8cm。 端正な成形であり,類型的な粗放さを見せない。

136は ,土師質土器足釜BIである。体部に脚部の脱落痕跡 (一部)が残って,器形の大要が推測できる。

成形 。調整は端正である。焼成はやや低火度である。長めの日縁は体部の内彎を延長した方向で内傾する。

ほぼ水平に伸びる鍔の端面にヨコハケ,体部外面にタテハケ調整を施す。鍔下面の体部との接合部は串状工

具の先端で施した沈線が一周している。13世紀前半であろう。

137は ,土師質土器足釜BIである。上記 136に比して日縁部が長く,鍔部に短小化の傾向が見られる。

やや後出するものであろう。

138は ,土師質土器足釜BIである。日縁,鍔が短小化している。鍔直下の接合部分に斜め方向のハケロ

を入れて整えている。小片であり部分的な観察にとどまるが,前 2者より後出か。

139は ,土師質土器足釜BⅡである。伸びのある□縁に比して,鍔は象徴的な程度に短小化している。

140は ,土師質土器足釜BⅢである。体部は鍔接合部位付近のみ顕著に肥厚する。鍔,日縁ともに短小。

141は ,土師質土器鍋CIである。体部内面の粗いヨコハケ,外面の指頭圧痕が目立つ。内外に煤固着。

142は ,土師質土器鍋AIである。日縁端面,上面,内面に粗いヨコハケを施す。日縁下面はヨコナデ。

色調は 10YR8/3浅黄橙を呈し,焼成良好である。13世紀代。

143は ,土師質土器鍋AIである。体部内面にヨヨハケ。日縁は上,端,下面ともヨコナデ。低火度でや

や軟質の赤褐系色調を呈するものである。国縁下面に満遍なく煤を受ける。

144は ,土師質土器足釜BⅡ である。体部外面に痕跡的ながらタテハケが認められる。

145は ,上師質土器足釜AⅡである。鍔,口縁はナデ。体部内面ヨコハケ,外面はタテハケ。ハケロは細

かくて幅 l llllll強程度である。浅黄橙を呈し,焼成良好。

146は ,土師質土器鍋CⅡである。焼成堅緻である。口縁,体部内面の顕著なヨコハケが特徴的。外面は

ナデ,指頭圧痕がみられる。
147は ,土師質土器鍋CIで ある。器表面の風化が進行し,調整等不明瞭であるが,内面ヨコハケ,外面

タテハケ・指頭圧痕が認められる。

H' I丞 (H' I, II)

148は ,輔羽口片である。 7× 5× 2.5omほ どの破片である。他に径 3 cm程度の砕片数点も認められた。復

元直径は約 4.5cmである。内部の送風孔を示す調整面は欠失して確認できないが,形状,被熱状況等から羽

口と考えられる。胎土は3～ 5111111の小礫を多量に含むものである。鍛冶等関連の遺構は確認していない。

149は ,土師質土器小皿片である。 BⅢ -4型式である。

150は ,土師質土器小皿片である。 BⅢ -5型式である。

151は ,土師質土器鉢である。復元口径 20.2cm,同 底径 11.Ocmを測る。□縁端部の形状がやや異なるが,

器形・法量は「鎌倉時代前半頃まで」とする西村遺跡―Ⅱ oS5-SK01出土瓦質鉢 20と ほぼ同型同大である。

西村例は「片□」鉢とされており,本例も片口とみるべきであろう。

152は ,須恵器杯である。日縁付近を一周する炭素の吸着がみられる,十瓶山窯跡群 (西村)産の須恵器

杯である。。底部にヘラキリ,板目圧痕。焼成良好。

―-24-
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153は ,上師質土器足釜 BⅢである。□縁部外周に,約 1.5cm間隔で細い割竹の先端らしい 2× 7111111程度
の刺突痕がめぐる。刺突後に口縁外周～鍔部上面を指でヨヨナデしている。他に見ない調整手法である。

154は ,土師質土器鍋CIである。復元□径 33.Ocm。 類品の中では器壁が厚めで器形も大型に属する。径
1～ 2111111の石英。長石粒が目立つ胎土である。焼成は堅緻。

155は ,鉄滓である。約 8× 5× 4 cmの不定形で,大小のス (気泡)を含む。重量 177.8g。 黒色の渥青

状部分が散見されるが,表面の大部分は明褐色の錆を帯びている。磁針を近づけると敏感に反応し,鉄分含

有は確実である。先述,輔羽口同様,鍛冶・鋳造等施設の存在を示唆するが関連遺構は確認されなかった。
156は ,土師質土器鍋AⅢである。日縁部内 (上)面は内彎ぎみである。体部外面は指頭圧痕が連続。
157は ,土師質土器鍋AIである。口縁部幅が狭小。体部・口縁部の内面と端面はヨコハケ。焼成堅級。
158は ,土師質土器鍋AⅡ である。体部 。□縁部内面は顕著なヨコハケで,体部外面は顕著なタテハケの

上に指頭圧痕がめぐる。□縁下面基部は串状器具による沈線が施されて一周する。

159は ,土師質土器鍋CIである。体部～回縁の断面がS字状に彎曲する。内面はヨコハケ。口縁は端面
を丸くナデ,下面には斜方向のハケロがみられる。復元口径 23.2cmで,小型の部類である。
160は ,土師質土器鍋BIである。日縁部のみの破片である。内彎して立ち上がる口縁に,内傾する端面
調整が施され,鉄鍋由来のシャープな成形となっている。内外面ともに煤吸着が著しい。
161は ,土師質土器鍋BIで ある。焼成はやや低火度である。外面の煤は日縁を除き体部にのみ附着。
162は ,土師質土器足釜AIである。日縁端,同外面と鍔下面はナデ。体部内面,同外面と鍔上面,端面
はそれぞれ密度と方向の異なるハケロが明瞭に施される。灰白系を呈する堅緻な焼成で,類型化による手抜
きを感じさせない堅実な成形 。調整である。

163は ,土師質土器足釜AⅡである。復元口径 21.2cm。 ほぼ直立する□縁,水平にのびる鍔ともに短く作
られている。体・口縁内面はヨコハケ,体部外面はタテハケ。
164は ,土師質土器足釜AⅡ である。日縁,鍔,体部内面はヨコハケで体部外面はタテハケ。鍔は上下の
コーナーをナデで丸めたため,端部は凹面をなしている。
165は ,土師質土器足釜AIである。内面はナデ。体部外面はタテハケ,煤附着。灰白色で堅緻な焼成。
166は ,土師質土器足釜AⅡ である。164と ほぼ同巧である。
167は ,土師質土器足釜 BⅢである。鍔直下に約 1.5cm間隔の爪形圧痕がめぐり,その下部約 2cmの位置
で体部が強く内傾したまま直線的に口縁端に至る。それに応じて鍔が顕著に上反する。破断面から鍔部屈折

法による日縁接合が窺われる。14世紀中～後葉であろう。

168は ,土師質土器足釜BIである。復元口径 23.2cm。 鍔端部のハケロが明瞭である。鍔と口縁部の幅が
約■2で,器形の特徴が明確である。13世紀第 2～ 3四半期である。
169は ,土師質土器足釜BⅡである。橙色を呈したやや低火度で軟質の焼成である。
170は ,土師質土器足釜BIである。復元口径 20.4clll。 鍔下部 2cmあ たりから彎曲しはじめて,日縁は顕
者に内傾する。その口縁と水平に伸びる鍔の長さはほぼ1:1である。
171は ,土師質土器杯DⅡ 8である。底部はヘラ切り。板目。復元口径 10,2cm。 13世紀末～14世紀前葉。
172は ,土師質土器鍋 CⅡである。口縁下面,体部外面全体に指頭圧痕が分布。径 1～ 2111111の砂粒を多く含
む胎上で,ナ デ調整後にも器表面に凹凸を生じている。にぶい橙を呈する堅緻な焼成で,類品が多い。
173は ,土師質土器足釜 BⅢである。鍔～口縁部の圧着に際しての指頭圧痕が約 2 cm間隔で施されており,
それに応じて鍔端部が波状に形成されている。器表面に濃密に煤が附着。14世紀中～後葉であろう。

174は ,土師質土器鍋CⅡである。器形,調整,胎土,焼成等は172に酷似。外面の指頭圧痕が薄手の堅

緻な器壁の内面に及び凸面を生じた部分がみられる。

175は ,土師質土器杯 EⅢ -3である。底部糸切り。器壁は厚手で焼成やや軟質。13世紀第 3四半期か。
176は ,土師質土器鍋AIである。日縁～体部内面はヨコハケ,同外面はタテハケである。
177は ,須恵器壷肩部片である。肩～頸部下端にかけての破片である。厚さ約 l cmの断面は器表側 1/3強

が還元焼成状態であるが,内面は還元せず灰白色を呈する。全容が不明であるが,あえて器形から近似の例

を挙げると,前田東 。中村遺跡E tt SK04出土血690須恵器壺 2りがほぼ同形同大である。このSK04は地
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第 15図 出土遺物実測図⑦(168～ 186,縮尺 1/4)
鎮の可能性がある埋納土坑で,10世紀後半～11世紀初頭の年代が与えられている。これとは系譜が異なる

可能性を指摘できるが,十瓶山窯跡群 (西村 1号窯,2号窯)例 201こ類例がある。本例は, これらと何らか
の系譜関係がある可能性を想定しておきたい。但し,177は体～頸移行部の屈曲が滑らかで頸部を薄手につ

くる。

178は ,須恵器碗口縁片である。日縁端部約 l cm幅は,炭素吸着がみられる。十瓶山窯跡群産と考えられ
る。

179は ,土師質土器鍋AⅣである。日縁付近で僅かに内傾する体部から,ほぼ水平に延びる短い口縁部が
つく。端部はナデによってやや上端寄りに丸くおさめられる。

180は ,土師質土器足釜BⅢである。破断面の胎土・砂粒の状況から,体部上端を外反させて鍔とし,上
方に口縁部を接合している。鍔下面から体部へ, タテのハケロが施される。14世紀中～後葉であろう。

181は,土師質土器鍋AIである。上～内面ヨコハケ,下～外面はタテハケが顕著。日縁端部は強いヨヨ
ハケで上下にはみ出した胎土を,上部側コーナーのみユビナデで丸める。13世紀第 2～ 3四半期か。
182は ,土師質土器足釜AIである。短い口縁部と本来の機能を示し明確に水平に延びる鍔を形成。鍔端
面のヨコハケは上下端部に施したナデで生じた凹部内で認められる。AⅡへの移行形態といえようか。

183は ,上師質土器足釜BⅡ である。体部外面はタテハケ,内面は向かって左上がりに斜行するハケロ。
内傾が目立つ口縁端部はさらに内側へ狐みこむ。

184は ,土師質土器足釜 BⅣである。体部外面は指頭圧痕等で抹消されがちながらタテハケの痕跡が認め
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られる。内面はナデであるが口縁端部際に約 3 cm間隔で斜め上方からの爪十指頭圧痕がめぐっている。

185は ,土師質土器鍋 CⅡ である。内面は口縁が向かって左上り,体部が左下がりのハケロ。体部～口縁
への彎曲は非常に軽度である。器表面は全面に顕著な指頭圧痕が連続する。

186は ,土師質土器足釜 BⅡ である。鍔直下の位置で体部外面を 2 cm弱の間隔で向かって右に傾斜する爪

形圧痕が施されている。鍔上面の爪形に対応した位置には浅い指頭圧痕が連続し,波を打つような形状を呈

している。爪形圧痕と鍔上面の波状圧痕の対応から工法が推定される。工人が土器体部を左側に,日縁部を

右側に置き,爪形の位置に左手拇指の爪先をあて,対応する位置の鍔上面側に右手拇指指頭を当てて押圧す

る。この工程を, 2 cm弱の間隔で繰り返して一周することにより鍔の圧着,成形がなされる。

羨道部 (地山)

187は ,土師質土器杯DⅡ -5である。日径 12.8cm。 底部から外反して直線的に口縁に至る。

188は ,土師質土器杯DⅡ -6である。日径 9.8cm。 器形は187に近いが口縁端寄りでさらに外反する。

189は ,上師質土器杯DⅡ -7子でぁる。日径 12.6cm。 器高低くロクロロが顕著である。

190は ,須恵器杯片である。図上で復元すると口径は 10.8cmと なるが, これは小片のためであり,他例か

ら実際は2割程度大きくなろう。磨耗で調整等の詳細は不明。十瓶山窯跡群 (西村)産のものであろう。

191は ,土師質土器杯DⅡ -8である。日径 10。 2cm。 器高低くロクロロが顕著である。

192は ,上師質土器杯DⅡ -7である。磨耗が甚だしい。日径 10。4cm。 ロクロロあり。

193は ,土師質土器杯DⅡ -81である。復元口径 12.4cm。 器高低く器壁は薄い。

194は ,サ ヌカイト刃器片である。残存最大長 7.Ocm,最大幅 7.Ocm,厚さ 2.2cm。 小部分に残る自然面以

外には水和層の顕著な形成はみられない。半損しているが,材質・形態・法量等からみて打製石斧 (石鍬)

の刃部側残片と考える。『居石遺跡』29)では,該期サヌカイト製打製石斧として 60点の資料が報告されて

いる。このうち完存又はほぼ完存とみられるものの最大長は 13.6cmで,最大幅 6.9cmである。従って本例

は居石例よりやや大型に属することになり,居石遺跡で 2例が報告されている結晶片岩製のものとほぼ同大

である。縄文晩期前半～弥生時代前期のものであろう。

195は ,上師質土器足釜 BⅣである。鍔下部の体部外面に向かって右に傾斜する爪形圧痕が約 2 cm間隔で

連続している。鍔～口縁の成形に伴うものであろう。

196は ,土師質土器鍋 CⅡである。体部～口縁内面ヨコハケ,体部外面タテハケ。復元口径 40cmで ある。

197は ,土師質土器脚部である。胎土は,196例他の土師質土器鍋 C類に共通するものがみられる。先端

部が原形をとどめる少数例の一つである。

198は ,黒色土器碗底部片である。断面形でハ字状に拡がる輪高台である。端面は丸く収める。器表面は

炭素を吸着したオリーブ黒,胎土は灰白を呈する和泉瓦器である。Ⅱ -3期 ,12世紀第 3四半期であろう。

羨道部 (落込み)

199は ,土師質土器播鉢片である。楠井産か。 6条を 1単位とする櫛描条溝は,日縁付近の間隔で 9 cm以

上の粗い配置である。口縁は端部から約 4cmの位置から器壁外面側へ厚みを顕著に増し, 2 cmほ どに達し

て丸く内壁上端部へ回りこむ。□縁端部内面側はつまみ出した観を呈する。

200は ,鉄滓である。約 5× 4× 2 cmの不定形で, 2立方cmほ どの花蘭岩?片を溶結し′ている。重量 49。3

g。 明褐色の錆を帯びている。磁針に敏感に反応する。

201は ,青磁碗である。底～腰部片で,鏑蓮弁文を施す。内面は見込を含め無文。釉は灰オリーブ7.5Y6

/2を呈し,内外面とも貫入がみられ,外面は気泡によるアバタ状の凹点を散見。高台際の高さは l cmな が

ら高台内は深さ 0。3cmだけ削り込んだ,外径 5,8cm,内 径 4.4cmの 輪高台。畳付と高台内は無釉である。竜泉

窯製である。14世紀前半頃か。
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202は ,青白磁鉢底部片である。釉は明緑灰を呈する。高台内も施釉し畳付は釉を剥ぐ。底部～高台の残

片で,明確な器形を復元できないが,器形・法量は肥前外青磁鉢に酷似。肥前系青磁では見込みに五弁花を

染め付け,内面・高台内は透明釉とするが,本例は釉の使い分けはない。輸入品の可能性があろう。
203は ,弥生土器甕底部片である。中期後半～後期前半の範囲のものであろう。
204は,鍛鉄圧延片である。繰り返し打撃を受けて圧延され,周囲が捲くれ放射状亀裂が生じて,やや巻
き返された浅い銃に似た形状を呈する。鋳鉄では破断して用をなさないため鍛造品が充てられたのであろう。

用途未詳だが,木製 (?)槌状?打器の頭部に被せた円盤ないし浅鉢状の被覆 。補強部品であろうか。
205は ,弥生土器甕底部片である。203類似時期のものであろう。
206は ,須恵器碗口縁片である。十瓶山窯跡群(西村)産。日縁端部は炭素吸着による黒色帯をつくる。幅
は内面で 3111111,外面は 7111111ほ どで,復元口径 14.4cmで ある。13世紀前半であろう。
207は ,土師質土器脚部である。足釜BⅢ, BⅣ等に胎土・焼成で共通するものがみられる。

表道部 (南半部)

208は ,土師質土器小皿である。底部ヘラ切りである。復元口径 6.4cmo B Ⅲ -4である。
209は ,土師質土器小皿である。直立に近い短い口縁を持つ。 BⅢ -5である。
210は ,土師質土器小皿である。ヘラ切り離し。BⅢ -3である。
2■ は,土師質土器小皿である。復元口径 7.5omo B Ⅲ -3である。
212は ,土師質土器小皿片である。復元口径 7.Ocmo B Ⅲ -3である。
213は ,土師質土器小皿片である。復元口径8.Ocmo BⅢ 4である。
214は ,須恵器碗□縁片である。胎土に 1～ 2111111の石英を含み, このために器表面に凸部が散見される。焼
成は良好で堅緻。色調は地下水による鉄分の影響もあろうが 2.5Y7/2灰黄。十瓶山窯跡群(西村)産か。

215は ,須恵器碗口縁片である。十瓶山窯跡群(西村)産。日縁外面に炭素吸着の幅広い黒色帯がある。
216は ,須恵器碗口縁片である。十瓶山窯跡群(西村)産。胎土,焼成等 2151こ酷似する。
217は ,土師質土器鍋AIである。口縁上面,同端面はヨコハケ,体部外面はタテハケを施す。13世紀。
218は ,土師質土器鍋AIである。焼成良好。体部内面と口縁上面,同端面ヨコハケ,体部外面タテハケ。
体部外面,日縁下面にやや厚めの煤が附着する。
219は,土師質土器鍋AIである。胎土,調整,焼成等 218に類似する。日縁下面にもタテハケを施す。
220は ,土師質土器鍋AIである。体部内面と口縁上面,同端面ヨコハケ後にナデ。体部外面タテハケ。
221は ,土師質土器鍋AⅡである。日縁端面はほぼ直立する。
222は ,土師質土器鍋AⅡ である。口縁端面は直立。同下面と体部外面はタテハケ。
223は ,土師質土器鍋AⅡである。□縁端面は直立。焼成はやや軟弱である。
224は ,土師質土器鍋AⅡ である。口縁は,端面の幅を非常に広くとったために強い傾斜をもっている。
内外面ともに煤の附着が著しい。

225は,土師質土器鍋AⅢである。口縁端部は強いナデにより,上面側に幅 511ull程度が巻き込まれ,断面
半円形の縁取りを形成する。

226は ,土師質土器鍋 CⅢである。やや内傾した器壁の上端で角度約 60° に外反した口縁は幅約 2.5cm。

内面はヨコハケ,外面は強い指押さえの連続で調整されるため器壁の凹凸が著しい。体部～口縁部の厚みは

約 5111111で ~定 している。堅緻な焼成と胎土の特徴はCI,CⅡ に共通している。
227は ,土師質土器鍋AⅣである。復元口径 42.7cm。 この種では大型に属する。日縁は直線的にほぼ水平
に伸び,端部はナデにより丸くおさめる。内面はヨコハケ,外面はタテハケ。口縁下面は格子ロタタキ。
228は ,土師質土器鍋AⅣである。体部外面はタテハケ調整。器壁と□縁の厚みに殆ど差がない。
229は ,土師質土器杯である。日径 10.4cm,底径 6.2clll,器 高 3.3cmである。器表の調整は磨耗により明瞭で

ないが,内外面ともナデか。器壁の厚みに富み,やや小振りであるがDⅡ -6であろう。

230は ,土師質土器鍋 AⅣである。口縁端部に「吹きこばれ」と見られる黒色炭化物が固着している。
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231は ,土師質土器鍋 BIで ある。□縁部の内彎,同端面の調整は非常に端工であり,鉄製品に忠実に倣

おうとした意図が窺われる。

232は ,土師質土器鍋 BⅢである。BIに見られたような端正な風合いは失っている。

233は ,土師質土器鍋BⅡ である。胎土・焼成,日縁端を除く調整に231と共通性がみえる。

234は ,土師質土器足釜AIである。復元口径 28.4cm。 口縁端部は丸みを帯びるが,鍔端部と上面の調整
は明瞭なヨヨハケ。体部内面は斜方向のハケロの上に軽いナデ。体部外面にはタテハケ。調整技法は整って

いる。

235は ,土師質土器足釜AⅡである。体部外面にタテハケ。器形のプロポーションは234に通ずるが,小

型化しており□縁部の厚みが貧弱となる。調整もやや端正さを欠いて来ている。

236は ,土師質土器足釜AIである。口縁端の断面は明確なコ字形を呈する。口縁～体部内面と鍔上面は

10条 /cmの ヨコハケを施し,鍔下面～体部外面は4条/cmの タテハケが施され,胴から底部への屈曲部以下

ではタタキが確認される。類品のなかでは古相であろう。

237は ,土師質土器足釜AⅡ である。236か ら235に移行する中間項の様相が窺われる。日縁端部の角が

やや不明確になる。日縁～体部内面は幅 lllllll程度の細かいヨコハケである。体部外面に煤が多い。

238は ,土師質土器足釜AⅡである。胎土・焼成,口縁～鍔付近の断面形等が235に近似であるが,本例
には体部外面のタテハケが確認できない。口縁内面は幅 lllllll程度の細かいヨコハケの後軽いナデを施す。

239は ,土師質土器足釜 BⅡである。焼成堅緻。□縁～体部内面はヨコハケである。鍔の基部上下面に,

指頭による強い圧着が連続的に加えられ,圧痕が波状を呈している。
240は ,土師質土器足釜BIである。磨耗により不明瞭であるが,体部外面にはタテハケが認められる。

鍔下部の連続する爪形が顕著である。外面は剥落を免れた厚い煤が諸所に見られる。焼成は低火度である。

241は ,土師質土器足釜BⅡである。日縁～体部内面はヨコハケ。口縁端外面直下に指頭圧痕が連続。

242は ,土師質土器足釜BIである。体部内面に粗いヨコハケ。鍔端部の明瞭なヨコハケが目立つ。
243は ,土師質土器足釜BIである。特徴は242に酷似する。13世紀第 1四半期であろう。
244は ,土師質土器足釜 BⅡである。体部外面にタテハケの形跡がみえる。鍔下面基部に沈線を入れる。

245は ,土師質土器足釜BIである。日縁～鍔の断面形状等は244に ほぼ同巧。焼成はやや軟弱。
246は ,土師質土器足釜 BⅢである。日縁～鍔～体部にかけて全体に薄手のつくりである。内面は口縁部

を含めてやや傾斜したヨコハケで調整する。日縁端部を接合した痕跡が,日縁部外面の中位の位置に,胎土

の粒子密度の差による細い帯状面となって示されている。

247は ,土師質土器足釜BⅢである。口縁～鍔の断面形は246に類似する。内面の傾斜したヨコハケは246

よりも粗い。日縁端部は内面側に蕨手状に捲きこんでいる。

248は ,土師質土器足釜BIである。体部外面のタテハケが目立つ。体部の鍔直下の位置に斜めの爪形が

約 2cm間隔で連続する。鍔端部はこれに対応する位置で波状の指頭押さえ圧痕をめぐらす。爪形と指頭痕の

位置関係から,鍔の圧着作業は,釜本体の口縁部を向かって右側に置き (底部側は向かって左),左手

親指の指頭(爪先)を鍔直下に当てて行ったと想定される。13世紀第 3四半期以降のものであろう。

249は ,土師質土器足釜 BⅡである。器壁はやや薄手ながら口縁～鍔断面形,調整等,248に類似する。

250は ,上師質土器足釜BⅡである。器形,調整など244に酷似する。鍔下面基部の沈線も同様である。

251は ,土師質土器足釜 BⅣである。鍔は先行形態の概念を逸脱した段階にあり,基部の厚みと鍔の幅が

ほぼ等しく,正三角形に近い断面形を呈している。
252は ,上師質土器足釜 BⅡである。体～口縁内面のヨコハケ調整が顕著である。

253は ,土師質土器足釜BⅢである。鍔部を強く外反・屈折させた後口縁部を付加し,短 くまとめている。

254は ,上師質土器足釜BⅣである。鍔基部位置の器壁が著しい肥厚を示す。鍔は,かなり形骸化～痕跡

化ともいえる小規模なものである。体部は,鍔直下に爪形,外面にタテハケ痕がみえる。

255は ,土師器甕口縁片である。復元□径は 34.Ocm。 胎土に径 2111111前後の石英・長石粒を多量に含んであ

いる。焼成は堅緻であるが,器表面は上記砂粒が風化によって脱落した痕跡と推測される,微細なアバタ状
の陥没で覆われる。器形は,円筒状に伸びた長胴が,上端で僅かに内彎した位置で厚みを増し,屈曲・外反
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して斜め上方にほぼ直線的に延長されて日縁が形成されるものである。口縁端部は外傾する平坦面となる。

類似例として南山浦古墳群 11号墳lD328を挙げることができる。同例は,羨道部からの出上である。

256は ,土師質土器鍋CIである。復元□径 24.2cm。 胎土には径 3111111前後の石英・長石・角閃石を顕著に

含む。体部外面の煤附着が目立つ。鬼無藤井遺跡 3① (SD―E3-301,血 5)例が,同形同大で胎土・焼成の特徴等

を含めて近似しており,類縁性が推定される。
257は ,土師質土器鍋CIである。256と 同系とみられる。器壁が全体に薄手で,前者より後出であろう。
258は ,土師質土器鍋CIである。日縁端部は,前 2者が平坦であるのに対して,ナ デで丸くおさめる。
259は ,土師質土器鍋CIである。口縁部の調整等から,256か ら257へ移行過程の資料かとみられる。
260は ,土師質土器鍋CⅡである。推定口径は約 40cmと なろう。CIタ イプに比してCⅡ は概して大口径,

大容量となる。足釜類との対比では器壁が薄手であるが焼成堅緻である。外面は厚い煤の固着がみられる。

26と は,土師質土器鍋 CⅡ である。焼成の色調が褐色系である点以外,諸特性は260に同じである。

262は ,土師質土器鍋 CⅡ である。復元□径 40.2cmである。前 2者に比して器壁厚く,焼成やや低火度。
263は ,上師質土器脚部である。足釜,鍋類の脚部のうちでは大型に属する。先端部を欠く。
264は ,土師質土器脚部である。基部の径では中位に属するものである。先端の一部を欠くが,残存長
19.lcm。 類品の中では遺存状況がよくほぼ全容を確認できる。下端から約 5 cmの位置で色調の変移がみられ

るが,土 (も しくは灰)中に埋設して使用された際の被熱の状況を示すものであろう。
265は,土師質土器脚部である。残存長 13.5cmで ある。径及び長さは,上記 2例からみて小に類する。
266は ,土師質土器脚部である。脚部の出土は多量にみられるが,先端部の完存する例は少ない。本例に

みられる形成技法は,先端部を右回転で捻りながら径を減じて引き伸ばし,所定の部位に達したとき先端を

石・木等の硬く平坦な器材に押し当てて成形するものであると知れる。

267は ,上師質土器脚部である。全体の 6～ 7割遺存。先端は,素地上をちぎったままで焼成されている。

268は ,土師質土器脚部である。先端部が遺存する例である。尖端を最大限に細くしている。
269は ,土師質土器脚部である。268に類する。
270は ,土師質土器脚部である。径は,小に属する部類である。下半部がよく遺存している。
271は ,土師質土器脚部である。先端部を捻じって成形している。
272は,須恵器杯底部片である。復元底径 12.6clllである。焼成低火度で磨耗が甚だしい。高台は,断面形
が末広がりの「ハ」字形をしている。 8世紀か。

273は,土師質土器碗底部片で,十瓶山窯跡群(西村)産であろう。薄い蒲鉾形断面の高台。AⅡ -9。

274は ,須恵器碗底部片で,十瓶山窯跡群(西村)産。AⅡ -7。

275は ,須恵器碗底部片で,十瓶山窯跡群(西村)産。AⅡ -8。

境丘埋土

276は ,土師器杯である。ほぼ完形に復元。口径 11.6clll。 底径 8.5cm。 器高 3.4omで ある。器壁は厚手で堅

牢感を与える。て磨耗で厳密な判定はできないが底部は凹凸が少なく,糸切り離しであろう。底部から丸く

内彎して立ち上がり,ほぼ直立して口縁端に至る。薄く挟みあげた後に口縁端部を丸くなでてまとめる。

277は,須恵器捏鉢底部である。灰白色を呈し,焼成良好な東播系である。
278は ,須恵器握鉢口縁である。体～口縁部片である。日縁端面に炭素吸着。277と 同系。

279は ,須恵器捏鉢片口である。片口部口縁片である。前 2者と同系である。

280は ,須恵器提瓶がかつて存在したが,現在所在が不明なものである(図示せず)。

包含層

28と は,土師質土器杯EI-3で ある。復元口径 12.Ocm。 焼成は火度低くやや軟質であるが粗放でなく,
分厚くつくられた堅牢な製品である

-32-



三?~
230

ε@ 澤

幸=荒訂
~~比

4

２３６

巌

世

２３９

〓一を

゛
２４９8__ 脈一壇一一251

1 0cm

第 17図 出土遺物実測図③(230～275,縮尺 1/4)

=《
面 7雨

駅面巧4ア 息

―
コ  雪 "2  0"0 0川

-33-



282は ,須恵器杯DⅡ -2で ある佐藤200① 3り。十瓶山窯跡群(西村)産。復元口径 12.6cm,底径 8.Oom,器高

4.2cm。 底面はヘラ切り平底で,日縁周辺には炭素を吸着する。近傍の出土例では鬼無藤井遺跡 SK―E4-101

底面のものに酷似する。14世紀。

283は ,土師質土器小皿である。BⅢ -4である。底部ヘラ切り。口縁外面にヘラ線刻が残る。

284は,土師質土器小皿片である。BⅢ -3である。復元口径 7.Ocm。

285は ,土師質土器小皿片である。 BⅢ -2である。復元口径 8.2cn。

286は ,土師質土器小皿片である。 BⅢ -4である。復元口径 5.6cm。

287は ,須恵器甕C-5日縁である。いわゆる十瓶山式である。推定回径約 15cm。 短く外反する口頸部を
もつ。体部を欠くが,本来、長胴 。平底であろう。外面は体部とともに日縁部分にも格子ロタタキを加えて,

その上に内面 (タ タキはない)と同時に強いナデを施してタタキロを消し,内・外周とも凹線を生じている。

凹線の位置のズレから,内周は親指,外周は食指でナデたと分かる。口縁端部はまるくおさめる。13世紀

末～ 14世紀前葉であろう。
288は,須恵器捏鉢口縁である。東播系で片口部の基部を残す。日縁端部はほぼ直立し,断面は鋭角的な

三角形を呈する。体部器壁は薄手である。外面は日縁端から体部を含め遺存部すべて N6/灰の濃い炭素を

吸着している。森田Ⅲ期 2段階にあたるか。

289は,須恵器捏鉢□縁である。東播系。日縁端部はほぼ直立する。体部器壁は充分な厚みをもつ。□縁

端部のみ炭素を吸着する。森田Ⅲ期第 1段階であろう。

290は,甕口縁片AⅡである。瓦質の楠井産である。
291は ,須恵器甕口縁片である。亀山焼第二群 (伊藤 1987)2り にあたる須恵質のものである。体部外面は

一辺 3111111弱 の整った方形で刻された格子ロタタキである。口縁下 (外)面は微かに格子目の痕跡をみせるナ

デである。焼成・色調は一見瓦質製品を思わせるが,さ ほど軟弱ではない。13世紀のものであろう。

292は ,瓦質悟鉢である。底部破片で詳細は不明であるが,楠井AⅢ類であろう。櫛状工具による卸目は,

底部内面の器壁が立ち上がる位置付近を起点として,lcm前後の間隔をおき4条単位で幅約 1.2cmの ものを

放射状に配する。使用によると見られる磨耗が顕著である。

293は,土師質土器橋鉢口縁である。楠井AⅢである。
294は ,土師質土器悟鉢口縁である。楠井AⅡ である。
295は,上師質土器括鉢口縁である。楠井AⅣである。焼成堅緻。

296は,土師質土器鍋AIである。日縁内(上)面,同端面は9条/cmの細かいヨコハケ。日縁外(下)面と体

部外面はタテハケ。体部内面は右肩上がりに傾斜する5条/cmのハケロ調整である。

297は,土師質土器鍋AIである。口縁は上面がヨコハケ,端面及び下面と体部外面はタテハケである。
その上に口縁端部と上下面はヨコナデ調整を重ねる。

298は ,上師質土器鍋AⅡである。内面ヨコハケ,外面タテハケであり,日縁端面には凹部が形成される。
ハケロはやや不整に施され,体部外面は指押さえによる凹凸が目立つ。推定□径は 45clllに近く,概 して

AIに比して大型化傾向がみられる。13世紀末葉～14世紀前葉であろう。
299は ,土師質土器鍋AⅡである。胎土・焼成 。調整等,全般的に 298と 同巧 。同型 。同大である。

300は,土師質土器鍋AIである。日縁上 。端面ヨヨハケ,日縁下面～体部タテハケ。AⅡ に比し薄手。
301は,土師質土器鍋AⅡ である。□縁端面は凹面をなしており,凹部にはハケロの痕跡がみえる。また,

この凹部は口縁内外面の強いナデにより生じたものである。端面は外傾。13世紀末葉～14世紀前葉であろ

う。

302は,土師質土器鍋AIである。日径や体部の形状,器壁の厚み等にC類を連想させるものがあるが,

体部～口縁には明瞭な屈曲があり,A類 とすべきであろう。日縁上下面と端面及び体部内面にヨコハケ,同

外面にはタテハケを施す。

303は ,土師質土器鍋CIである。日縁・体部内面は 2～3条/cmの粗いハケロ。日縁端・下面と体部外

面はナデに指頭圧痕がみられる。器壁はほぼ 8111111の均―な厚めのつくりである。
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304は,土師質土器鍋AIである。器形等302に 類する。口縁端面はやや丸みを帯びる。日縁上面と端面

及び体部内面にヨコハケ,口縁下面と体部外面はタテハケ。

305は,土師質土器鍋AIである。口縁上下面と端面及び体部内面にヨコハケを施す。302,304に比して

体～□縁の屈曲がわずかに緩慢である。

306は,土師質土器鍋CIである。口縁上面と体部上端の約 2 cm幅の範囲は右下がりに傾斜するハケロ。

上記以外の体部下方はヨコハケである。日縁端面・下面はヨヨナデである。焼成は堅緻で,器面内外は色調

の差が少ない橙系である。胎土・焼成の傾向はC類の多くに共通する。

307は,土師質土器鍋AⅣである。日縁上面 。体部内面は2条/cmほ どのヨコハケによる縞状痕跡を見せ

ながら, ヨヨナデ調整を施す。体～□縁上面へは稜を形成して移行する。

胎上に 1～ 211111の石英 9長石粒を顕著に含む。焼成堅緻である。

308は,土師質土器鍋AⅣである。推定回径は 40cm。 器壁は 5111111未満であり,回径との対比で薄手づくり

が目立つ。日縁端部は丸みを持つナデ。体部内面・口縁上面はヨヨハケ,体部外面 。□縁下面はタテハケ。

309は,土師質土器鍋CIである。器面は内外ともにナデ調整である。日縁端部は丸くなでる。焼成堅緻。

310は,土師質土器鍋BIで ある。内彎する日縁の延長方向に直交して,端部は平坦な面と上下の明確な

稜を形成する。鉄鍋の風貌を伝えるものであろう。

311は ,土師質土器鍋BⅡである。日縁端面はわずかに外傾するが,310に比しその傾度は軽微である。

312は,土師質土器足釜Cである。鍔は形骸化して畦状の縁帯として遺存する。灰白の堅緻な焼成である。

全体にヨコナデ調整であるが,体部内面はヘラ状器具でなでた痕跡が目立つ。

313は ,土師質土器足釜BIである。体～□縁内面にヨヨハケ痕跡がみえる。□縁 。鍔端面は丸くなでる。

314は,土師質土器足釜BⅡである。日縁端面は丸みをつけてなでる。鍔端部は平坦に近いナデ調整。

315は,土師質土器足釜AⅡである。日縁端はやや丸みをもつ平坦面。鍔上面はヨコハケ,同下面はナデ

である。端面は上下のハケ,ナ デによる僅かな凹みと外傾ぎみの平坦面をなす。焼成堅緻。

316は,土師質土器足釜BIである。日縁外面に残る爪形は鍔部接合に際する圧着によるものとみられる。

また鍔は拇指と食指で強く挿んで成形されたため度せた状態である。体部外面の指頭圧痕も目立つ。

317は,土師質土器足釜BIである。日縁は鍔上面を含めて長めに強く引き上げる端正な成形。短めの鍔

端部は明確なヨコハケによる平坦面。鍔下側基部に約 2.5cm間隔の爪形が残る。13世紀第 2～第 3四半期か。

318は,土師質土器足釜BIである。調整にやや粗放の観がある。鍔端面ヨヨハケ,下面斜のタテハケ。

319は,土師質土器足釜BIである。鍔部成形は317と共通の強いナデによる。鍔は左例よりやや短い。

320は,上師質土器足釜BIである。調整は不明の体部外面を除き全てヨヨナデである。鍔の基部では上

面の指頭圧痕と下面の爪形が強調されたつくりとなっている。

321は,土師質土器足釜BⅡである。鍔は薄く短く退嬰化している。体部にみる斜めの爪形が顕著である。

322は,土師質土器足釜BIである。調整 。断面形等は321に類似する。

323は,土師質土器足釜BⅣである。体部器壁の厚みに比して,鍔部及び口縁部の厚みが一見して大で

あることが明瞭。日縁内外面と鍔上面はヘラ状工具で平坦にナデて,鍔と日縁には界線が形成されている。

324は,土師質土器足釜BIである。胎土 。焼成,調整をおゝくめ 320・ 322に共通する。

325は,土師質土器足釜BⅡ である。321と同巧である。

326は,土師質土器足釜BⅣである。体部は器壁が厚く頑丈なつくり。日縁・鍔は薄く短小である。

327は,土師質土器足釜 BⅣである。断面形は326に相似であるが,胎土・焼成は322に類似する。

328は ,土師質土器羽釜である。胎土・焼成は 322・ 327等に近似。体部を殆ど欠くため全容は確定でき

ないが羽釜であろう。日縁内面は体部とともにヨコハケにより成形,同外面は鍔接着工程に伴うヨコナデが

施される。その後に口縁上半を内外面から指で挟み上げて端部をつくる。先端は段をなして薄くなりやや鋭

い□縁端となる。体～口縁部への屈曲はなく,体部器壁が僅かに外反しながらそのまま□縁に至る器形であ

る。本例は,鍔を有する点で足釜に通ずるが,足釜に通有の脚部を持たない形態と見られる。本遺跡におい

て確認した羽釜はこの 1点のみで,稀少例である。
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329は ,土師質土器鍋CIで ある。体部内面ヨコハケ,同外面には指頭圧痕が認められる。外面の煤附着
が顕著である。器壁の厚さは5皿の薄手であり,胎土や堅緻な焼成とともに類品に共通する属性である。
330は,上師質土器鍋CIで ある。体部内面ヨコハケ,同外面は不整方向のタテハケ痕がある。にぶい橙

系の堅緻な焼成である。

331は,上師質土器鍋CIで ある。体部内面の上半はヨコハケ調整が強くて器壁の内彎が目立ち,日縁ヘ

かけて外反が目立つ。日縁端は外面端部のタテハケにかぶるように外側に折れる。

332は,土師質土器鍋CIで ある。体部～口縁は緩1隈に僅かに外反する。体部・口縁内面はヨコハケ,同

外面は指頭圧痕が顕著である。器壁が薄手で堅緻な焼成は類品に共通する。
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第Ⅳ章 まとめ

神高池北西古墳の調査において検出・確認できた資料は,往古からの開発等による破壊・撹乱を免れた残

余の僅少部分であり,その概要は前述したとおりである。

出土量では大半を占めた,後代の「再利用」その他に係わる中世土器類を除き,主として石室に関する所

見と,本古墳における古墳祭祀を端的に示す資料とみられる「暗文付土師器」(=「畿内産土師器」)洵 らゝ窺

うことができる性格等について考察した。

乏しい遺存資料の限界内ではあるが,主体部としての石室の形態,系譜等や副葬品乃至は埋葬・追葬儀礼

等に充てたと想定される遺物の諸相等を通じ,本古墳の属性・年代等について試みたところである。

第 1節 石室造営の技法等

横穴式石室を大きさで分類した場合,「巨石墳」を大型とし,終末期の単葬用小石室等を小型とすれば,

大 。中・小型に三分でき,神高池北西古墳は中型に属することになる。一般に,石室や石材の規模は,造営

主体の政治 。経済・社会的力量と技術水準に制約されるであろう。中型という分類は,本古墳造営主体の一

面を反映していると考えられる。

このことは,石積みの技法にも表れている。一般に横穴式石室壁面の強度 。安定性を確保するためには,
`控え'の効果が期待できる小口積みがより有効な技法であると考えられる。ところが,本古墳の側壁石組

みは,基底石に限るが,小日積みではなく横口積みを採用している。横口積みに比較して,小口積みの方が

遥かに大形で大量の石材を要することを考慮すれば,本古墳は石材の省量化を意図したものと考えられる。

本古墳の造営主体は,政治・経済・社会的および技術的力量の限界により,「巨石墳」を造営するまでには

至らず,相対的に石材の量を軽減し得る対応として横口積み工法を採用したのであろう。

ただし,側壁に横口積みが採用される要因として,県西の「三豊型横穴式石室」(國木1988)動に見られるよ

うな地域的技術の伝承・伝統に由来する可能性も想定すべきであろう。

第 2節 暗文付土師器 (=「畿内産土師器」)について

本古墳の出土遺物のうち,古墳の時期・性格等を示す資料は僅少であった。その中で,調査時点まではあ

まり報告例をみなかった暗文付土師器杯片を検出することができた。ただし,本資料は低温焼成土師器の通

例として器質軟弱で吸水性が高く,復元時の泥・汚れ除去等に伴い暗文がほとんど消失した。検出時に視認

できた暗文は不明瞭となり,残念ながら図示できなかった。

暗文付土師器杯は,石室内の奥壁に向かって右の側壁寄りで, 2ヵ 所の細片群として検出された。接合し

た結果, 2個体分の暗文付土師器杯片が復元できた。原位置を厳密に保ってはいないが,およその供献位置

を示すとみられ,層位は下位に相当する (第 8図 )。

それでは, これら暗文付土師器をどのように評価すべきであろうか。県内の出土事例を見てみたい。

本墳周辺では,『南山浦古墳群』があげられる。直線距離にして東方約 3km, 日常的接触・交流圏域内と

いえる位置にあって,独立丘陵石清尾山塊の東斜面に分布する。この南山浦 9・ 10011・ 13号墳から,計 7

点の暗文付土師器杯・高杯が出上しており,報告者は「埋葬後の葬送儀礼が執り行われ,その際,暗文杯は

非常に重要な位置を占めていたらしい。(中略)南山浦古墳群を形成した集団がもつ個性的な葬送儀礼」(藤井

1985)1りであると記されている。

一方,香川郡香川町『清谷 1号墳』では,暗文台付皿が出上しており,「畿内色の強い横穴式石室を築造

し利用する集団が,葬送儀礼に使用する供膳形態として暗文土師器を重視しつつ (中略)畿内政権との密接

な関係」(國木1996)121にあったと指摘されている。
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第 20図 暗文付土師器出土地分布図

退 跡 名 遺構名 出上位置 退物血 器種 径 暗文文様 記事 時期 資料

① 神高池北西吉墳 高松市 横穴武石室 玄室 坪

坪

記込螺旋右上り斜放射 ヨ縁内面直下に凹線 本書

② 塚谷吉墳   三木町 横穴式石室 IR菫四

側壁抜取六

玄室+前庭

抜穴+前庭

床直.伏位

2131

2132

2134

2135

213G

219フ

坪

不

坪

坪

坪

郷

放射状

見込螺旋・左上り放射状

見込螺旋・右上り放射状

見込螺旋・右上り2段放射状

見込螺旋・左上り放射状

見込螺旋・右上り2段放射状

h色顔料.機入or模倣

鳥

鳥

飛

飛

Ⅳ

Ⅲ

飛島W
飛鳥W
飛鳥W

14)

漆谷 1号墳   高松市 横穴式石室 羨道部 1 皿 見込螺旋・左上り放射

C 久本古境 高松市 碩 八 裏 IB至 羨道

議糖

11〔

11(

坪

坪

Eエ リ双射状
'C初
―中菜 ３５

　

″

⑤ 南山浦9号墳

南山浦10号墳

高松市

南山浦11号墳   ″

南山浦13号墳   ″

横穴式石室 義道

袖石脇

玄門中間

玄室左袖ロ

玄室右袖ロ

坪AI

不AI

不AI

杯AI

高坪

不 C

坪 C

宙上り放射

見込螺旋右上り斜放射

〕重爆旋・連弧2段放射

2段右上り斜格子放射

見込螺旋左上り放射

完形・裏返し

喪返し

外面右上り斜放射

丸底化

平城Ⅱ725AD

平城 1 710AD

平城 1 725AD

飛鳥Ⅳ 7C4四

11)

⑥ 百宮百墳 羨道奥

義追部

霧着執

■

4
4

皿
第
荒

181

171

記込のみ外周環状放射

営上り斜放射状

営上り斜放射状

口縁内面直下に凹線

口縁内面直下に凹線

口縁内面直下に凹線

RttV,7C末～8C初

kttV,7C末～86初

本書

② 玄室 野 A !段右上り放射状 V.7C末 ～8C初 本 書

① 清谷 1号墳   香川町 横穴式石室 玄室取石上 台付皿 やや右上り放射状 外面ヘラ磨き 穐鳥Ⅲ7C後半古
⑥ 重満山 1号墳   香川町 横六式石室 玄門床面 釦 不 C 戌射状 化州式石室

⑩ 鶴ヶ峰1号墳  坂出市 碩 八 瓦 4H茎 郷Cl
邦AI

Ⅸ射林

!段右上り放射状

鶴ヶ峰西南尾根 穐島Ⅱ,7C2四 半期

穐島Ⅳ,7C4四 半期

9)

① 縁塚10号墳 大野原町 積穴式石室 玄室右側壁

5

,

杯

杯

郭

椀

椀

石エリ需廠射涼

有上り斜放射状

左上り斜放射状

見込螺旋放射状

肢射状

'C末
粟 36)

@ 平岡遺跡群  大野原町 百墳 /住居址 包含層 坪 女射状

第 2表 暗文付土師器出土古墳一覧

上記のように,県内出上の暗文付土師器類は,従来はむしろ極めて稀な例に属する遺物という評価が見ら
れたのである。しかし,近年までに古墳から出土する暗文付土師器は漸増し,第 2表のとおり管見の範囲で
も幾つかの古墳で確認されている。さらに,下川津遺跡や川津一ノ又遺跡で知られるように,集落遺跡での
大量出土例等も加えられた。このようにして,暗文付土師器は「特異な存在」から既に一定の普及を見せ,
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ある程度は普遍的に見られるようになったのである。

今回,改めて見てみると,県内の古墳及び集落その他の遺跡で出上した暗文付土師器報告例は,管見の範

囲でも総数 450点近くを数える事ができた。この数字には `確実な'「畿内産土師器」以外に「模倣品」ま

たは「畿内系土師器」と呼称されるものも含んでいる。このように暗文付土師器出土例が県内で顕著な増加

をみせたとはいえ,同時代の大多数の遺跡では勿論出土せず,その限りでは稀ともいえる遺物である。

さて,暗文付土師器が大量に出上した下川津遺跡と川津一ノ又遺跡では,次のような評価が与えられてい

る。それは,搬入品とするには不自然であり,県内の出土例がほとんど古墳副葬等に見られる小点数である

ことから,「 これら「畿内産土師器」に近似する土師器は畿内からの搬入品ではなく,下川津遺跡周辺,つ

まり坂出市南部がこれらの土師器の生産地であるかもしくは集積地であったと理解するのが妥当で (中略)

讃岐国で生産されたものと考えられ (中略)消費地としての飛鳥 。藤原地域で出土する土師器は (中略)貢納

された品を消費して (中略)結果的には畿内の上師器ではある」と指摘されている (片桐1997)10。

一方,「畿内産土師器」の論考が多い林部氏によれば,「畿内産土師器」は「七世紀後半以降の律令官僚制

の整備や,それにともなう大量の官人層の出現と,その特殊な生活形態の存在を前提として (中略)宮都で

くりひろげられる儀式や宴会,さ らに律令国家をささえた役人の特殊な生活形態 (給食など)に対応するた

め,特別につくりだされた」ものとされている (林部1992b)働。さらに,「畿内産土師器」は,瀬戸内海沿岸

地域では集落遺跡からの出上が多く,さ らに飛鳥時代だけに限ると古墳からの出土がきわめて多い」ことを

指摘されている齢部1992a)101。

以上のように,讃岐から暗文付土師器が畿内にもたらされていた可能性を考えると,下川津遺跡や川津一

ノ又遺跡に関わった集団が畿内と強いつながりをもっていたとも考えられる。さらに,飛鳥I(7世紀第 2

四半期)～平城Ⅱ (8世紀中葉)において古墳出土例が継続的にみられることは,全国的にみても古墳出土

例が高いという瀬戸内海沿岸地域の「畿内産土師器」受容傾向を,讃岐は顕著に示している。このことは,

畿内=律令国家体制とのかかわりが大きく,上器そのものに律令国家の制度や理念を象徴的に体現して,畿

内との一体性がきわめて強い地域という特色 (林部1992b)9)を反映しているものと考えられる。

以上のことを考えると,暗文付土師器が出土した神高池北西古墳は,畿内とのつながりが想定されよう。

後述するように,神高池北西古墳の築造は7世紀前葉であり,暗文付土師器は7世紀末～ 8世紀前半と空白

期間があるが,暗文付土師器を石室に納めた者は畿内とのつながりが想定できよう。さらに,暗文付土師器

を石室に納める行為は,祭祀に伴うものか追葬時の副葬品かは判断しかねるが,古墳を築造した集団と暗文

付土師器を納めた者との間には何らかの関係が想定され,憶測の範囲を出ないが,畿内との強いつながりが

古墳造営時期にまで遡る可能性はあろう。

第 3節 神高池北西古墳の年代

本古墳の年代観を示す資料としては,原位置を保たず遺存状況も劣悪ながら,古墳の造営や祭祀に供献さ

れたと考えられる土器類がある。これらは①築造時(地鎮具等を含む),②初葬時,③追葬時,④それら以降

の墓前祭祀等の各時期に際して使用されたであろうが,極度の撹乱で,当初の供献状態や先後関係について

の確認および復元はほとんどできなかった。

そうした中にあって,数少ない個々の遺物から知り得た個々の年代観は,前述の遺物の項に記す通りであ

る。それらを年代順に配列すれば,一定範囲の年代幅を知り得ることになる。ただし, これらは古墳の造営

当初から最終墓前祭祀に至る全期間の年代幅であるとの想定の域に止まるものである。

本古墳の年代について,上記の意味での指標となる遺物は次の通りである。

①土師器 特徴的な遺物として注目できるのが,遺物血24暗文付土師器 (畿内産土師器)で「杯 B」 タ
イプある。平城Ⅱ期 (8世紀前葉)の ものと考えられる。遺物血48も ,同 じく暗文付土師器で「杯 B」 タ

イプである。飛鳥V(平城)I期とみられる。血24に先行した 7世紀末葉～ 8世紀初頭のものであろう。

②須恵器 遺物血04は,須恵器平瓶口縁部片である。遺物配16は ,須恵器高杯蓋片である。頂部を欠い
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ているが,低平なッマミをもつものであろう。遺物�20は,須恵器平瓶である。遺物m23は ,須恵器高杯
である。脚部下半を欠くが脚部「すかし」は2段である。遺物血25は,須意器高杯である。脚部に「すか
し」を持たない小ぶりなもの。これら遺物は,一部 TK217併行期に下る可能性のものもあるが,おおむね

TK209併行期の時期のものと考えられる。

③ 石材が逸失して確定できないものの,推測される石室の規模や神高古墳群中における立地等から推し
て,本古墳は1群内では終末の段階に造営されたと考えるべきであろう。

以上の①・②・③に挙げた各資料からみて,本吉墳の造営時期は,須恵器にみられるTK209併行期 (7
世紀第 1四半期頃)と考えられる。そして,暗文付土師器に示される飛鳥V期 (平城 I期)～平城工期 (7
世紀末～ 8世紀前葉)に ,埋葬・ 祭祀の区別は難しいが,再度使用されたものと想定される。
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20)『空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 4冊 空港跡地遺跡Ⅳ』香川県埋蔵文化財調査センター20003

21)伊藤 晃「亀山焼の変遷」『岡山県の考古学』吉川弘文館 S62

22)林部 均「東日本出土の飛鳥・奈良時代の畿内産土師器」『考古学雑誌 72-1』 日本考吉学会 1986.9

23)『龍満山古墳群～1号墳～』香川町教育委員会・高松市水道局 2003.9

24)『岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 3冊鹿田遺跡 I』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター1998他

25)間壁忠彦『備前焼』ニュー・サイエンス社 H3.1.20

26)『西村遺跡Ⅱ一国道 32号綾南バイパス建設工事にともなう埋蔵文化財発掘調査―』香川県教育委員会 1981.3

27)『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 3冊 前田東・中村遺跡』(財)香川県埋蔵文化財調査センター19953

28)佐藤竜馬「讃岐における平安期の上器研究」『中近世土器の基礎研究XV』 日本中世土器研究会 2000.12

29)『一般国道 11号線高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 7冊 居石遺跡』高松市教育委員会 1995.10

30)『高松港頭地区再開発関連事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第1.2冊香西南西打遺跡・鬼無藤井遺跡』高松市教育委員会 20013

31)佐藤竜馬 `「西村型土器椀」の系譜'『財団法人香,II県埋蔵文化財調査センター研究紀要Ⅷ』醐香川県埋蔵文化財調査センター2000.3

32)松本敏三・岩橋孝「香川県古代窯業遺跡分布調査報告Ⅱ」『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要第 2号』瀬戸内海歴史民俗資料館 1986.3

33)『かしが谷 2号墳・ 3号墳発掘調査報告書 高松市鬼無町所在の円墳の調査』高松市教育委員会 1986.3

34)『高松市埋蔵文化財調査報告 第 75集 漆谷吉墳群』高松市教育委員会 2004.3

35)『高松市埋蔵文化財調査報告 第 71集 高松市指定史跡 久本古墳』高松市教育委員会 2004.3

36)『縁塚古墳群 I―香川県大野原町丸井所在の群集墳の調査―』大野原町教育委員会 1991.3

37)F平 岡遺跡群発掘調査報告書』大野原町教育委員会 1992.9

『石清尾山塊古墳群調査報告』高松市教育委員会 1973.3

『椋の木古墳 。大石北谷古墳調査報告書』長尾町教育委員会 19893

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第二十八冊 国分寺六ソロ遺跡』香川県埋蔵文化財調査センター 1997.8

『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 1冊 西打遺跡 I』 側香川県埋蔵文化財調査センター2001■
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第 3表 神高池北西古墳出土遺物観察表
配 器 種

法 量
調 整 色 調

ム
ロ 土 備 考

日 径 底 径 器 高

I

'国

製青磁椀 65・
Ⅱ面覇蓮弁
Å面ナデ縮鋤

侑土 :N7/灰 日

“

/良好 j自泉窯系

と師質土器鍋CI 5 Å面ハケナデ
7「薗■OYR5/41こ かい貢橙 ～0 5mm英・長/良

3 と師質土器杯 6 2
朴向アア

角面ナデ

画
面
Iυ YRU/3板貢種
1∩ Vp負 /,呼 白 密/良 底部ヘラ切/板 目

買恵器瓶 7 59 ホ面すデ六面サデ 奪/良

5-1 鎌タ ,実測

5

富滞土錘 長7( 幅6′ 厚5, ナデ/指頭圧痕 長 /良 夏元完形

7 土師質土器杯DⅡ -6 31
外面ナデ
Å面ナデ

4面 :10YR3/1灰 自 ‐0 5mm英・長/良 重都ヘラ切/板 目

土師質土器小皿CI 9 I

7「向ナテ
Å面ナデ

卜白 :7 5YR7/4に手 い種 ▼0 5mm英・長・雲/良 氏部糸切

土師質土器足釜BⅣ 4
琳面ナデ
丙面十ヂ

卜面:7 5YR7/31こがい橙 1 5mm英。長・角/良

1( 土師質土器鍋CI Ⅲ面ハケ 7r面 :7 5YR6/41こふい種
A面:10YR7/3に ぶい苦搭

～1 5mm英・長・雲・角/良

土師質土器足釜8Ⅱ
■面爪圧ナデ
角面指 膵十 デ

小面
`YR6/41こ

ぶい笹
Å面 氏voA/A搭 lIII英 。長・角/良 代形顕著

1 効 オ 長 5乏 幅 5 サ写二1 段進
EIdl菌 :7 5YR5/4にふい伯
告側面 :7 5YR6/6縛

秀剥落あり

土師質土器足釜BⅡ
牛面ナデ
角面十デ

琳面 :10YR6/2灰 貢褐 lmm英 。長/良

1 土師質土器脚部 ナデ
牛面■OYR7/1カκ日
千百 ,氏 VA/1苦匠 ～lmm英 '長/良 妄地端面存

I 黒色土器証 打同径431 朴面格子目「Fさ
対面 ハケナ デ

密/良 亀山焼第二群

1 須恵器高杯蓋
7r曲,ァ・ヘフF11り

密/良好 三珠つまみ?

1 賓恵器杯 7 2 Å面十デ
Ⅲ画■OYR7/1灰日
面ヽ■OYR8/1灰白

～ lula英 。長・角/良 蜃部ヘラ切/板 目

買恵器碗 61 1
朴面ナデ
Å面ナデ

■面:25Y8/1灰日
面ヽ:   ″ 密/良 Lttrnal台

十瓶山窒跡群

, 土師質土器足釜B皿
十面ナデ悟圧
面ヽ十デ

由

面

Iυ Yltrノ 41こか V｀東橙 ～2mm英・長・雲/良 号下部爪形
商非 π-2

買恵器平瓶
卜薗す テ・ヘ フナア 乙/良好 同径 130

庄質土器菱 5
卜面ナデ痛 l■
付面ナデ

ヤ0 5mm英・長/良 琶山焼第二群

臣質土器捏鉢
十面ナデ
面ヽナデ

牛面ぶ/灰
Å面:7 5VA/1匠 白

lE l英・長/良 十瓶 山窯跡群

貢恵器高杯 100 7
Ⅲ向凹幣アア
面ヽ同鉄ナ亨

恥白 わYVlオ ツー フ 暴
密/良好

J段透
勿1日 ヤ細 縦

土師器杯B
■面回転すテ
対面 同 振 十 デ

7r面 ■OYR7/3にか い東笹 4/良 吉文右下り斜線・螺旋

須恵器高杯 回転ナデ
面

市

琳

大

5ヽ/灰
密/良好 を力】し無

繁 環 友具

土師質土器碗 5 31
角面 サ デ

外 向 ■υYКイ/ZIこか い 東 便
密/良 吉備系 (早島式 )

脂前焼大菱 420 朴薗すア
Å面十芋

′卜向 :25Y7/1灰 日 lmm英・長・角/良 団期。自然和あり

と師質土器足釜C 4
朴面ナデハク
角面ナデ

Ⅲ面:75Y6/41こ かい健
～ 2mm英・長/良 南井皿期

と師質土器足金BⅡ
口鰐外面ナデ 小面:7 5YR6/41こふ し`橙 lmm英・長・雲・角/良 体外面指圧 内ナデ

土師質土器足釜BⅡ
外 山 ゲ ア 再 l■

Å面ナデ
小画 ■OYК r/31こ か い 東 蔭 ▼3mm英 。長/良 鰐下端爪形

土師質土器足釜BⅣ
口場外薗ナテ

内面ナデ
卜向 :5YR6/4イ こ小 �` 橙 ～3mm英・長/良 休外面ナデ 内ナデ

土師質土器脚 11 一ア
ホ面
'5YR6/3に

ぶい褐
FJf面ちVRS/3にぶ い未梱

�05mm英・長・角/良

3 土師質土器鍋CI
者席 内 面ハ ケチデ

7r曲 ■υYК r/31こ かぃ東健
角面     〃 ～lmm英。長・角/良 焼成堅救

須恵器誕 (約 26 50+ 4薗
すテ
再面ナデ 一オ

体

旺

れ

わ

Ю

Ⅵ

画

面
密/良 ,気泡膨脹 自然釉,頚都窯印

須恵器甕 6
牛面ナ テ

洵面ナ デ 同 ど,、日 ,Π 去

十面:2 5GY4/1Π音オリープ
雨ヽべ7/′更白

密/良好 自然釉

y 土師質土器鍋BI ホ面ナデ
対面 十 ヂ

卜劇 :γ bYК り/Z伯隊
1～2mm英・長/良 ホ面磨耗

31 須恵器握鉢 232
角面ナデ h面 :5Y7/1灰 白 密/良 底部糸切 ,東播系

3 上師質土器捏鉢 12〔
Ⅲ面ナデハク
面ヽハケ

ホ面 :75Y7/41こぶい橙 lmm英 長・角/良 府前 I,■ 模倣

上師質土器鍋AⅡ 1
卜向ハク

村面ナデ
卜白 i75YR4/1欄 灰
Å面:7 5YR7/41こぶラヽ驚 ～0 5mm英 。長・角/良 牛面媒付着

土師質土器杯DE 5 Ⅲ面すデ
芍面 十ブ

面

箭

件

角
OYR8/2灰自 ヽ0 5mm英・長・角/良

土師質土器杯E13 11 2
■面ナア
対面ナデ

向

雨

外

均

75Y7/31こ奉い便
1～2mm英・長・角/良 氏面糸切rllE

4 土師質土器鍋CI 外面ナデハケ 界面:10YR5/2灰 貢倒
Å面    〃 ～lmm英・長・雲・角/良

土師質土器鍋CⅡ
勺面ナデ

7「向:75Y5/4にふい憫
～lmm英・長・角/良

土師質土器鍋BI 45Z 57
朴面ナデ 卜面 :ヽ 4/灰 る/良好 業付若

須恵器腕 31
朴血ナ ブ

斉而 ナ デ

面

雨

8ヽ/力κ日 ζ/良

土師器菱 EⅡ 2
内面ナデ

小向■OYRT/3にかい黄瞳
為m~:5VR6/41こぶヽヽ需

を 長・角/良

上師暴杯B
71・面ゼ 5YR5/4にぶい赤樹
丙誦 lovPTね

「

ズしヽ許幣
～lmm英 。長/良 語文/ヽ台
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配 器 種
量

調 整 色 調
ム
ロ 土 備 考

口 径 底 径 器 高

L師質土器鍋AⅡ 42と 6
朴両ハケナデ摘圧
A雨 フ、カキデ指

「
F

↑回■υYКも/Z》く日

勺面 :10YR8/1反 白
～lmm英・長・雲/良 完成堅緻

七師質土器鍋AⅡ
琳薗ハ タナ ア

角面ハ ケ

小面 :10YR6/3に ぶ い貢 橙
角市 1∩ VP7/Rl「 式い 苦 笞

～2mm英・長/良

嚇ヌカイト翼状剥片 6( 3 瀬戸内技法
駅イ監向:5Y5/1隊 石理顕者  133g Side SC?

土師質土器足釜BⅣ
春画17 5YR7/3にか �`蔭 ～2mm英・長/良 外ヽ面媒痕

'国

製青磁椀 22+ 記込繰楢
花文ナデ

事台内ナデ
閾 :う Yb/を灰 不 ツ

~
密/良好 彗泉条系

5′ 土師質土器小皿B皿 -3
小面ナチ
再面ナデ

Ⅲ回■υ Y lkt1/Z灰 日
ヽ面     〃 ～lmln英・長・雲/良 駁面ヘラ切

駅 上師質土器足釜BH 小面ハケナデ指圧

対面ハケナデ指圧

四

誦

Iυ YКも/3機 頁 使 lmm英・長・雲・角/良 安合痕あり

ユ 土師質土器足釜BⅣ
朴面ナデ
Å面ナブ

牛面マ 5YR4/1箔灰
A苦    ′′ lmm英。長・雲・角/良

土師質上器足釜BⅡ
朴面ナデ指圧
Å面ナヂ

小面 :10YR7/41こ 応 い貢 橙
丙面     ″

lmm英・長・雲・角/良

上師質土器足釜BⅡ 4 卜面ナデ 内面ナデ 朴面・7 5YR6/3に 本い笹
角面 :10YR6/3に ぶい黄橙

～lmm英・長・角/良 体外面ナデ指圧・煤

買恵器碗AⅡ 9
卜面ナデ

代面ナデ

卜面 :75Y8/1灰 自 ややFE/良 貼付高台

土師質土器足釜BI
Ⅲ由ハグゲア語l■
面ヽハケナデ

卜面 :10YR7/3に 摩い貢橙 ヽlmm英 '長・雲・角/良 弱下部爪形顕著

土師質土器鍋BI 4
ホ面ナデハケ
蒋面ナデ

■面:10YR6/2灰 貢冊 lmm英 。長・雲・角/良

土師質土器鍋C□ 3
十面ナデ指圧ハケ
対面十デハケ

7「面:7 7YR7/3イ こかい種 ウlmm英・長・雲/良

土師質土器鍋AⅣ 24
4向 :7 5YR5/41こ本い1目
A語註7 5VR6/41こ ぶいネ彗

～lmm英。長・雲・角/良

瓦質菱 150 朴白ナテ

Å面サデ
7「画!N4/υ灰 ～1 3mm英 。長/良 西村と同形

買恵質広口瓶 8 7
洵面ナデ

外面 :10YR6/2灰 黄褐
均面 :10YR5/1褐 灰

～lmm英・長・雲・角/良

土師質土器鍋AI 卜面ナテハケ

付面ナデハケ

7r面▼5YR6/31こ ふい褐 ～lII I英・長/良 口縁端面ハケ

土師質土器足釜AⅡ
口縁外面指圧ナデ
六誘指序十デハケ

琳面 ,10YR6/4に ふい東橙
Å面イ馬VR6/4に ズい檸

～lmH英 '長/良 外ヽ圧ハケ内ナデ

土師質土器鍋CE 小面ナデ編に
対面ハケ十デ

7r向 :7 5YR4/Z灰欄
面ヽ:7_5YR7/41こぶい悟

～lmm英 ,長 角/良 卜面媒附着

土師質土器鍋BШ
Ⅲ由ナテ
角面ナデ

7「向:lυ YК6/Z隊 東御
付面:10YR7/3に ぶい黄橙

lII英。長/良

il 土師質土器足金BⅡ
7r向蒲l■ハグ
A面十ギ

■面:10YR8/3浅 貢壁
埼面 inY郎 /,灰曽協 痣・長・角/良 号接合痕

71 瓦質土器碗 4 11
卜面すデ
面ヽ十亨 角面 !75V7/1康 白

4/良 和泉瓦器皿 1期

71 土師質土器鍋AⅡ 7
Ⅲ面ハクすテ福l■
面ヽハケナデ

外面 :10YRイ /Zにみ い東 硬 ～lml英・長/良

? 上師質土器鍋CⅡ
卜画ハグナア殖 l■
ヽ悪ハオ十デ

牛面イ 5YR6/31こ本い褐
面ヽ     ′′ ～0 5mm英。長・角/良 外面媒

上師質土器鍋CⅡ
Ⅲ四アア輌l■
裔ヽハ/r

0ヽ 5mm英・長/良

上師質土器鍋CI 面ヽハケ

薗

需

10YR7/31こ ふ V｀東種 ～2mm英 。長/良

土師質土器鍋AⅡ 7
ヨ稼 外 面ナア

A面ナデ
面

簡

10YR7/3にぶい貢橙 lmm英 。長・雲・角/良 本外面指圧内面ナデ

土師質土器足金AI 朴向ア ブハ グ消 l■

為面     〃
‐2mm英 '長・雲・角/良

土師質土器足釜BB 朴面ナデ
Å面十ギ

本面:7 5YR7/4,こ かい礎
角面 !     〃 ～lmm英・長・雲・角/良

土師質土器足釜AI 2
外面■OYR3/2灰 自
Å面■OYR8/1灰 白

1～2mm英・長・角/良

土師質土器足釜AⅡ
十向ハ グ宿 l■ 舛面ヤ 5YR6/41こがい橙

Å面     " ～1 5mm英・長・雲・角/良 本外面擦顕著

8 上師質土器足釜BШ
■面ナデ指圧
h面十デ

■面 :10YR6/2灰 貢欄 ～lmm芙。長/良

土師質土器脚 11 ナデ
■面:7 5YR6/31こかい褥 0 5mm英・長/良

買恵器瓶 61
7「面ナデ
角面 ナデ

山

需

牛

斉

N6/灰 雪/良 苛台

土師質上器鍋AⅡ 洵面ナ デ ハケ

7r面:10YR72にぶい煮橙
角雨 :∩ VP7/RI「 黛い 善 膳

～2mm英・長/良 口縁端凹状

須恵質信鉢 128 4
卜面ナデ
面ヽナデ

朴面 ヤ 5Y6/1灰
六面 75V7/1庁 白 密/良

条溝 4単位
吏播

9 瓦質fRE鉢
卜面ナデ指圧
雨ヽナデ

牛面 :5Y8/1灰 日
ヽ面 氏VRノ 1薩 白 やや密/良 智祥 4-単位×6

8 須恵器碗 31
■面ナデ
面ヽナデ

卜面 おY7/1灰 自
烏話    ′′ る/良

山不丁

回瑞炭素/火 課

りし島ケ 妻兵?

土師質土器杯D]5 11 2(
卜面ナデ/底ヘラ切 ′卜面 :10YR3/3辰東種

角面 :   ″ やや密/良 復元完形

土師質土器杯D■ 6 6 3
タト面ナデ/ほヘラ切
丙 面 十 ギ

7r面 :25Y8/1灰 日
Å面   " 4/良

土師質土器小皿8Ⅲ 4 4 5 I

/r国アア/瓜
勺面ナデ

面

面

朴
角
5YR6/6笹 ～lmm英 ,長 角/良

上師頃上希小皿CI 6( 5
ントWlアア/瓜ヘフ17J
Å面ナデ

舛面 110YR7/2にかい東笹
ÅHH lovP″ /aに抹い苦符 密/良

上山F質 上器小 IttB Ш-3 8 5
牛面ナデ

芍而ナデ
'卜
面 :7 5VR8/2灰 日 ～ 1硝m英・民/良

体生土淋誕 11
′卜面ハケナデ 牛面i25Y7/1灰 日

ん面 (4/1″
～1 5mm英・長・角ィ良

9: :ヒ門i質 上器鍋AI
7LEllナア宿,モ
A4雨ナデハケ

外面 :7 5YR6/2灰 橘
内而 :7 5VR7/1に ぶい雑

～lmm英 長/良
,H,F
口子麦j常 フ、ケ

上肘i質 と器鍋AI 1

タト面i10VR5/2灰 黄簡
Å而 :10YR7/3にぶい横播

～lmm英 ,長 /良
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配 器 種
法 量

調 整 色 調 胎 士 備 考
口 径 底 径 器 高

L師質土器鍋A類 5(
日縁外白引|き

内面ハカ指

『

牛白■OYR3/1黒脅 2mm英 。長・雲/良 ホ外面ハケ内面ハケ

土師質土器鍋AI
日縁外画ナデ
内面ナデ

↑図■υYКO/啄頁掏 lmm英・長/良 外ヽハケ指圧内ナデ

土師質土器鍋BB 7
トロハグ
角面すデ

牛面■OYR/5/3にホい買褥 ‐2mm英・長/良

土師質土器鍋BⅡ
■面すデ
面ヽナデ

小面 :10YR4/1褐 灰
X市 呵VPA/41「 葉い搭

ヤinm英・長・角/良 卜面媒付着

′θ′土師質土器鍋B凪
Ⅲ由すブ
村面十ヂ

小面:10YR4/1褐 灰
米面:10VR6/1招 康

ヤlmm英・長・角/良 ■面媒付着

′b嵯 土師質土器鍋BⅢ
牛薗ナ ア

角面十 デ

4白■OYR6/3にるい東種 ψlmm英・長・雲・角/良

Fα 土師質土器鍋BШ
牛面ナデ
A面十デ

恥趾 7 5YR6/4に か い種
六面 :

lmm芙・長・雲・角/良

/2 土師質土器足金AI 十面ハケナア福l■
洵面十デ

牛薗:10YR5/2灰 東掏 lmm英。長/良 牛面煤痕

/α 土師質土器足釜AⅡ 7
小面ハケ福 l■
角蕊十デ

卜薗 :7 5YR7/31こ ふ い種
IH面 lmm英・長・角/良

rα 土師質士器足釜A■
回縁外面ナア
角面ナデ

牛画 :7 5YR7/31こ ふ い使
ヽ面

～2mm英・長/良 体外面媒痕跡

/0′ 土師質土器足釜AⅡ
小面ハクナテ宿l■
A面ナデ指庁

Ⅲ由:7 5YR6/31こふい倫
面ヽ:      ″ ～lmm長・角/良

′笏 土師質土器足釜AI 外面ナ ア

対面十 デ 面ヽ:lovR7/21こ ぶい普籍
～2mm英・長/良

′″ 土師質土器足釜AⅡ
Ⅲ向ハケナテ
面ヽナデ

由

市

10YRO/1TClル(
～2mm英・長/良 内外面煤付着

土師質土器足金BI
卜血ハクす ア 朴画 :7 bYRγ /4イこう ヤ`使

対面 :7 5YR5 31こ ぶい4B
～lmm英 長・角/良 内外面煤付着

土師質土器足釜BI 氏面 ハ ル 十 ギ

牛面 :10YR7/3に ぶい黄橙
角面:    ″ 1～3mm英 。長/量

土師質土器足釜B■
■面ハケナデ
対面十デ 指 序

ホ面■OYR7/24こ ホい貢橙 lmm英・長・角/良

土師質土器足釜BI 小面ナデ指圧
h面十デ

/h面■OYR5/31こ ふし`貢脅
1～ 3mm英・長・角・雲/良

土師質上器足釜8Π 4
4薗すテ宿l■
対面ナデ 疼・長/良 来付着顕著

土師質上器足釜BⅢ 芍面ナデ
外薗 :イ 5YR6/4にか いに
Å面:    ″ 1～2mm英・長・雲/良

土師質土器足釜BⅣ 5
日縁ナデ楯圧
勺面ナデ

71・面 :7 5YR6/4にぶ い笹
丙面     〃 ～lmm英・長・角/良 体内面接合痕跡

rF 上師質土器足釜BE 41
ホ面ナデ指圧
角面十 T~

牛面■OYR5/31こ ふい貢簡 ～lmm英・長/良 外面鍔接合痕

′猛心 L師質土器足釜BⅣ 51
朴面ハケナテ 福 l■

角簡ナ デ

牛向 :10YR7/31こ ふ い貢橙
面ヽ:    ″ ～lmm英・長・雲・角/良

′′θ 七師質土器足釜BI 6 Å面ナデ
牛画:lυ YR4/Z灰東衛
角面:10VR5/31こ ぶい黄褐

lmm英 ,長・雲・角/良 慕付着顕著

F〃 土師質土器足金BⅡ 5
琳面ナデ指圧 卜面:10YR6/に ふい貢橙 ヤ34H英 。長/良

土師質土器足釜BⅡ
牛面f5YR5/31こふい伯
A面:    ″ lmm英・長・雲・角/良

′22 土師質土器足釜BШ
Ⅲ向ナテ
対面ハケ 対面:7 5YR6/4にぶい椿

Imm英 。長/良

ノタと土師質上器足釜BⅡ
Ⅲ画ヂナ蒲 l■

角面ナテ
°

牛面i5YR6/6橙
面ヽ 氏VPVRItg

ヤ2mm英 '長/良 岬離脱痕あり

/ラ考 土師質土器足釜BⅣ
ホ面ナデ据圧
対面 十テ

°
4・面:7 5YR6/41こ心い笹 ～2mm英・長/良 田部残存

/麦 土師質土器足塁BⅣ
7r面 ナデ
角面ナデ

～1 5mm英。長・雲・角/良 外面煤付着

/芝k 土師質土器足釜8Ⅱ
牛面:5YR6/41こ ぶい橙
角面 :5YR6/6椿

～1 5mm夫・長・雲・角/良

′クテ土師質土器足釜BⅣ 4
4・面ナデ
角誘 十 デ

牛面・7 5YR5/3に ぶい褐 ～1 5mm英 '長・角/良 休外面指圧

r凌 土師器電 37 111
卜面ハケナデ括圧
面ヽサデ

■面:illYR5/2灰 貢褐
英。長・角・雲/良

′ク9 土師質土器脚 片デ ～0 5mm英・長/良

′J0 土師質土器鍋CI 6
卜向ハ タす ア 宿庄 卜白 :5YR7/31こ か い笹 〕5mm英 。長・角/良

上師質土器鍋CI 7
Ⅲ向ハグアア宿圧
芍悪 十 ギ

朴画 :rう YR3/翻 K脩
角面 :10YR6/2灰 黄褐

ψlmm英・長・雲・角/良

′3と 土師質土器鍋CЦ
Ⅲ面ハクナデ
舟面ハケナデ

朴面:5YR5/31こ ぶい赤禍 lmm英・長・角/良

/3t 土師質土器脚部片 ナデ指圧
外面■OYR7/31こ ふい貢健

1～2mm英・長・角/良

″も比 土師質土器小皿8Ⅲ -4 7 5 1
小面ナデ
丙面十ギ

牛面:7 5YR7/4`こ 本い笹
～lmm英。長/良

′′う土師質土器足釜AE 21
小面ナデ
丙前十ギ

4面■OYR5/賄灰 ～lmm英 '長・雲/良

rjゎ と師質土器足釜BI 8
琳面ハケナテ
Å面十ヂ 汽誘    〃 ～0 5mm英・長/良 即部接合痕

上師質土器足釜BI
琳面ナデ悟圧
Å面十デ

十面■OYR7/3に示い黄橙
lHld英・長/良 口縁端ハケロ

/jb 土師質土器足釜BI 3
牛面 :5YR7/4に 心い橙

に5～ lmm英・長/良

′′子土師質土器足釜BⅡ
小面すデ僑圧
氏誦十デ

面

面

外
対
7 5YR6/41こ 本い禍 1 5mm英・長・雲・角/良

ザrFL 土師質土器足雀B皿 4
牛面ナデ括圧

勺面ナデ

面

面

5YR6/4にぶい橙
～lmm英・長・雲/良

土師質土器鍋CI 8
↑「 Iアア偏 l■
勺面ナデハケ

牛面:10YR5/3に ぶい貢悟
芍面 :10YR6/3に ぶい黄構

～lmm英。長・雲・角/良 木面媒付若

/ね宅 上師質上器鍋AI 2
朴面ハケナデ

角而ハケ

牛面i10YR8/3浅 黄橙
面ヽ:   〃 ～lmm英 ,長/良 口縁端面ハケ

r■ 上師質上器鍋r、 H 2
′
卜画すア

而ヽナデハケ
面

雨

10YR4/1褐灰
7お′R5/Rに ぶい協

～ lmm英・長・雲・角/良 外面供
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配 器 種
法 量

調 整 色 調 胎 土 備 考
日 径 底 径 器 高

土師質土器足釜BⅡ
Ⅲ由ハケすテ
面ヽハ/r十デ

外国 :10YRb/Z火 東伯
対面 :   "

～lШ英・長/良

′■ 土師質土器足釜AⅡ
7r血 :10YR8/3概東種

～lmm長・角/良

/4 土師質土器鍋CI
7r回アア拒 l■

丸面ハケ

卜面:7 5YR7/44こ ふい種 ～lmm英。長・角/良

土師質土器鍋CI 4
牛面ハ ケ指圧
対面 ハオ十 ギ

牛面:10YR6/3に奉い貢橙
角百:10YR7/31こ ぶい黄橙

～lmm英・長・雲・角/良

ど殺 備羽口 長51 nB6 厚2( 型抜き/ナデ
面

十

25Y7/2灰貢
5Y5/4にぶい未褐

‐5D IIl英・長/良

F4 土師質土器小皿BⅢ 4
朴向ナ テ

角面ナデ
■面マ5YR73にぶい橙
角面 7嘱 VPR/な舜 善 僣

lIE英。長/良 ミ面ヘラ切

′か, 土師質土器小皿BⅢ -5 7
牛向ナア
面ヽ十デ

朴由おYRU/4次 礎
角面 :  ″

～inm英・長/良

′,′ 土師質土器鉢 110 6
卜面すテ
代面ナデ

牛面イ5YR8/2灰 自
面ヽ:7島VRA/1灰 白

～05mm英。長/良 野村Ⅱと同形

/b逆 買恵器杯 8 3
■面すア
面ヽ十デ

卜向 :5Y7/1火 日
面ヽ:  ′′ 密/良 十瓶山窯跡群

/bに 土師質土器足釜BШ
■面すア
角面す デ

牛薗 :7 5YR6/3(こ 本 し`衛
Ad誦 7氏 VpA′ ▲1=式し、繕 lDu l英・長/良 口縁端外面爪圧痕

′Sh 土師質土器鍋CD A面ハケナデ
Ⅲ向:7 5YR6/3灰 伯
角雨 lnVP7/,ι

「
葉い 曽 搭

彰2mm英・長・雲・角/良

′況 斃学 5

どうb 上師質土器鍋A皿 8
朴面ナデ悟圧

角面ナデ指庄

牛面 ■OYR6/2灰 貢褐 ～2mm英 ,長・雲・角/良

′5' 上師質土器鍋AI I

/r向アア
丙面ハケ十デ

ホ面:5YR6/3に ふい種 ～2mm英・長/良

/5, 土師質土器鍋AD 7
Å面ハ″

7r面 :7 5YR6/31こ ふい襴 ～lmm英・長・雲/良

′わ形 土師質土器鍋CI
牛面ナデ
代面十デハケ

7「向■OYlく4/1倫

"(z大 蒜 inVp7/9を
「
式い 詰 悟

～3mm英・長・雲/良

/七老 土師質上器鍋BI
Ⅲ薗すテ福庄
片面サデ

十HIZ bY3/1黒 櫛
角面ワ 5Y4/1黄灰

～lmm英・長・角/良 朴面煤残存

イθア土師質土器鍋BⅡ
牛面ナデ指圧
有面ナデ

小面7 5YR6/4に本い橙 ～lldal英・長/良 本部外面煤

′良 土師質土器足釜AI 5
4面ナデハケ
為面 十亨 ハケ 対面     ″

lmm長・角/良

ra 土師質土器足釜AE 21
ホ面ハケナデ
角面ハ″

7r薗 イ 5YRS/4茂 東種
A面 :7島 YR6/4に ぶい棒

～lmm英・長・雲/良 本部外面媒残存

′∂4 上師質土器足釜AB
卜面ハケナテ
面ヽハケ

4・面■OYR3/Z″κ日
面ヽ!10YR8/1灰 白

～lHd英・長/良

′δ」土師質土器足釜AⅡ
卜面■OYR8/3浅 貢覆
言ヽ 1∩VPR/,産 白

～lmm長・角/良 本部外面媒

′う∂土師質土器足釜AⅡ
■面ナデハケ
簡ヽ十デハル

-0 5mm英。長・角/良

rゎ彰 土師質土器足釜BⅢ
Ⅲ面すデ悟圧
対面十デ

Ⅲ薗:7 5YR7/4イこ本セ`蔭
村面7 5VR7/4に ぶい椿

‐lmm英・長・雲/良 内外面媒付着

′2 土師質土器足釜BI 41
朴薗ナテ福 l■
斉面ハケナデ

4向 :う Y It r/31こ かヤ`健
A面 5Vや A/負

「

葉い搭
W2mm英 '長 /良 日縁端ハケ

′と匙 土師質土器足釜Bコ 4
7「薗ハグアァ
Å面ハケナデ

ホ面▼5YR7/4にふい笹 ～lmm英・長・角/良

r7b 上師質土器足釜BI 4
口縁外面ナデ 面

市

朴

梵

10YR7/3に心い東笹 ～lmm英・長・角/良 本外ナデ指圧内ハケ

′7■ と師質土器杯DⅡ 8
琳面ナア
Å面サデ

回

雨

今
Å 10YR7/2にぶい黄橙

密/良 喪部ヘラ切/板目

イル 土師質土器鍋CⅡ 36Z
4・画偶l■
持面ナデ

■面:7 5YR7/31こ ぶい種
面ヽ    〃 ～ lE E英・長/良 体外下半媒付着

′え 上師質土器足金BⅢ 232
面

面
ケヽナテ悟圧 牛面ヤ5YR5/2灰襴 ～lmm英・長・角/良 米底面 H厠き

′角 土師質土器鍋CE 卜面ハケナデ指圧
A面十ヂ 持需:ll¥解チユ|こ雲士彊縁     |～ lmm英

。長・雲・角/良

′え 土師質土器杯EⅢ 3 11 華耗・不明
7r面 :7 5YR8/4浅 貢橙
Å面 1∩VP7/'「 葉い 譜 搭 lmm英 。長/良 長部 板 目

土ET質土器鍋AI 面ヽハケサヂ
牛面:7 5YR6/41こ ふい橙
面ヽ 7氏 VP7/41,ズ い膳

lmm英・長・角/良

ど7, 賓恵器壷
牛面ナデ

角面ナデ指庄

卜面 :10YR7/4に ぶい貢種 lmm英・長・角/良 外面還元黒斑

′あ 頁恵器碗
牛面ナブ
氏面十デ

Ⅲ面:25Y7/1灰 日
面ヽ:    〃 /良

口端炭素

′ん 土師質土器鍋AⅣ H/0,
ヨ縁外面ナデ
A面+7~

画

面

10YR4/2東伯
らVRS/41こぶい棒

ψlmm英 。長/良 麻外ハケ指圧内ナデ

アbセ 土師質土器足釜BⅢ
/h面ハケケテ
角面ハケすサ

7「面:7 5YR6/3,こ ふい御
角面,らYR7/31こぶい棒

▼0 5mm英・長/良

土師質土器鍋AI 1

朴由すテハク

Å雨ナデハケ
朴面■OYR6/2に ぶい黄便 ～llla英・長/良 勺面に媒顕著

r』レ上師質土器足釜Al
4向ハケ宿庄
Å面ハケ

タト面:10YR8/4浅黄橙
六誘 コnVp7/負tr黛ぃ 浩幣

～2mm英・長/良

′∂b 上師質土器足金BⅡ
Ⅲ薗ハケナテ編 l■
氏m‐ハケ指庁

面

面

10YR3/2つて自
10YR8/3浅黄構

～2mm英・長・角/良

′∂イ土師質土器足釜BⅣ 4

7h薗ナテ偏l■ハグ 面

面

10YR7/2にぶい貢橙
10VR7/3にぶい黄橙

～3mm英・長・角/良

′】5 土師質土器鍋Cコ Å市ナデハケ
4面 :10YR6/3に ぶい貢橙
丸請コ∩Vp7/Rl「 気い 苦幣

lmm英・長・角/良

′わ確 土師質土器足釜BI Å市ハケナデ
4面うYR7/4に本い橙 ～lIId英 ,長 /良 鰐下爪形工程明陳

土師質土器杯シDⅡ 5
十向ナテほ郡´ヽフリJ

ヽ面ナデ
卜面:5YR7/Sに ぶい橙 ～lmm英・長/良

Fdb 上FT質 土器杯DⅡ -6 9 3
牛血ナテ
h面ナデ

牛面:7 5YR3/2灰 日
重/良

/89 上耐「質上器杯DⅡ 7
小血ナア
れ而十デ

Ⅲ面■OYR8/4浅 天笠
斉市 I∩vP,/RⅢ べいき藩

VImm英 '長・雲・角/良 (面ヘラrJ」

ノθθ須志暴杯 3
外面ナデ

内面ナデ

小直1:8/＼ ツく日

Å面 R八庶 白
1～ 2mm央・長/良

±1下賓上器杯Dl-8 3
小面ナデ
丙面十ギ

朴EI12 5ヽ 5/夕 I丘灰穴
対而    " ～lmm英・長・芸・/良
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配 器 種
法 量

調 整 色 調
ム
ロ 土 備 考

口 径 底 径 器 高

′α 土師質土器杯DⅡ -7 2
4回アア
角面ナデ

■面 ■OYR6/2灰 貢禍
対面 ■OYR5/2灰 首褐

lmm英 ,長・雲・角/良

′α 土師質土器杯DⅡ -8' 2
卜国ア ア

面ヽナデ
牛面 ■OYR7/31こぶい貢橙

～lmm英・長・雲・角/良

′ラ考サヌカイト刃器 T製
弐化面 :ヽ 5/灰
市断蕊 Rヽ/膳灰 打製石斧/石鍬 1056g 亀文晩期?

イ9J 上師質土器足径BⅣ
牛薗ナア福庄
ヽ面すデ指序 内 面 :  〃 lmm英・長・雲・角/良

′% 上師質土器鍋CⅡ 面ヽハケ十亨
4・顧巨:10YR5/1や3灰 lmm英 ,長・雲・/良

土師質土器 7 ナデ指圧捻り
卜面:lllYR5/3に ふい貢橙 ～0 5mm英 。長・角/良 接地端面存

/ぢЪ 黒色土器椀
小面ナデ福圧

角面ナデ

卜画 うしYZ/1イ ツ~ン 黒
IH面     " ～ldud石英・長石/良

ノちЪ 土師質土器播鉢
小面ナデ福圧

勺面ナデ

卜面7 5YR6/41こ ふい橙
～2H u英 。長・角/良 条溝 6

夕α 錯摩 1

″0= 青磁碗 1351
卜向覇運弁
対面十デ HL動

台土 :10Y7/1灰日
密/良好 言泉 窯 糸

夕2 青白磁鉢 94+ 卜薗すア高台脇・稜
Å面ナデ

盗/良好 蔚台内施釉

夕α 休生土器甕 5(
角辞霜苫‖り

牛向:25Y5/3寅禍
ヽ面:25V2/1里

▼3mm英・長・角/良 下)I ttB類 ?

夕″ 麟 片

夕泥 /ti生土器甕 4 3
/m婿 れ
六簡 薦 影 .普‖め,

ホ面12 5YR5/31こ ぷい赤褐
ん面 ク氏V4/1着貶 ～3mm英・長・角 ,雲/良

夕α 須恵器碗
ホ面ナデ ホ面ぶ8/灰 自

A簡   " 蜜/良
ヨ端灰素
十術 III空麻荘

20, 土師質土器脚 ナ デ
Ⅲ面:7 5YR5/4そこふV｀需

1～4mm英・長/良

夕% 上師質土器小皿B皿 -4
7「曲ナテ/底ヘフ切
Å面ナデ 対面7 5VRR/3造苦搭

～lII石英。長石/良

クθし と師質上器小皿B皿 -5 卜向ケテ/底ヘフ切
面ヽすデ

朴面 10:YR7/3そこか い東健
斎市 ■∩VP7/Rι =武ぃ筈 簿

～lmm石英・長石/良

夕′し と師質土器小皿BШ -3 7 1
牛面ナデ/底ヘラ切
付面ナデ

4向 :ユυYRU/3凝東健
六面     ″

～lI I石英・長石/良

_27′ と師質土器小皿B皿 -3 7
■面ナデ/底ヘラ切
対面十 デ

面

面

ホ
角
10YR3/2灰 自 ～lmm石 英。長石/良

2■2 上師質土器小皿B皿 -3 7 5
■面ナテ
角面ナデ

琳面■OYR3/2灰 日
～lmm石英・長石/良

ク′′土師質土器小皿BⅢ -4 1
朴画ナ テ

A面ナヂ
～lmm石英。長石/良

買恵器碗 2
小面ナデ

勺面ナデ
ⅢEl:Zう Yr/Z灰東
面ヽ    ′′ ～llem石英・長石/良

ヨ端炭素
十薦 1空昧羅

タフj 買恵器碗
ホ面ナデ
対面 十デ

牛面:N7/灰 自
h面 7 5VA/1′″白

～lmm石英・長石/良
ヨ端灰素
卜藉山空詠Hi

夕′と 須怠器碗
ホ画ナテ

対面ナ デ

朴向 :5Y8/1灰 日
対面 ヽ R/康 白

～1皿m石英・長石/良
回端灰系
卜版山奎蘇群

土師質土器鍋AI 5
丙面 ハ ル 十 ギ

朴曲■OYR5/Z火 東伯
対面:7 5YR5/21音 灰 黄

～2硼英・長/良 口縁端ハケロ

ど,7と 土師質土器鍋Al 十面ナデハケ
面ヽハケ

ホ面:7 5YR5/3にぶい褐
～lmm英。長・雲・角/良 外面燥痕跡

夕」と 土師質土器鍋AI 2
面ヽハケ

外面:10YR3/3浅 夷橙
内面7 5YPR/4避 苦縛

lmm英・長・角/良

夕Z 上師質土器鍋AI 4
Ⅲ向ハケ

面ヽ:10YR6/4に ぶいき搭 英・長含む 木面煤付着

22′ 土師質土器鍋AⅡ
牛面ナデ

付面ナデ

Ⅲ面:10YR6/31こ ぶい黄橙
ヽ面 inVPA/41「 葉い警構

～inm英・長・雲・角/良

塚2 土師質土器鍋AⅡ
卜面■OVR8/2灰 日 -lmm英 。長・角/良

223 土師質土器鍋AⅡ
朴面ナ テ

対面十 デ
ヤ2nm英 ,長/良

224 土師質土器鍋AⅡ 3 Å面サデハケ
ウlmm英。長・雲・角/良

225 土師質土器鍋A皿 2
朴面ナデ

有面ナデ
朴曲:Z bYr/Z灰東
角面 :10YR5/2灰 黄褐

ψ2mm英・長・雲/良 口縁端丸めて内IH

′% 土師質土器鍋Cm 8(
本画ア ア偏庄

対面十 ギハル
牛面 :10YR7/3に ぶい貢橙

lRla石英・長石/良 窃積接合痕2線

クテ′土師質土器鍋AⅣ 427 3
角面ハ ケ

小面■OYR4/1褐灰 ～lmm英・長・角/良

ク愛 土師質土器鍋AIV
外白ナ アハケ 小面 :10YR6/2灰 貞伯

英・長/良

夕嬰 土師質土器杯DⅡ -6
牛向ナ テ

面ヽナデ
白

市

朴

角

10YR8/2〃(日
～lmm石英。長石/良 甍面ヘラ切・板 目

夕祝 土師質上器鍋AⅣ
Ⅲ面ナテ
村面ナデ

7卜 曲 :7 5YIく 0/41こ 策iい俺
角蒜 :lovR6/4に ぶ い 苦 悟

～lmm英 ,長・雲・角/良 日縁端媒残存

ク♂′上師質土器鍋BI 十画すア

而ヽナデ
卜lHi7 5YR6/41こ ふ い橙
Fヽ言:      ′′ ～2mm英・長・雲/良

夕影 と師質土器鍋B皿 5
卜面:2 5YR6/6橙
面ヽ:5VR7/6縛

～lmm英・長・雲/良

233 上師質上器鍋BI 恥薗ゲア

式面ナデ
牛向■9YR3/1黒 TCl

～2mm英 。長/良

234 土師質土器足釜AI 朴面ナ アハケ宿 ,上 朴白f5YR8/4演東笹
A而:    " ～lmm長石・角閃石/良 休外面媒痕

ワ′σ上師質土器足釜AⅡ 5
ヨ稼 外 向ナテ

面ヽナヂ
小向 :7 5YR7/41こ 本 い笹
対面 :    "

～2mm長・角/良 本外ハケ内ナデ指圧

22 土師質土器足釜AI 25( 8
外向 :10YR3/Z〃く日

やや蜜/良 外底口p14.内 接合痕

夕′′土師質土器足釜AΠ 3
牛向信 l■
ヽ而指序ハケ

牛血:10YR5/3に 奉い東0 ～ hnm石 英。長石/良

′炭 土師質上器足釜AⅡ
7卜面ナデ転 l■

勺面ナデ指圧

卜面:7 5YR6/41こ ふい笹
lmm長 石・角閃石/良

ク農 上師箪土器足釜BI 十面ナデ指圧

勺面ナデハケ

′卜面:T5YR7/11こ ふい笹
勺面:7 5YR8/1濃 祷構

～lmm英 ,長・角/良
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配 器 種
法 量

調 整 色 調
ム
ロ 土 備 考

日 径 I 径 器 高

24θ と師質土器足釜BE 5
■面ハク緒l■

付面ナデ

卜面ヤ 5YRT/41こ ぶい橙 ～0 5mm英・長/良 牛面媒固着

247 上師質土器足金Bl 4
トロアアtHlt
付面ハケナデ

7「薗 :5YК 6/6種
角面   ″

lmm英・長・雲/良

え 土師質土器足釜BI 4
Ⅲ向アア殖l■
A面ナデハケ

■面:10YR6/41こ ふV凍種 ～lmm英 '長・角/良 日縁端ハケロ

ク■ 土師質土器足釜BI 4
Ⅲ薗ハタすア硝に Ⅲ面・7.5YR6/6笹

村面:lllYR6/41こ ぷい黄橙
～lmm英。長・雲・角/良 日縁端ハケロ

244 ヒ師質土器足釜BI
朴菌ハクナテ宿 l■ Ⅲ面イ 5YR7/3にかい笹

角面:7 5YR7/41こ ぶ�`橙
～lmm英・長・角/良 牛煤鍔下条線刻

閉 3 上師質土器足釜BI 4
琳面ナデ
角市十デ

4面 :10YRT/3に ふい東笹
角面:10YR8/2反 自

▼lmm英・長・雲/良

閉 6 土師質土器足釜B皿 3
/1・面ナア福 l■
肉面ハケ

7「向:γ bYК r/Z明 御灰 や0 5mm英・長/良

塚7′ 土師質土器足釜BⅢ 4
馬面ハル

炸面 :2 5YR5/4に ぶ い赤 絡
Å喜■9馬 vPAノ A口鳳柔瘤虜

～lH al石 英・長石/良 日縁端内捲き

塚犯 土師質土器足釜BⅡ 200 5
/1画ハ グ ア ア 傾 lIL ■面イ5YR6/3にホい褐 ～lan石 英・長石/良

′4 土師質土器足釜BⅡ
牛面ハケナデ福l■
A面十亨

Ⅲ薗:Z bYКも/6TE
為雨 16vw/,1=葉 い 善 繕 ～lmm英・長・角/良

クあι上師質土器足釜BI
卜面すデ 朴面 :10YR6/3に ぷ い貢橙

Att invoA/ク 匠 善協
～lmm英 `長・角/良

23■ 土師質土器足釜BIV 3
7r向 :10YКも/Z》 (日
Å裔 lnVp7わ

「

葉いき搭
IIll石 英・長石/良

ク良 土師質土器足令BⅡ
4
よ熱る面ハケ

面

面

7 5YR7/41こ ふい笹 ～lduu石英・長石/良

ク尻 土師質上器足釜BШ 31
卜面ナデ指圧
面ヽナデ指圧

小面
'5YR6/31こ

小い禍 ～lmm英・長・角/良

塚品 土師質土器足釜BⅣ
卜血ハクアア硝 l■
角市十ギ

牛面 :10YR4/2炊 貢桐 ～2mm英・長・角/良 膵外面煤付着

クテう L師器甕 審耗
朴面 :7 5YR5/3にかい徊
対面 !7 5VR6/3に ぶい褐

2mm石英。長石/良 十中世

ク完 土師質土器鍋CI
7r面ナデ括圧
肉面十デ指序

朴向 :7 5YRO/31こ 心 い伯 ▼2mm英・長・雲/良 外面媒付着

257 土師質土器鍋C]
卜面ハクナデ捕 l■ 7「向■OYКb/Z隊票徊

内面:10YR7/3に ぶい黄橙
lmm英 。長・雲・角/良 外面媒付着

塚廃 土師質土器鍋CI
■面ナデ指圧
面ヽナデ

■面▼5YR7/4に小い笹 1～2mm英・長/良

夕寓 土師質土器鍋CI 3
Ⅲ山ハグ硝l■
対面ナデハケ指圧 構付高台,十瓶山窯跡群 1～2mm英・長 '角・雲/良

夕a 土師質土器鍋CⅡ
7r回ァァ箱l■
米面十デハケ

ホ面:10YR8/3浅 貢橙
対面■OVR8/2灰 白

～lmm長・角/良 牛面煤付着

26■ 土師質土器鍋CⅡ 24て (面ナデハケ
肝向■υYNb/Z灰東伯
角面ヤ 5YR6/31こぶい褐

～ lIIIIl石 英・長石/良

形 土師質土器鍋CE
卜白ハ タすア 蒲 l■ 牛面■OYR7/3にかい束使 ～2mm英・長・角/良 口縁端外面捲込み

埼 3 土師質土器脚 ナデ指圧
■面:7 5YR7/31こかヤ`種
併面:256Y5/1オ リープ灰

)5mm英・長/良

′θ室土師質土器脚 ナデ指圧
朴薗 :75Y黒0/6健
断面 7氏 VPA/41「 父 い 繕

光5～ 1 5mm英・長・角/良

夕況 土師質土器脚 ナデ指圧
ホ面:10YR5/3に ぶい貢襴 光5 2mm英 '長・角・雲/良

夕δb 上師質土器脚 ナデ指圧ねり
ホ面25Y7/3浅 黄
tF面 Vヽ4/1庶告

シlmm英・長・雲/良 要地端面存

夕∂フ 土師質土器脚 ナデ
Ⅲ薗:10YR7/Z,こ 奉い東健

訴面 :75Y6/1灰
‐0 5mm英・長/良    I接 地端面存

劾 土師質土器脚 オデ
■面:2 5YR6/6橙
断面:10YR7/1灰 白

～0 5mm英・長/良   I接地端面存

霧 土師質土器脚 ナデ指圧捻り
卜面おYR6/3に奉い種 ～0 5mm英・長/良    i接 地端面存

クえ 土師質土器脚 ナデ
外面f5YR72明 褐灰
断面 ,島VR6/SIBR

～0 5mm英・長/良    1接 地端面存

土師質土器脚 6 ナデ指圧ねり
卜面 ■9YR6/Z仄 東伯 lmm英・長・雲・角/良  I接地端面存

夕″ 賃恵器杯底部
卜面ナテ
面ヽナデ

■面ワ 5Y8/2灰自
村面:   "

～lH l石英。長石/良

ク宥 土師質土器碗AⅡ 9 瞥耗
/1・面 ?5YR7/6笹 i～2mm英・長/良   障撼同墓跡群

ク7“ 買忘器碗AⅡ -7 督耗
沐面 :5Y8/1灰 日
斉而    〃 やや粗/良

付高台

瓶 山空跡群

クえ 買恵器碗AⅡ 8
小面ナデ
内面ナデ

7r面 :25Y8/1火 日
本面:  ″ 書/良        障揺瓦墓跡辞

夕Яb 上師器杯
/卜 向 ア ア

大面十デ・指序煮
1面 :5YR7/4イこぶい憧
烏需 くVp?/4ぢ

「
鷲し 幣ヽ

やヾ密/艮

夕77 買恵器捏鉢 111
牛面悟F■
面ヽ十デ

牛面125Y71灰 自
角面:    〃

B/良 氣住片日

夕Z 買恵器捏鉢
面

而

ホ

角
5GY7/1明 オリーク灰
10Y6/1灰

やや粗/良

″え 須恵器捏鉢 4
小面ナア信探
Å面十デ脂格

外面 125Y7/1灰 自
Å而 !5Y7/1灰 邑

やや密/良 日縁端自然和

夕2 買恵器提瓶 欠 詈
所在不明

28■ 土師質土器杯EI-3
卜面ナデ
面ヽナデ

牛面 :7 5YR7/3に 本い芭
ヽ簡     ′′ B/良

282 興恵器杯D■ 2 12 4
牛向す テ lFk翻

`ヘ
フ切 ′卜面 ぶ 7/灰 日

杓馬i inVPS/1協 ′ア
4/良 十瓶 Iコ窯跡群

塚風 土師質土器小IIB皿 -4
小面ナデ/底ヘラ切
丙面十デ

面

面

朴

為
10YR7/3に r5・い束使 ～lmm石失・長石/良

夕2 上師質上器小皿BⅢ -3
/h面ナデ
角而十 デ

面

雨

４

内
10YR7/3にふい天笹
10VR8/3浅☆雑

と/良

285 上師質土器小皿Bロ ー2 】
/「面ナデ
Å面十デ

外面■OYR7/31こ ふい天種 ～lmm石 英 ,長 石/良

ヱ,b 上向F賓 :[:器 小皿Bnl-4
′卜面ナアほ甜

`ヘ

フ切

勺面ナデ

小面 :7 5VR3/3浅 災 tす 4/良

28フ を11まη子とにC5
′卜

“

Hア ア 4●十 Щ
'ご

角面ナデ

タト面:ヽ 7/灰日
密/良 焦住?
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配 器 種
法 量

調 整 色 調 胎 土 備 考
口 径 底 径 器 高

ち馳 買恵器捏鉢
外面ナデ

対面ナデ

卜四 湘 」/υ晴 灰

面ヽ:N7/0灰 白 雪/良好
口縁 端 目然 細
奮怒

ク駐 買恵器捏鉢 4
沐面ナデ

角面ナデ
卜面 :ヽ 5/灰
面ヽ:10Y6/1反

やや蜜/良
口縁端 目然釉

2完 瓦質甕
恥向ア ア

A面座娼
卜白 :ヽ6/然
面ヽ: 〃 彗/良 補井

29= 買恵器菱
7r向格子 H刊〕きすテ
対面十デ

中向:25Y6/1貢灰
面ヽ「lnVP7/1庶 白 蜜/良 亀山焼第二群

塚骸 豆質信鉢A皿
卜曲ナ ア

角面十 ギ FH簡  ″ 彗/良 補井

ク9j と師質土器播鉢A皿 5
卜面すデ括圧
対面十亨盗織

/r面 :10YR6/3に 奉い貢種
～2mm英 '長・雲・角/良

条涌早仁 3以上
描4

ク勁 と師質土器矯鉢AI 卜面ナデ
府面十デ基溝

件面25Y5/1貢灰
角面 lnVP勇ノ,庁善楊

ウlmm英・長・角/良
朱鷹単位 5
苗難

塚9う 土師質土器矯熟 Ⅳ 4
■面ナデ指圧
村面ナデ条溝

朴面 :10YR7/3に ホい貢橙
対面 ,ヽ v資 /負渉善

ヤlmm英。長・雲・角/良 条聴単位 3以上

南井

ク父 土師質上器鍋AI 牛面ナデ福圧ハケ

勺面ナデハケ

ホ面 :10YR6/3に示い貢橙
Å礎■ 7氏Vp7/41「 Жしヽ格

レlmm英・長・角/良 外面擦痕 口縁端ハケ

29サ 土師質土器鍋AI Ⅲロハグアア
ヽ面ハル十亨

ホ面 :10YR4/1褐灰
勺面■OYR7/3に ぶい黄播

3mm英・長・雲・角/良 外面煤附着

夕2 土師質土器鍋AE 年画 ア ア 偏 ltハ グ
面ヽ十ギハル

朴耐 7 5YR5/2灰1島
角羅言7氏 VPA/41「 式 しヽ簿 ～lHR石英・長石/良

ク男 土師質土器鍋AⅡ 430
9k面ハケ

卜面,7 5YR6/41こ ホい橙
～lmm英・長・角/良 本外指圧ハク内ナデ

′2 土師質土器鍋AI 日縁外面ハク
ぬ面ハケ

■面■OYR6/31こ示�頂橙
英・長・角/良 本内面ナデ

nk 土師質土器鍋AⅡ
外白ナテ
Å面ナデ

4面 :7 5YR6/41こふV｀健 ～lmm英・長・角/良 日縁端凹面

」2 上師質土器鍋AI 312
肉すデハケ ヽ面 :10VR7/Rに ぶい昔悟

～lmm石英・長石/良 小面煤残存

♂寛 上師質上器鍋CI
角面ハケ 府雨 mVP7/■ F式 し 者ヽ 怒 1～2mm英・長 '雲・角/良 本接合痕

′″ 土師質土器鍋AI 外面ハケ指圧 内面ハク
卜面 :10YR7/3に ぶい天橙
村面

～2mm英 。長・角/良

′完 土師質土器鍋AI 米面すデ
Å面十デ

牛面▼ 5VR5/31こふい褐
英・長・雲・角/良

′兜 と師質土器鍋CI
/h面ナデ
六面ハケ

■面:7 5YR6/41こふい使
芍面 :   ′, ～2mm英 。長・雲/良

,θレ土師質土器鍋AⅣ
7「 EHナテ
斉面ナデ

～lrpln英 '長・角/良

′π 土師質土器鍋AⅣ
口稼外画ハグ痛 l■

角面ハケ
Ⅲ向:10Ylくも/J'こみい東御

～
面:10YR8/強苦縛 英・長・雲・角/良 本外面ハケ内面ナデ

′,9 土師質土器鍋CI 朴面ナデ指圧
氏面ナデ

回

面

よりYヽ り/秋 東 衛 ～lmm英。長・雲・角/良

′′θ土師質土器鍋BI 326
/1・面ハ ケナ ア

角面 ナデ

画
面

1～2mm英・長/良

と師質土器鍋BI
7「向ナテ
角面ナデ

Ⅲ由:10YR5/31こ かい東俗
ヽ面

～lmm英・長・角/良

」アタ 土師質土器足釜C 280 4面ナデ指圧
勺面ナデ削り

Ⅲ向:Z bYU/Z灰 日
ヽ面    〃 ～lmm石英・長石/良

」/b 土師質土器足釜BI ホ面ハケすデ
角商ハ ケナ デ

～ lmm長・角/良

′/ツ 土師質土器足釜BⅡ
朴向ハケナテ
対面ナデ指序

lmm英・長・雲/良

′rb 土師質土器足釜A遍
朴EIハ ケすブ

勺面ナデ

7r向 :lυ YRイ /Zに手い 橙
悟 ～l anl石英・長石/良

土師質土器足釜BI 卜面ハケ指圧
斎面ハル十ギ

外面 :7 5YR6/6橙
1～2mm英・長・雲・角/良

土師質土器足釜BI 3
7「面ハクナデ 7r面 :10YR6/4に ない貢笹 lmm英。長・雲・角/良 口縁端ハケロ

土師質土器足釜BI 4
7「面ハクナテ
A面ナデ Å面7 5VR6/■こぶい結 l am石英。長石/良 日縁端ハケロ

土師質土器足金BI
I「向アア
角面ナデ

外Jttir bYR6/31こ ふいイ蜀
Å面:    〃 ～lmm長・角/良 号下部爪形顕著

J2r 土師質土器足釜BⅡ
小面ナデハク指圧 舛面 :7 5YR6/4に ぶ い橙

六誘                  ′′
～lmm英・長・角/良

ν ′ 土師質土器足金BⅡ 3
十面爪圧ナテ
米面十デ

外面 7 5YR7/4に ぶい笹
～lmm英。長・角/良 代形顕著

霧 土師質土器足金BⅡ 4
/「白ナテハケ指壮 ～2mm英・長/良 本外上部爪形

′2 土師質土器足釜BⅣ 4
Ⅲ山ナテ福 l■
対面ハケ

外由■OYR6/3にるい東種
Å面 :10VR7/3に ぶい苦繕

lmm英・長・角/良 本外面煤付着

∂ゑ 上師質土器足釜BI
7「薗ナテ
面ヽナデ

外向うYR6/4にかい橙
Å面ちVR6/6搭

～lmm英・長・角/良

′麦 土師質土器足金BⅡ 2
Ⅲ薗アア宿l■
Å面ナデ

外面f5YR6/6橙
Å而:7 5VRT/6搭

～2mm英・長/良

′麦 土師質土器足釜BAl 4
ヨ稼 外 曲ア ア 蒲 l■

対面ナデ
外曲
'3YRr/Z明

伯灰

Å面 7 5YR7/3に ぶい幣
～2mm英 長/良

′多 土師質土器足釜BⅣ 牛面ナデ指圧
A面ナデ

外面うYR6/6橙
内面おYR7/6搭

～2mm英・長/良

′段 土師質土器足釜
′卜画アア

勺而ハケ

7F曲 :「 わYКO/6笹
Å面イ5YR6/4にぶい搭

1～2mm英・長・角/良

′男 土師質土器鍋CI
角面ハケナデ

外面 7 5YR5/3に ふい褐
～lmm英・長・角/良

′Я 土師質土器鍋CI 十曲アアハケ宿 l■
丸而ハケ

7「画■OYК3/4技 衷位
六 言 inVP7/4「 ズ い 桜 悠 ～lmm石英・長石/良

33′ 土師質土器鍋CI
角面ハケナデ

外面・7 5YR3/3浅黄燈
～lmm英・長・角/良

♂2 土師質土器鍋Cu 4
朴向ナ ア扁 l■

h面ハケ ～lmm英・長・角/良
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健文土器小形深鉢 鰤+旧警景蜀雰色
琳薗 17 5YR6/31こ ふ い褐
大簡      ″ ,mm前後の石英地/良 よつめの木Ⅲa類



第V章 神高古墳群について

1.は じめに

高松平野の北西縁辺部,香川県高松市鬼無町山口から鬼無町佐藤にかけて所在する神高古墳群は,高松平

野において古墳時代後期を代表する古墳群である。今回報告した神高池北西古墳も, この古墳群に含まれる

ことから,神高池北西古墳を正確に評価するには古墳群の中での位置付けが不可欠である。本章では,神高

古墳群のうち調査が実施され内容が明らかになっている古墳を紹介することにより,古墳群の実態を明らか

にしたい。ただし,調査された古墳のうち平木 1号墳と4号墳は本市教委と香川県教委から報告書が刊行さ

れ内容が公表されているが,それ以外の古墳については未刊である。このため,調査を実施された香川大学

経済学部教授丹羽佑一氏の全面的な協力のもとに,山野塚古墳,古宮古墳,鬼無大塚古墳,平木 203号墳
については,詳細な報告を掲載することにより,検討可能なレベルに引き上げたい。

絡

黙

1神高池北西古墳

5平木 1号墳

9神高池西古墳

13神高池南西 2号墳

2山野塚古墳

6平木 2号墳

10こ め塚古墳

3古宮古墳

7平木 3号墳

11空家古墳

4鬼無大塚古墳

8平木 4号墳

12神高池南西 1号墳

第 21図 神高古墳群分布図 (縮尺 1/5,000)
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神高古墳群は,細分が可能で,古宮古墳を盟主とした古宮支群,平木 1～ 4号墳の平木支群,そ して山野

塚古墳と鬼無大塚古墳が単独で存在している (第 21図 )。 このため,古宮支群を神高池古墳群,平木支群を

平木古墳群と呼称する場合もある。また,古宮支群は古宮古墳,神高池北西古墳,神高池西古墳,こめ塚古

墳,空家古墳が知られている。地形で見ると,古宮支群は,幅約 250mを測る広い谷の入口近くに展開し,

現状は平地,旧地形は緩斜面と推定される。谷の入口には現在神高池が築造されており, この中に神高池北

西古墳が水没している。山野塚古墳も,同 じ谷間にあり,古宮古墳から約 320m奥に入った斜面に立地して

いる。平木支群は,古宮支群から北側の尾根(香川県立高松西高校)を超えた谷間の奥にあたる南向き斜面に

立地している。鬼無大塚古墳は,平木支群が所在する谷間の入□近くにあるが,谷北側の尾根から派生する

小さな尾根の稜線上に立地している。平木支群と鬼無大塚古墳とも,古宮古墳から約 300m離れており,平

本支群と鬼無大塚古墳との距離は約 360mである。

2.山野塚古墳

山野塚古墳は,古 くから横穴式石室が開日しており,昭和 63年に香川大学により学術調査が実施された。

東向きの斜面に立地し,石室は南方向に開□している。

【墳 丘】
墳丘は未調査であるが,円墳と推測される。

【石室構造】

全長 10。9m以上を測る両袖式の横穴式石室で,玄門がわずかに突出している(第 22図 )。 石室の主軸は,

磁北から約 21° 西に傾いている。石室の規模は,玄室長約 5.4m,玄室幅は奥壁側で 1,85m,中央・玄門側
で約 2.Omを測り,中央～玄門がほぼ同じ幅で,奥壁だけがやや細長くなる形を呈している。玄室の高さは

2.5～2.8mである。羨道は,玄門を含めた長さ5.5m以上,幅約 1.5m,高さは残存部分で約 1,9m,玄円部

分で約 1.7mを測る。

玄室の構築は,奥壁最下部に比較的大きな石を腰石として据え,その上に4段のせている。玄室の側壁も,

比較的大きな石を最下段に据え,左右側壁とも4石を腰石として使用している。また,左右側壁とも大小さ

まざまな石を腰石含めて 5段積んでおり,一部 7段に及ぶ箇所もある。奥壁近くでは,ゆ るい持ち送りが見

られるが,全体的に持ち送りはほとんど見られない。天丼石は, 4石で構成されている。

羨道は大部分が破壊されているが,左右側壁とも最下段に大きな石を腰石として据え,その上に3段ない

し4段に石を積んでいる。現状では,最下段には左側壁が 1石,右側壁が 3石残っている。なお,羨道の天

井石は, 1石しか残っていない。

玄門は,立柱として大きな石を最下段に据え,それより小さい石を 1段積んでいる。ただし,最下段の両

石は,明 らかに大きさが違う。天丼石は1石で,羨道天丼より下位に位置する。

床面は,後世の撹乱が著しいため,玄室奥壁側に約 10cm大の石が認められただけである。敷居石・排水

溝の存在は不明である。

【出土遺物】

出土遺物は,後世の撹乱のため残っていない。
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横穴式石室実測図 (縮尺 1/50,香川大学原図)
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第 22図 山野塚古墳



3。 古宮古墳

古宮古墳は,天丼石が露出した状態で古くから開口しており,昭和 59～ 60年に香川大学により学術調査

が実施された僣ナII大学1985・丹羽佑-1980。 西へ下る緩斜面に立地し,石室は南方向に開日しており,奥壁側の

天丼石が落下していた。香川大学の調査により,多数の須恵器・土師器・鉄釘とともに鉄地金銅張の馬具や

銅製の刀装具,そ して金環やガラス小玉といった装飾品が出土したことから,神高古墳群の中でも盟主的な

古墳として注目された。これを受けて,昭和63年に市史跡に指定されるとともに,本市教委による保存整備

工事が実施され,落下した天丼石は元に戻されて,石室内の見学を可能にしている。ただし,羨道の半分は

天丼石が傾いていて不安定な状態であることから,未調査で埋まったままである。次いで,平成13年には墳

丘盛上の流失を防ぐ擁壁設置工事を行い,事前の試掘調査を本市教委で実施している (高松市教育委員会2002)。

この時の調査では,断面観察により墓道と考えられる落込みや,ガ ラス玉・須恵器片が確認された。なお,

当古墳の名称については,古宮権現社古墳等が見られるが,市史跡指定の名称に従い古宮古墳に統一してい

る。

【墳 丘】
墳丘は未調査であるが,地割から推測して直径 30m近 くの円墳と考えられる。

【石室構造】

全長 9.6m以上を測る両袖式の横穴式石室である(第 23図 )。 平面図では判別しづらいが,最下部以外は玄

門がわずかに突出している。石室の主軸は,磁北から約 16° 西に傾いている。石室の規模は,玄室長約 5.9

m,玄室幅は約 2.Omを 測り,長方形を呈している。玄室の高さは,2.9～ 3.2mも あり非常に高いが,玄門
に近い天丼石はやや低くなっている。羨道は,玄門を含めて,長さ3.7m以上,幅 1.5～ 1.7mを測る。羨道

の高さは,羨道の天丼石が落下しており不明であるが,玄門部分では約 1,9mを測る。

玄室の構築は,奥壁に石材の中ではもっとも大きな石を腰石として据え,その上にほぼ同じ大きさの石を

もう1段のせている。玄室の側壁も,比較的大きな石を腰石として据え,左右側壁とも4石を並べている。

側壁は,大小さまざまな石を,腰石を含めて 4段ないし5段積んでいる。持ち送りは認められない。天丼石

は4石で構成されている。注目すべきは,玄門側の 1石が他の天丼石より低く廂の様相を呈しており,類例

が各地の盟主墳に見られるという碍羽佑-1980。

羨道は,開田部側の約半分が埋まったままである。見えている範囲では,左右側壁とも最下段に大きな石

を腰石として据え,その上に 3段に石を積んでいる。羨道の天丼石は,失われたものや落下しているものが

あり,詳細は不明である。
玄門は,立柱として大きな石を最下段に据え,それより小さい石を 1段積んでいる。天丼石は1石である。

床面には,長方形の敷居石を中央に置いているが,大きさは羨道幅より小さい。

床面は,玄室全面に約 20～ 40cm大の床石を敷いているが,羨道には認められない。

【出土遺物】

玄室および羨道から須恵器や土師器といった土器が多量に出土するとともに,玄室からは金銅装馬具や刀

装具などの金属製品,ガ ラス玉が多数出土しており,周辺の古墳と比べ被葬者の卓越性を示している。ただ

し,羨道入日付近は,前述のとおり未発掘であるため,今回報告する以外の遺物が将来出土する可能性があ

る。

第 24図は,玄室から出上した土器である。 1～ 3は須恵器杯蓋で,日径は10.3～ 12.Ocmと かなり小さく,

外面の回転ヘラケズリも器高の 1/4程度である。4は須恵器杯で,日径が■.8cmを測り,1～3の蓋より口径

が大きい。5・ 61ま須恵器台付椀で,どちらも箱形の杯部に短脚が付くが,5は 口縁部が内傾し,61ま 口縁部が

やや外傾する。7・ 8は短脚の須恵器無蓋高杯で,8の杯部には鋭い3条の突帯がめぐるほぼ完形のものである。

9・ 10は須恵器脚部で,おそらく壼の脚部と推定される。11・ 12は須恵器平瓶である。12の口縁部は体部と直

接接合しない。13は須恵器脚付広口壺だが,接合面で脚部が欠損している。日縁部から体部上半にかけて

波状文 4条がめぐる。14は須恵器脚付長頸壺で,頸部と体部中位に沈線と列点文がめぐる。15は大型の須

恵器有蓋高杯で,焼成時の自然釉によって蓋と杯部が完全に接着している完形品である。蓋頂部には摘みが
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つき,上半に沈線 4条がめぐる。杯部下半は回転ヘラケズリが認められる。脚部は長脚 2段透かしで,中位

に沈線 2条がめぐる。16は須恵器長頸壺の日頸部で,中位に沈線 2条がめぐる。17は土師器鉢で,日径

16.7cmを測る完形品である。須恵器を模倣したものと考えられる。18は土師器甕である。19は土師器台付直

日壷で,ハ の字形に開く脚部が付く。体部外面は刷毛調整である。20は角形の把手で,中央に穿孔が認め

られる。21～ 24は土師器高杯で,21以外は脚部のみ残存している。小さな杯部にハの字形の脚部が付く。

第 25・ 26図は,羨道から出土した土器である。25は須恵器杯蓋で,日径は10。 7cmと小さく,外面の回転ヘ

ラケズリも器高の 1/4程度である。26は須恵器杯で,日径が 9.8omを測り25の蓋と近似する。口縁部の立ち

上がりが非常に弱く形骸化している。27。 28は高台付の須恵器杯である。27は□径 16.6cm,器 高 6.9cmを測

り,径高指数 42である。29・ 30は須恵器脚付長頸壺で,と もに短脚が付く。29は頸体部境に突帯,体部中位
に沈線と列点文がめぐり,脚部の透かしは方形である。30は,29よ り小形で,頸部と体部中位に沈線がめぐり,

脚部の透かしは円形である。31は須恵器広口壼で,体部はやや肩の張った球形で,弓なりに曲がる頸部が

付き,日縁端部をわずかに内側に曲げる。体部の肩に沈線 2条がめぐり,体部下半には他の土器が焼成時に

密着していた痕跡が残る。32は高台付の須恵器長頸壺だが,頸部が欠損している。33は須恵器片口壼で,

強く張った肩に沈線 8条と列点文 2条がめぐり,外傾しながら直立した□縁部の一端を片口としている。体

部下半に格子目の叩き痕が残る。34は須恵器壺の底部で,高台が付く。35は須恵器壺の口縁部である。36・

37は須恵器長頸壺の口縁部と考えられ,沈線がめぐる。38は須恵器横瓶で,横に長い球形の体部に,外傾

しながら直立した口縁部がつく。体部内面には同心円文の当て具痕がのこるが,外面にあったと推測される

叩き痕は丁寧にナデ消されている。体部内面の一端に成形時に塞いだ円盤の接着痕が見られる。39は須恵

器甕の体部片で,外面に格子目の叩き痕が残る。40は須恵器甕で,本来第 28図に掲載すべき時期のもので

ある。長胴の体部から「く」の字形に屈曲した口縁部が付き,外面には平行の叩き痕が残る。41は土師器

蓋で,頂部に宝珠形の摘みが付くが,日縁部内面のかえりは見られない。須恵器を模倣したものと考えられ

る。42～45は土師器杯で,42・ 43は小形である。42は日径 12.4cm,器高約 2.5cmを測り,径高指数は約 20

である。内面に暗文が施されている。43は国径 12.2cm,器高 2.2cmを測り,径高指数 18である。44は口径

18.8cm,器高 4.6cmを測り,径高指数 24で ある。45は回径 17.6cm,器高 5.6cmを 測り,径高指数 32である。
44・ 45の内面に暗文が施されている。

第 27図は,玄室から出上した弥生土器または中世以降の上器である。46は弥生土器壼の底部である。47

～49は土師質土器皿で,底面は回転ヘラ切である。51は土師質土器の脚付皿だが,脚部を欠損している。

51・ 52は土師質土器の脚部で,近世以降のものと考えられる。53は瓦器椀の口縁部片で,内外面にヘラミ

ガキ調整が見られる。54は土師質土器片口こね鉢で,日縁端部に弱い沈線が 1条めぐり,体部外面には格

子目の叩き痕が残る。

第 28図は,羨道から出土した中世の上器である。55は瓦器皿で,内面にヘラミガキ調整が見られる。56

～65は土師質土器皿で,65以外の底面は回転ヘラ切である。66は土師質土器椀である。67は土師質土器の

脚部である。68は土師質土器の甕である。69は三足が付く釜で,底部外面に格子目の叩き痕が残る。

第29～ 31図は,玄室から出土した玉製品・金属製品である。 1～ 3は金環で,直径2.7～ 3.lcmを測る。 4

～31は ガラス小玉で,直径0.8～ 1.3cm,高 さ0.5～ 1.lcmを 測り,青灰色を保っているものから白色で風化著
しいものまで見られる。玄室中央付近からまとまって出土している。32～35は,銅製の鞘金具である。32033

には紐通しの孔が開いた突起が付くことから上部の破片で,34は下部の破片である。35は楕円形で,布状
の銅が被覆している。36は小刀の可能性がある鉄製品である。37は鉄刀だが,劣化著しい。38～ 40は馬具
の鞍金具で,鉄地金銅張の磯金具である。38の裏に40が鋲留めされていたものと考えられる。39は下半を

欠損している。38～ 40は破片であるため,全体像の復元が困難である。41・ 44は銅製品で,馬具の一種と考
えられるが,特定できない。42は馬具の雲珠で,中位に沈線が2条めぐる。43は馬具の留具と考えられる。
45046は馬具の餃具である。47～ 80は鉄釘で,47～57は頭部,58～ 68は中間,69～80は先端である。

第 32図 81～93は,羨道から出土した鉄釘である。第 33図 94～ 97は,出上位置不明の鉄釘である。98

は,墳丘表採おそらく石室廃土から出土した勾玉で,材質はヒスイの可能性がある。
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第 33図 古宮古墳出土玉製品・金属製品実測図 (出上位置不明,縮尺 1/2)

4.鬼無大塚古墳

鬼無大塚古墳は,古 くから横穴式石室が開口しており,昭和 62年に香川大学により学術調査が実施され
た。西へのびる尾根の稜線上に立地し,石室は南方向に開口している。
【墳 丘】
墳丘は未調査であるが,円墳と推測される。
【石室構造】

全長 9,4m以上を測る両袖式の横穴式石室であり,玄門が突出している(第 35図 )。 石室の主軸は,磁北か
ら約 20° 西に傾いている。石室の規模は,玄室長約 5,4m,玄室幅は奥壁側と玄門側で約 2.2m,中央で約
2.3mを測り,中央がわずかに膨らむ長方形を呈している。玄室の高さは 2.5～ 2.6mを測る。羨道は,玄門
を含めて長さ4.Omを測り,幅は玄門近くで約 1.8m,入口近くで約 2.Omを測り,ハの字形に開く。高さは,
天丼石が失われ不明である。玄門部分では,長さ0,8m,幅 1.4～ 1.5m,高 さ 1.8～ 1.9mを測る。
玄室の構築は,奥壁に石材の中ではもっとも大きな石を腰石として据え,その上に石を 2段のせている。
ただし,腰石の形が丸かったためか,隙ができる両肩に石を詰めている。玄室の側壁は,比較的大きな石を
最下段に腰石として据え,左右側壁とも4石を使用している。側壁は大小さまざまな石を腰石含めて 4段積
んでいるが,奥壁側で 3段,玄門側で 5段の箇所もある。これは,最下段において,比較的大きな石を奥壁
側に据え,それより小さい石を玄門側に据えたことに由来する。横断面を見た場合,ゆ るい持ち送りが見ら
れる。天丼石は, 3石で構成されている。
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羨道は,最下段の石しか残っておらず,左側壁に 2石,右側壁に3石のみが認められる。

玄門は,立柱として大きな石を最下段に据え,小振りの石を 1段積んでいる。天丼石は1石である。現状

では,床面の敷居石は認められない。

床面は,玄室全面に約 10～ 30cm大の床石が認められる。ただし,敷居石・排水溝については,後世の撹

乱によるためか不明である。

【出土遺物】

玄室および羨道から須恵器や土師器が一定量出土しているが,金属製品は少ない。主に玄室から遺物が出

土した。

第 36・ 37図は,玄室から出上した土器である。1～5は須恵器杯蓋で, 口径は 12.8～ 14.4cmと 小さく,外

面の回転ヘラケズリも器高の 1/4程度である。6～ 9は頂部に摘みが付く須恵器杯蓋で,回径は 14.3～ 17.1

cmを測り,口縁部内面のかえりは認められない。10～ 18は須恵器杯だが,14～ 18は有蓋高杯の可能性もあ

る。□径は 10.5～ 14.Ocmを 測り,杯蓋 1～ 5と組み合う可能性がある。10～ 13の底面は回転ヘラケズリで

ある。■ は玄室南東隅から出上している。19も須恵器杯で,日縁部内面にかえりをもつ杯蓋と組み合うも

のである。口径は■.6cmを測り,底面は未調整である。20～ 22も 須恵器杯で,22の底部には高台が付く。

23・ 24は須恵器皿である。25～ 27は須恵器無蓋高杯で,25・ 26は短脚だが,27の脚部は比較的長い。28は

有蓋高杯で,脚部を欠損している。29は須恵器高杯の脚部で,長脚 2段透かしのものである。30～ 33は須

恵器高杯の脚端部と考えられる破片である。34は須恵器脚付広口壷で,全体に歪みが著しい。頸部と体部
に沈線がめぐり,体部下半は回転ヘラケズリである。比較的長脚な脚部は,突帯が 3条めぐり, 6方向より

小さな円孔を穿っている。35は須恵器広口壼で,加飾が著しい。ゆがんだ口縁部には×印の刻みを,頸部
には縦方向の直線を,体部の肩には沈線 2条間に刻目をめぐらしている。器形は,やや肩の張った球形の体

部に,緩やかに弓なりに外傾する日頸部が付き,日縁部と頸部の境に突帯を設けている。体部外面に平行の

叩き痕とカキロが,同内面に同心円文の当て具痕が残っている。36も須恵器広口壺で,肩の張った球形の

体部に,外傾する短い口縁部が付く。体部の肩に沈線が 1条めぐる。体部外面上半にカキロ,体部下半に回

転ヘラケズリが見られる。37は須恵器壺の体部で,外面上位の沈線 2条間に刻目をめぐらしている。38039

は須恵器壷の脚部と想定される破片で,中位の折れ曲がった箇所に突帯が 1条めぐる。40も須恵器壺の脚

部だが,全体に丸みを帯びており,端部近くに貼付突帯を 1条めぐらしている。41は須恵器長頸壺の日頸

部の破片である。42は須恵器ハソウの口縁部と考えられる破片だが,壺脚部の可能性もある。43は須恵器

甕の口縁部片である。44・ 45は須恵器甕の体部片で,43は外面に格子目の叩き痕,内面に同心円文の当て具

痕が残るが,45の内面は丁寧にナデ消されている。46・ 47は土師器杯である。46は口径 18.Ocm,器高約 5,7

cmを測り,径高指数は約 32である。内面に暗文が 2段施されている。48は土師器小形壺で,球形の体部に

短い口縁部が直立して付く。外面に密なヘラミガキが見られる。

第 38図は,羨道から出土した土器である。49・ 50は須恵器高杯の脚部である。

第 39図は,玄室から出上した弥生土器または中世以降の上器である。51は須恵器椀で,西村系と推測さ

れる。52は黒色土器A類の椀である。53は瓦器皿で,内面に暗文が見られる。54は瓦器椀の底部である。

55は土師質土器椀であるが,断面四角のしっかりした高台を付けており,古代に属するものかもしれない。

56も土師質土器椀の底部である。57～ 59は土師質土器皿で,58の底面は回転ヘラ切,59の底面は回転糸切

である。60は土師器甕の回縁部である。61は弥生土器の底部である。

第 40図は,玄室から出土した金属製品である。62は馬具の雲珠で,直径 6.7cmを測る小形のものである。

鉄地金銅張で,頂部に付いていたと考えられる摘みも見られる。中央より下に釣がのびる。破損著しいが六

脚の脚部が付くと想定され,脚部の破片は幅 2.5cmを測り,中央に鋲が打たれている。63は馬具の留具で,

鉄地金銅張である。64～ 71は棒状だが,円形もしくは途中で屈曲している鉄製品で,鉄釘の可能性がある

が,餃具の可能性もある。72は ,途中にかえりをもつことから,鉄鏃の可能性がある。73・ 74は鉄釘と推測
される。75～ 77は鉄製品である。
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第 35図 鬼無大塚古墳
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0              5 cm

第 40図 鬼無大塚古境玄室出上金属製品実測図 (縮尺 1/2)

5。 平木 1号墳

平木 1～ 4号墳 (平木古墳群)は,南向きの斜面に立地している横穴式石室墳である。斜面下位の標高66

m付近に 1号墳があり, 1号墳の上手にあたる標高77m付近に2号墳が,さ らに上方に 3号墳が標高84m付

近に存在する。 4号墳は, 1号墳より北東方向の標高75m付近に存在していた。2・4号墳は墳丘を接する近

距離にあり,その他は少し離れた距離にある。 1～ 3号墳は古くから石室が開口しており,4号墳は石室基

底石しか残っていなかった。以下,個々の古墳ごとに報告する。

平木 1号墳は,昭和58年に横穴式石室内を香川大学により学術調査がなされた僣ナII大学1980。 この時には,

石室内に玄室奥で約50cln,入口で約30cmの上砂が堆積していたという。その後,宅地造成の計画がなされた
ことを受けて,平成元年に本市教委によって試掘調査を行った偏松市教委199①。試掘調査は,墳丘にトレン

チを設定して規模を解明するとともに,石室前の未調査部分を掘削した。その結果,確認された墳裾から直

径約19mの円墳と推定されるとともに,石室前から確認された羨道跡と墓道から全長11.lmの横穴式石室で

あることが判明した。また,須恵器e土師器。金環・鉄刀。鉄斧などの多彩な出土品とともに,県内では出土例
が少ない須恵質陶棺が出上し注目を集めた。このように, この古墳の重要性が明らかになり,古墳保存の要

７０
　
　
　
　
の
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四∪
一
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第 41図 平木 1～ 4号墳 地形測量図 (縮尺 1/300,香
'II大

学原図に高松市教委1990・香
'II県

教委2003を追加して改変)

垂
ｋ己

ヽ _と

―-73-



0           5m

第 42図 平木 1号境 境丘測量図 (縮尺 1/200,高松市教委 1990を修正)

望書が地元から提出され,宅地造成は中止となった。一方,古墳に隣接する香川県立高松西高等学校から新

体育館建設計画がなされ,平成 7年に香川県教委によって,再度の試掘調査が実施された(香川県教委 2003)。

その結果,平木 1号墳の周濠が確認され,周濠を含めた直径が約 22.5mの円墳であると修正された。これ

を受けて,古墳を現地保存することが確定し,平成 8年に保存整備工事が実施され,現在は施錠されている

が見学可能な状態となっている。

【墳 丘】
墳丘は,北側を除いて大きく削られ,石室の一部が露出している状態であった。トレンチ調査の結果,周

濠痕跡を確認しており,墳丘北側では幅約 1.8～ 1.9m,深 さ約 20cmを,墳丘南側の石室入口近くでは幅 2.3

m,深さ 70cmの規模を測る。この周濠痕跡から,直径約 20mの ほぼ正円を呈する円墳で,墳丘中心は石室
玄門部やや奥壁寄りに位置することが判明している。また,墳丘は厚さ 2～ 3 cmの細かな交互土層が観察さ

れており,版築技法により築造されている。

【石室構造】

全長約 11.lmを 測る両袖式の横穴式石室であり,玄門が強く突出している。石室の主軸は,磁北から約

15° 西に傾いている。石室の規模は,玄室長約 5,4m,玄室幅は奥壁側で約 1.6m,玄門側で約2.Omを測り,
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奥に進むに従い細長くなる台形

を呈している。玄室の高さは

2.1～ 2.4mで ある。羨道は,玄
門の突出を含めて,長さ 5。 lm,

幅 1,8m,高さは残存部分で 1.8

～1.9mを測る。玄門では,長
さ 0.6m, 幅 1.2m,高 さ 1.55

mを測る。第 42図の縦断面図
を見た場合,玄門と羨道中央に
おいて, 2つ の傾斜変換点があ

り,玄室奥と羨道先端では約 1
mの標高差が生じている。

玄室の構築は,奥壁に石材の

中ではもっとも大きな石を腰石

として据え,その上にもう1段
のせている。玄室の側壁は,比
較的大きな石を最下段に腰石と

して据え,左側壁は5石,右側
壁は4石を使用している。側壁

は大小さまざまな石を腰石含め

て 4段ないし5段積んでいるが,

一部 2段の箇所もある。横断面

を見た場合,上位でゆるい持ち

送りが見られる部分もある。石

と石の間には粘土による目張り

がなされている。天丼石は, 4

石で構成されるが,奥壁側の石
はほぼ隠れている。

羨道は,奥壁側 1石分を残し
て大部分が破壊されているが,

左右側壁とも最下段に大きな石

を腰石として据え,その上に 2

段に石を積んでいる。また,抜
き取り穴等より復元して,最下
段には左側壁が 5石,右側壁が
4石据えられていたと考えられ

る。なお,羨道の天丼石も, 1
石しか残っていない。
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第 43図 平木 1号墳 遺物出土状況図 (縮尺 1/80,高松市教委 1990)

玄門は,立柱として大きな石を最下段に据え,小振りの石を1段積んでいる。天丼石は1石で,羨道天丼よ

り下位に位置する。床面には,長方形の敷居石を置いているが,幅が足りなかったのか, もう1石足している。
床面は,玄室全面および羨道北半分に約 20～ 50cm大の床石を敷き,さ らに玄室奥壁側では約 10cm大の丸
石が床石上に敷かれていた。床石の下には,約 40～50cm大の蓋石をもつ排水溝が,玄室主軸上から敷居石
をおそらく潜り,羨道中央を西へ方位を振りながら縦断している。
また,羨道前面には,幅 2.2m,深さ約 20clllの墓道が検出されている。墓道は,石室主軸から約 45° 振っ

ており,南南西にのびている。これは,地形に左右されたものと考えられる。
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0            1o cm

第 45図 平木 1号墳出土遺物実測図① (縮尺 1/4′ 高松市教委 1990)
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第 46図 平木 1号境出土遺物実測図② (縮尺 1/4′ 高松市教委 1990)

【出土遺物】

平木 1号墳は,すでに報告書が刊行されているため, ここでは遺物実測図を再掲するにとどめ,観察表 。

遺物写真は省略した。また,遺物の出上位置は,玄室・羨道や墓道から出上した破片が接合して複雑なこと
から,玄室や羨道に分けないで遺物を掲載している。出上位置は,第 43図を参照されたい。
第45図は出土した上器である。 1～ 4は須恵器杯蓋で,日径は10.4～ 12.Ocmと小さく,外面の回転ヘラケ

■
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第 47図 平木 1号境出土金属製品実測図
(縮尺 1/2,高松市教委 1990)

ズリも器高の1/4程度しか施さない。 5は須

恵器杯で,日径は 10.Ocmと 小さく,外面の

回転ヘラケズリも器高の 1/4程度である。6

は須恵器壺の体部である。 7は須恵器平瓶で

ある。 8・ 9は須恵器脚付長頸壺の口縁部と

頸部である。10は須恵器台付壺の体部と脚部

の破片であり,同一個体と考えられるが接点

はない。11は須恵器甕の日縁部である。 12

は須恵器有蓋高杯の杯部である。13は珍し

い大型の須恵器提瓶で,ほぼ完形に復元でき

た個体である。日縁部外面には2条の凹線が

めぐり,退化していない把手が付く。体部の

調整は,外面に平行叩き後にカキロ,内面に

同心円文当て具痕を残している。14・ 15は

土師器杯である。16は土師器椀で,半球状
に器高の高い器形である。17は土師器甕で,

球形の体部に直立した口縁部が付く。日縁～

体部外面と口縁部内面に刷毛調整が残る。

第 46図は出上した須恵質陶棺の破片であ

る。18～ 23は,接点はないが,すべて同一

個体のものと考えられる。18・ 19は脚部 ,

20は底板,21は側壁,22・ 23も側壁だが上

一
―

②

乱

端の破片である。調整は,外面が格子目叩き後ナデ,内面が同心円文の当て具痕後ナデである。

第 47図は出土した金属製品である。24・ 25は金環であるが,それぞれ直径が違うことから,別の組み合

う個体が存在した可能性がある。24は玄室奥,25は玄室入□より出土している。26・ 27は鉄釘である。28

は鉄釘より細く鉄鏃の可能性があるが,断定できない。29は袋状鉄斧である。30は鉄刀で,刀と柄の間に

金属の板を巻き付け,柄には目釘が貫通している。
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6。 平木 2号墳

平木 2号墳は,昭和 58年に香川大学により学術調査が実施された僣)II大学1983・ 1980。 西へのびる尾根の

稜線上に立地し,石室は南方向に開口している。

【墳 丘】
墳丘は未調査であるが,円墳と推測される。

【石室構造】

全長 5.5m以上を測る両袖式の横穴式石室で,玄門が突出している。石室の主軸は,磁北から約■
°
西に

傾いている。石室の規模は,玄室長約 2.9m,玄室幅は奥壁側で約 1.2m,玄門側で約 1.4mを測り,細長い

台形を呈する。玄室の高さは 1.4～ 1.5mで ある。羨道は,長さ2.6m以上を測り,幅は玄門で約 1.Om,入口

で約 1.2mを測り,ハの字形に開く。

玄室の構築は,奥壁に石材の中ではもっとも大きな石を 2石上下に据えている。玄室の側壁は,やや大き

な石を最下段に腰石として据え,左右側壁とも4石を使用している。側壁上位では小振りの石を腰石含めて

5段ないし6段積んでいる。横断面を見た場合,奥壁側でゆるい持ち送りが見られるが,玄門側は不明であ

る。天丼石は, 3石で構成されている。

羨道は,最下段近くを残して大部分が破壊されているが,左側壁では2～ 3段まで石積が確認できる。最

下段には,左右側壁とも4石が残っているが,玄室最下段の石に比べ小さい。

床面は,玄室奥壁側に約 10～ 20cm大の床石が残っているだけであった。

【出土遺物】

須恵器と鉄釘が出上しているが,相対的に少ない。詳細な出上位置は不明である。

第 48図の須恵器が出上している。 1・ 2は須恵器台付長頸壺である。 2の頸部と体部に計 3条の凹線が

めぐり, さらに頸部と体部の境には突帯がめぐる。体部外面には格子目叩き痕が見られ,焼成時に付着した

他の上器片がある。 3は須恵器甕で,球形の体部に,短い口縁部が付く。体部の調整は,外面に平行叩き後
にカキロ,内面に同心円文当て具痕を残している。 4は須恵器平瓶である。これらのうち, 1・ 4は現物が

不明なため,実測図は現地説明会資料より抜粋した。また,ほかに須恵器杯蓋片と鉄釘が出上しているが,

現物は不明である。

0           10 cm

第 48図 平木 2号境出土遺物実測図 (縮尺 1/4,1と 4は香,II大学1983現説資料から抜粋)
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平木 2号墳 横穴式石室実測図 香川大学原図)第 49図
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7.平木 3号墳

平木 3号墳は,昭和59年に香川大学により学術調査が実施された暦ナII大学1980。 西へのびる尾根の稜線上

に立地し,石室は南方向に開□している。

【墳 丘】
墳丘は未調査であるが,円墳と推測される。

【石室構造】

全長 5.5m以上を測る両4由式の横穴式石室で,玄門が突出している。石室の主軸は,磁北から約 11° 西に

傾いている。石室の規模は,玄室長約 3.7m,玄室幅は奥壁側で約 1,4m,玄門側で約 1.7mを測り,細長い

台形を呈する。玄室の高さは 1.9～ 2.Omを 測る。羨道は,玄門を含めて長さ1.8m以上,幅は約 1.2mを測る。

玄室の構築は,奥壁に石材の中ではもっとも大きな石を腰石として据え,その上にもう1段のせている。

玄室の側壁は,比較的大きな石を最下段に腰石として据え,左側壁は5石,右側壁は3石を使用している。

側壁上位では大小さまざまな石を腰石含めて 5～ 7段積んでいる。横断面を見た場合,奥壁側でゆるい持ち

送りが見られる。天丼石は, 3石で構成される。

羨道は,大部分が破壊されており,左側壁で最下段の石が 1石,右側壁で 2段に1列 しか残っていない。

玄門は,立柱として大きな石を最下段に据え,左側壁では小振りの石を 1段積んでいる。天丼石は,残 っ

ていない。

床面は,後世の撹乱が著しく,床石は残っていなかった。

【出土遺物】

出土遺物は,後世の撹乱のためか残っていなかった。

8.平木 4号墳

平木 4号墳は,平成 8年の香川県立高松西高等学校新体育館建設工事中において発見された古墳である。

このため,香川県教育委員会によって緊急の発掘調査が実施された僣,II県教委20031。 以下の文章は,既刊の

報告書を元に記述を進め,一部追加・修正した。

【墳 丘】
墳丘盛土は削平を受けてほとんど消失していたが,北側半分は円弧を描く周濠が残っていた。また,南側

にも等高線の張り出しが認められることから,直径約 13mの円墳と推測されている。この古墳が北から南

に向かって傾斜する緩斜面に立地することから,周濠は全周するものではなく,南側に向かって浅くなり,

開口部に達するものと考えられている。

【石室構造】

全長 5.6m以上を測る片袖式の横穴式石室である。石室の規模は,玄室長約 3.6m,玄室幅は奥壁側で約 1.

2m,玄門側で約 1.6m,羨道長 2.Om以上,羨道幅約 0。 9mを測る。石室の主軸は,磁北から約 13～ 20° 西
に傾いている。石室は破壊が著しく,右側壁が 5石,左側壁が 3石の基底石のみが残っており,抜き取り穴

から右側壁に2石,左側壁の羨道部分に3石が少なくとも存在していたと推測されている。奥壁の基底石も

抜き取られていた。石材はほとんどが安山岩である。

【出土遺物】

第 52図の須恵器・土師器が出上しているが,相対的に少ない。 1は須恵器蓋で,石材抜取穴から出土し

ている。 2は須恵器杯身で,玄室右側壁付近から出上している。 3も須恵器杯身と考えられる破片である。

4は須恵器高杯で,玄室右側壁付近から出上している。 5は土師器蓋で,奥壁付近から出土しており,須恵

器を模倣したものであろう。 6・ 7は土師器甕である。他に図化されていないが,石室床面直上から鉄器片

が,周濠から須恵器甕の体部片や白磁の回縁部片が出上している。
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第 50図 平木 3号墳 横穴式石室実測図 (縮尺 1/50,香川大学原図)
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第 51図 平木 4号墳

3                  2m

横穴式石室実測図 (縮尺 1/50,香川県教委 2003を一部改変)
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第 52図 平木 4号境出土遺物実測図 (縮尺 1/4′ 香川県教委 2003を一部改変)
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9。 その他の古墳

本章では取り上げない未調査の古墳について,概況をここで報告しておく。

神高池西古墳は,横穴式石室の玄室が道路脇に倉庫として利用されており,石室下半は埋没している。玄

室の規模は,現状で全長約 5.6m,幅約 1,9mを測り,大 きな石材を用いて構築されており.神高古墳群中
でも規模の大きい部類に入る。南向きに石室が開口している。

こめ塚古墳は,露出した石室石材が崩れた横穴式石室である。規模は推定で,玄室長約 5,Om,同幅約

2.Om,羨道長約3.Om以上,同幅約1.6mを測る。大きな石材を用いて構築されており,神高池西古墳同様に

古墳群中でも規模の大きい部類に入る。南向きに石室が開口している。

空家古墳は,横穴式石室の石材と推定される石材が,民家の庭先に認められるだけである。神高池南西 1・

2号墳も,かつて畑の中に石材が散在していたことが知られるが,古墳かどうか判然としない。

10.神高古墳群の分類と変遷

以上,発掘調査を実施されながら,報告書未刊の古墳を中心に紹介してきた。ここでは,各古墳の石室構

造から分類と変遷を試みるとともに,出土遺物も含めて相対年代を割り出し,神高古墳群を造営した集団の

性格について言及したい。

【研究小史】

神高古墳群について触れた研究論文は散見できるが,大半の石室および遺物実測図等が公開されていなかっ

たため,どれも資料的に制約があった。

古墳群を発掘調査した丹羽佑一氏は,幾つかの論文を記されている。「笠居郷の古墳」僻羽佑-1980で は,

神高古墳群は,平木 1号墳と古宮古墳を主墳とする2つの大グループからなり,大グループは2～ 3つの小

グループから形成され,小グループは1～ 3基程度の古墳から形成されると論じられている。そして,大グ

ループは当時のムラ単位に相当し,小グループは同一血縁集団から構成されていたと考えられている。そう

した中にあつて,古宮古墳が石室規模・副葬品とも古墳群中もっとも卓越していることを指摘されて,古宮

古墳の玄門梁石に連接する玄室第 1天丼石が 1段低く,あたかも廂の様相を呈する特徴は,県内各地の主墳

クラスの石室と共通するとも指摘されている。また,神高古墳群の一般的な玄門平面形が突出形である特徴

は,坂出平野周辺と共通し,奈良 。平安時代の文献から綾氏の居住が知られることから, この共通性は綾一

族の先祖を示すものと推定されている。

さらに,丹羽氏は,県内の横穴式石室の分類碍羽佑-1985。 1989)で も神高古墳群を取り上げられている。玄

門平面形では,山野塚古墳を羽子板形,古宮古墳を中間形,鬼無大塚古墳と平木 1～ 3号墳が突出形とされ

ている。玄室平面形では,山野塚古墳・古宮古墳・鬼無大塚古墳がa長方形,平木 1～ 3号墳がb長台形と

なっている。そして,玄室側面形では,古宮古墳がB2-aす なわち袖石上に梁石を懸け,その上に天丼石
をのせ,梁石上の天丼石が玄室内にせり出し,玄門以外の天丼石は水平に懸けるものとされている。山野塚

古墳,鬼無大塚古墳,平木 1～ 3号墳については,Al― aすなわち袖石上に天丼石を垂直にのせ,天丼石
は水平に懸けるものと分類されている。

山崎信二氏は,玄門立柱を有する横穴式石室の分類を行い,その中で古宮古墳の石室をBa型とされてい

る(山崎信二19851。 すなわち,平面では玄門幅が羨道幅と同じで,立面では玄門の天丼石が羨道の天丼石より

1段低いものである。そして,綾歌郡の古墳がA型すなわち平面で玄門が羨道より突出しているものと分類

し,神高池古墳群と区別されており,丹羽氏と見解を異にしている。

大久保徹也氏は,讃岐における古墳編年案伏久保徹也19951の中において「山野塚古墳→古宮古墳→鬼無大

塚古墳→平木 1号墳」という変遷を掲示し,築造年代を 7世紀前半と位置づけられた。

國木健司氏は,県内の横穴式石室をA～ Eの 5分類に, B類を4つ に分けた上で,神高古墳群にはB-2
類とB-3類が共存していると指摘されている国木健司199D。 すなわち, B-2類 とは「玄門立柱が羨道部から
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突出しないか,あ るいはわずかな突出に留まるもの。」, B-3類とは「玄門立柱は羨道部より内側に突出す
るが,玄室の玄門付近の幅が奥壁側を大きく上回るもの。」とされている。そして, B-3類が高松平野西
部・南部と坂出平野に集中して築造された特徴的な型式であると位置づけられている。

【石室平面プランの検討】

瀬戸内海沿岸の横穴式石室については,一般的に九州型と畿内型が知られている。研究者により若子の相
違はあるが,九州型は玄門立柱が羨道部より内側にせり出すが,畿内型は玄門立柱が羨道幅と同じものとい

う一つの特徴がある。この点からすると神高古墳群は九州型となるが,先学諸氏が指摘するとおり,典型的
な九州型ではなく,2次改変をうけたものである。
さて,神高古墳群を,石室平面プランで細分すると,次の3つ に分かれる。山野塚古墳と古宮古墳,鬼無

大塚古墳,そ して平木支群 (古墳群)である。
山野塚古墳と古宮古墳は,玄室平面が長方形で,玄門立柱の突出度が非常に弱い。持ち送りもほとんど認
められない。神高池北西古墳も,石材の一部しか残っていなかったが,玄室幅が同じことや,距離的に近い

ことから,こ のグループに含まれる可能性がある。

鬼無大塚古墳は,玄室の奥壁幅と前壁幅が同じで,中央付近の幅がわずかに広くなる胴張り長方形で,玄
門立柱が突出する。玄門立柱の突出は平木支群と共通するが,羨道前方から見ると平木支群ほど明瞭でない。
また,羨道幅が奥から前に進むに従い開く「ハ」の字形を呈している特徴は他のグループに見られず,ま た,
ゆるい持ち送りが見られる。

平木支群のうち 1～ 3号墳は,玄室の前壁幅が奥壁幅より広がる長台形で,玄門立柱が突出し,ゆ るい持
ち送りが見られる。 4号墳も,石材の一部しか残っていなかったが,平面形が同じ長台形であることから,
このグループに含まれると考えられる。

この石室平面プランの相違は,地形による区分けと一致する。すなわち,山野塚古墳と古宮古墳は同じ谷

間にあり,鬼無大塚古墳は丘陵を一つ隔てた別の丘陵上に,平木支群は鬼無大塚古墳と同じ丘陵だが更に谷
奥へ進んだ斜面に密集して築造されている。地形別による各支群の立地は,古墳造営集団の違いを反映して
いる考えもでき,集団の違いが石室平面プランにも表れている可能性がある。ただし,集団の違いがムラ単
位であるかどうかまでは言及できない。

【石室構築と変遷の検討】

横穴式石室の編年については,河上邦彦氏(河上邦彦199D,白石太一郎氏(白石太一郎1966・ 198動,山崎信二氏
lLL崎信二1980ら の研究がある。それらを参考にしながら,各古墳の相対的位置付けを行いたい。

山野塚 古

墳
古宮古墳

鬼無大塚

古墳

平 木 1号
墳

平木 2号
墳

平木 3号
墳

平木 4号
墳

神高池

北西古墳

玄室長 5.4m 59m 54m 5.4m 2.9rn 37m 3.6m 40m

玄室幅 185-20m 20m 2.2-2 3nn 16-2.Om 1.2-1,4nn 1.4～17m 12-1 6nn 145m

玄室高 2.5-2 8nn 2,9-3.2nn 2.5-2 6nn 21-2.4m 14～ 15m 19-2.Om

羨道長 55m以上 3.7m以上 ■Om以上 5.l rn 26m以上 18m以上 20m以上 15m以上

羨道幅 1.5m 16-1 7nn 1.8-20m 1.8m 12m 1,35m 09m

羨道高 1.9rn 1.8-1.9nn

玄門幅 1.4m 15m 1.4～ 15m 1.2m 10m 1lm

玄門高 1.7rn 19m 1.8-1 9mn 155m

玄門突出度 1.07 1.50 120

奥壁段数

側壁段数 5～ 7 4～ 5 4 4～ 5 5～6 5～ 7

天丼石数 4 4

※玄門突出度は,羨道幅/玄門幅で,数値が高いほど突出している。

第 4表 神高古境群石室一覧表
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第 53図 神高古境群出土遺物変遷図 (縮尺 1/8)

―-88-―



飛鳥V(平城 I)頃
第 4表として石室規模等を記した下覧表を掲示した。規模を比

較すると, もっとも大きいものが古宮古墳で,玄室長・高さとも

優っている。次いで規模が大きいものは山野塚古墳,鬼無大塚古

墳,平木 1号墳で,玄室長は同じだが幅・高さから,鬼無大塚古

墳,山野塚古墳,平木 1号墳の順になる。他は,神高池北西古墳,

平木 3号墳,平木 4号墳,平木 2号墳の順になるが,神高池北西

古墳は撹乱が著しく,玄室長は確定していない。一般的に巨大化
のピークを迎えた横穴式石室は,小型化へと向かうことから,お
おむね築造順を反映していると考えられるが,さ らに石室構築等

から詳細に検討する。

石室構築から山野塚古墳と古宮古墳を比較すると,山野塚古墳
の奥壁は腰石の上に小さめの石を 4段載せているが,古宮古墳の

奥壁は腰石の上に腰石とほぼ同じ大きさの石を載せて 2段として

いる。奥壁腰石は,山野塚古墳の方が古宮古墳より小さい。狽1壁
を比較すると,山野塚古墳が 5～ 7段で構築されており,石材も

古宮古墳より小さいが,古宮古墳は4～ 5段で構築されている。
壁面段数の減少と石材の巨大化という傾向から判断すると,山野

塚古墳→古宮古墳と考えられ,古宮古墳築造時に巨大化のピーク

を迎えたと推測できる。

鬼無大塚古墳と古宮古墳を比較すると,鬼無大塚古墳は奥壁を

腰石の上に小さめの石で 3段載せているが,古宮古墳の奥壁は先

述のとおり2段である。一方,側壁は,鬼無大塚古墳が 4段で,
古宮古墳は4～ 5段で構築されており,差異は少ない。奥壁の段

数は鬼無大塚古墳の方が多いが,腰石は鬼無大塚古墳の方が大き

く奥壁の 2/3近 くを占めていることを考慮すると,古宮古墳よ

り鬼無大塚古墳が新しい可能性はあるが,時期差は少ないと考え

られる。

平木 1号墳は,奥壁が 2段だが,腰石が占める割合が 3/4以
上となり,よ リー枚の石で奥壁を形成しようとしている。石材は,

平木 1号墳のものが,古宮古墳や鬼無大塚古墳のものより平坦面
を石室内側に向けており,新 しい傾向がうかがえる。ただし,石

材の大きさは 3古墳とも大差なく,次の時期に属する古墳より大
きいことから, これら3古墳築造時がもっとも石材が巨大化した

時期である。なお,神高池西古墳とこめ塚古墳の石材も, これら

3古墳と劣らぬ大きさと考えられる。

平木 3号墳は,平木 1号墳の規模を縮小したものであるが,玄
室幅は玄室長に比して縮小率は低い。奥壁は,平木 1号墳同様に

腰石が 3/4以上を占める。石室規模の縮小と同時に石材の小型

化も認められ,側壁の段数は平木 1号墳より多い。
平木 2号墳は,平木 3号墳より石室規模が小さく,石材も小振

りである。奥壁も,腰石が小さく,腰石の上にほぼ同じ大きさの

石を載せている。また,玄門は突出しているが,これまでの古墳
に見られた玄門立柱は認められない。

平木 4号墳は,側壁基底石 (腰石)の一部しか残っていないた

め比較は難しいが,両袖式と片袖式の違いがあるがものの,平木
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3号墳とほぼ同規模である。石材の大きさも平木 3号墳に近いものがあり,断定はできないが,平木 3号墳
と近い築造時期の可能性がある。

神高池北西古墳も,側壁基底石 (腰石)の一部しか残っていない上に,奥壁と羨道がまったく不明である。
玄室長は平木 2～ 4号墳より長いが,無袖式の可能性があり比較は難しい。玄室幅は,平木 3・ 4号墳とほ
ぼ同じであるが,石材の大きさはやや小さい。

【出土遺物の検討】

各古墳から出土した副葬品のうち須恵器について検討し,石室の変遷との相関を検討したい。そこで,第
53図のとおり,神高古墳群出土須恵器のうち古墳造営時期を示すものを掲載し,田辺編年 (田辺昭三198⊃
のTK209併行期,TK209～ 217併行期,TK217併行期の 3段階に大別した。合わせて,追葬または後の祭
祀に関わると考えられる須恵器・土師器も掲載した。なお,以下の遺物番号は第 53図のものと同じだが ,
古墳単位で番号を付しているため,番号が重複しているものがある。
古宮古墳では,TK217併行期のものが比較的多く出上しているが,TK209併行期のものも出土している。
15の有蓋高杯1ま,長脚 2段透かしが 3方向から穿たれており,調整も丁寧なことから,TK43併行期に遡る
可能性がある。ただし,ほかにTK43併行期のものが認められず,TK209併行期でも古い時期のものとし
ておきたい。この高杯は,自然釉によって蓋と身が付着して離れないため,日縁端部の形態が確認できない。
8の無蓋高杯も,15同様の自然釉が全面に見られ,杯部に段を有することから,15と 同じ時期の可能性が
ある。 4の杯は口縁端部が立ち上がっており,日径■.8cmを測ることから,TK209～ 217併行期と考えられ
る。 1～ 2・ 25の杯蓋は,日径 10cmを越える程度と縮小しており,26の杯は口縁端部の立ち上がりがわず
かであり,TK217併行期と考えられる。 5・ 6の高杯で見られる器形は,TK217併行期以降のものであり,
1～ 2・ 25。 26と 同じ時期のものと考えられる。

鬼無大塚古墳では,TK209併行期のものが多く,TK217併行期では少なくなる。12013の須恵器杯は, 日
縁端部が比較的強く立ち上がり,日径は12cm前後を測り,器高も比較的高いことから,TK209併行期と考え
られる。28の有蓋高杯も同様な特徴をもち,同 じ時期のものであろう。29は長脚 2段透かしの高杯で,TK209
併行期のものと考えられる。 1・ 2の杯蓋の口径は 10・ 11の杯の受け部径と近く,同 じ時期のものと考えら
れる。10・ 11は,日縁部の立ち上がりが12・ 13よ り弱く,日径も■cmを超えるぐらいになっており,古宮古墳
の26よ りは退化しておらず,TK209～ 217併行期と考えられる。19の杯は,かえりの逆転した後のもので,
TK217併行期のものと考えられる。

平木 1号墳は,TK209およびTK217併行期のものが出土している。13の大型提瓶は,把手が退化してお
らず古相を呈するが,日縁部がゆるやかに内湾して端部を丸くおさめており,TK209～ 217併行期のものと

考えられる。12の有蓋高杯も復元口径が21cm以上と大きいが,回縁端部の立ち上がりが弱く,同 じ時期のも
のであろう。 1～ 3の杯蓋は,日径が10～ 1lcmと 小さく,外面天丼部が未調整のものもあることから,TK217
併行期のものと考えられる。5の杯は,かえりの逆転した後のもので,TK217併行期のものであろう。第53図
には掲載していないが,陶棺はTK217併行期と考えられる。以前の調査報告書(高松市教委199ωでは,13の大
型提瓶などから出土遺物がTK43ま で遡るとしたが,今回これを修正しておきたい。
平木 2号墳出上のもので,時期が明確に分かるものは出土していない。唯-4の平瓶が,体部が角張り始
めており,TK217併行期のものか。
平木 4号墳は,報告書僣テ1瞑教委20031によればTK217併行期とされている。 1の杯蓋は□径 13.4cmを測り,
2の杯も□縁端部の立ち上がりがまだしっかりあることから,TK217併行期でも古い段階のものであろう。
神高池北西古墳は,TK209併行期が見られることは本報告書のとおりである。16は有蓋高杯の蓋で,23
は長脚 2段透かしをもつ無蓋高杯である。25の高杯は,杯部に段を有する。
以上,古墳ごとに出土須恵器を概観してきた。出土須恵器から見てもっとも古いものは,古宮古墳であり,
鬼無大塚古墳も近い時期と考えられる。TK209併行期でも古い段階のものである。TK209併行期でも新しい

段階のものが,平木 1号墳と神高池北西古墳と考えられる。TK217併行期でも古い段階のものが平木 4号墳
で,平木 2号墳はそれに続く時期のものか。なお,古宮古墳・鬼無大塚古墳・平木 1号墳では,TK217併行期
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まで追葬が行われており,古宮古墳・鬼無大塚古墳では2回以上,平木 1号墳では1回以上の追葬が想定可

能である。

さらに,須恵器の型式から実年代を導き出した場合,研究者によって諸説はあるが,TK209併行期がおお

むね 7世紀第 1四半期,TK217併行期がおおむね 7世紀第 2四半期に相当することから, 6世紀末～ 7世紀

初頭に古墳が築造され始め, 7世紀前半代に築造が続き, 7世紀中葉まで追葬が行われたと考えられる。

さいごに,飛鳥V期 (平城 I期)頃の暗文付土師器や須恵器が,古宮古墳・鬼無大塚古墳・平木 1号墳・

神高池北西古墳から出土している。 7世紀末～ 8世紀初頭を中心とした時期のものと想定される。最後の追

葬から, しばらく時間が経過しており, これらの上器も追葬に伴うものとするには難しい。しかし,石室内

から出土していることから,何 らかの祭祀に伴う可能性がある。

【石室および出土遺物からみた神高古墳群の変遷】

推定した石室の変遷と出土遺物から見た変遷を照合し,古墳群の変遷について検討したい。

最初に山野塚古墳が,谷奥部に築造される。出土遺物はないが,石室はもっとも古相を呈している。TK209

併行期以前,TK43併行期かもしれない。次いで,谷入口近くに築造されたのが,古宮古墳である。出土遺

物・石室とも古く, TK209併行期でも古い段階のものであるう。同じ頃,鬼無大塚古墳が北側の丘陵斜面
に築かれる。神高池北西古墳は,次のTK209併行期でも新しい段階のもので,未調査の神高池西古墳やこ

め塚古墳も神高池北西古墳とほぼ同じか古いと考えられ,古宮古墳より後のものであるう。古宮支群は,T
K209併行期 までで古墳築造を終えている可能性がある。神高池北西古墳と同じ頃,北側の谷奥部で平木支

群の築造が始まる。まず築造されるのが,支群中もっとも大きい平木 1号墳である。TK209併行期でも新
しい段階のものであろう。次いで,出土遺物はないが平木 3号墳が築造されたと考えられる。平木 2・ 4号

墳が最後に築かれている。TK217併行期でも古い段階である。

弟 3段円旨 (神高池西 。こめ塚古墳が神高池北西古墳より古いか) 第 4段階 (平木 3・ 4号墳が平木 2号墳より古い)

第 54図 神高古境群変遷図 (縮尺 1/10,000)

第 1段階 第 2段階 (古宮古墳が鬼無大塚古墳より古い)
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第 55図 神高古墳群石室変遷図 (縮尺 1/200)
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【石室および出土遺物 (副葬品)か ら見た神高古墳群の造営集団・被葬者】

石室と出土遺物 (副葬品)か ら神高古墳群の造営集団について検討したい。

石室については,平面プランから,山野塚古墳を含む古宮支群 (古宮古墳 。神高池北西古墳),鬼無大塚

古墳,そ して平木支群 (古墳群)の 3グループに分かれることは前述したとおりである。このグループ分け

は,地形別に分けたグループとも一致し, 3つの造営集団を想定することが可能である。なお,鬼無大塚古

墳と平木支群は,玄門の突出度が高いという点と,距離は離れるが同じ谷間に立地する点では共通している。

出土遺物から見た場合,副葬品の卓越性は古宮古墳が優っている。金銅装の鞍金具・雲珠といった馬具,

銅製の刀装具,鉄製太刀,数多くの玉類,多量の土器が,卓越性を証明している。石室規模が古墳群中もっ

とも優れていると同時に,玄室天丼石の一部が廂の様相を呈する特徴が県内各地の主墳クラスと共通するこ

と碍羽佑-1980も ,被葬者の優位性を裏付けている。古宮支群のみならず神高古墳群中において最有力の人

物が被葬者として想定される。現在のところ,当該期の高松平野西部においても, もっとも優れている。

それでは,各古墳の出土遺物を比較してみたい。鬼無大塚古墳からも,馬具として金銅装の雲珠が出土し

ており,古宮古墳と同じく石室規模において吉墳群中ベスト3に入ると同時に,他の副葬品も豊かである。

古宮古墳と同じ支群の神高池北西古墳からも,金銅装ではないが馬具として鉄製餃具が出上している。一方,

平木支群からは,馬具が出上していない。馬具副葬の有無が,古墳造営集団の性格を表しているとも考えら

れるが, これら馬具を副葬している古墳より平木支群が新しいことを考慮すると,時期差とも考えられる。

実際,全国の古墳でも7世紀第3四半期になると馬具の副葬が極端に少なくなるという阪本美夫19851。 ただし,

古宮古墳と同じ頃に築造され,高松平野東部に位置する久本古墳(大嶋和則2000は ,平木 1号墳と同じく石室

玄門の突出が強い上に,馬具が副葬されていないことから,造営集団の性格を表す可能性も否定できない。

馬具副葬の代わりに特徴的なのは,平木 1号墳から出上した須恵質の陶棺である。須恵質の陶棺は,県内

において出土例が少なく特異な存在である。また,鉄斧の出土も他の古墳には見られないもので,被葬者の

性格を表している可能性がある。この平木 1号墳は,他の 2～ 4号墳に比べ石室規模 。副葬品とも優れてお

り,石室・出土遺物も2～ 4号墳より古いことから,平木 1号墳の造営を契機として,平木支群が形成され

たと考えられる。この平木支群の造営集団は,鬼無大塚古墳の被葬者と何らかの関わりをもっているかもし

れないが,山野塚古墳や古宮支群の造営集団とは性格が違っており,やや遅れて,新たに古墳群を形成した

と考えられる。なお,平木 1号墳以降は,石室の縮小化が進んでいる。

最後に,古墳を築造した氏族名であるが,坂出平野周辺の古墳と神高古墳群の石室玄門立柱の突出などが

共通することから,綾氏を想定する考え偶羽佑-1980も なされている。しかしながら,神高古墳群の石室平

面プランは一様でないこと,玄門立柱の突出は高松平野東部でも見られること,神高古墳群が所在する香川

郡に居住していた綾氏の確実な例は坂田郷であり笠居郷と離れていることを考えると,現段階では特定でき

ない。

山野塚

古 墳
古宮古墳

鬼無大塚

古  墳
平 木

1号墳

平 木

2号墳

平 木

3号墳

平 木

4号墳

神 高 池

北西古墳

土 器

出

土

遺

物

な

し

◎ ◎ O △

出

土

遺

物

な

し

△ △

装身具
金環・勾玉

ガラス小玉
金 環

武 具
鉄 刀

鞘金具
鉄 刀

馬 具
鞍金具

雲珠・餃具

珠

具

雲

留
餃 具

工 具 鉄 斧

鉄 釘 ◎ O O △ △

その他 須恵質陶棺

◎は出土量が多数,Oは普通,△は少量
第 5表 神高古墳群出土遺物比較表

-93-



11。 まとめ

以上,神高古墳群の石室および出土遺物について検討してきた。そこから判明した内容を簡単に箇条書き

にし,ま とめとしたい。

①神高古墳群は,石室平面プランで分類すると,山野塚古墳を含む古宮支群 (古宮古墳・神高池北西古墳),

鬼無大塚古墳,そ して平木支群 (古墳群)の 3グループに分かれる。このグループ分けは,地形別に分け

たグループとも一致する。

②石室構造および出土遺物から,神高古墳群の変遷を検討すると,山野塚古墳→古宮古墳・鬼無大塚古墳→

神高池北西古墳 。平木 1号墳→平木 3・ 4号墳→平木 2号墳となる。

③築造時期は, 6世紀後葉にまず山野塚古墳が築造され, 7世紀前半代に相次いで築造されたと考えられる。

そして, 7世紀中葉頃まで追葬が行われたと考えられる。

④古宮古墳が,石室規模・副葬品から,古墳群中もっとも卓越している。この卓越性は,同時期の高松平野

西部においても通用する。

第V章の主要参考文献
【神高古墳群報告書関係】
香川県教育委員会 2003『香川県立高松西高等学校第 2体育館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 平木古墳群』
香川大学教育学部歴史学研究室 1983『平木二号墳現地説明会資料』

香川大学教育学部歴史学研究室 1984「鬼無町平木古墳群」『文化高松』第 6号 高松市文化協会発行
香川大学教育学部歴史学研究室 1985『古宮権現古墳現地説明会資料』

高松市教育委員会 1990『平木 1号墳試掘調査報告書』
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白石太一郎 1966「畿内の大型群集墳に関する一思考」『古代学研究』第 42・ 43合併号

白石太一郎 1982「畿内における古墳の終末」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 1集 第一法規出版発行
杉山尚人 1987「陶棺の研究」『考古学研究』38-4 考古学研究会発行

田辺昭三 1981『須恵器大成』 角川書店発行
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丹羽佑-1986「笠居郷の古墳」『かしが谷 2号墳・ 3号墳発掘調査報告書』 高松市教育委員会発行
丹羽佑一ほか 1989『椋の木古墳 。大石北谷古墳』 長尾町教育委員会発行
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山崎信二 1985『横穴式石室構造の地域別比較研究―中・四国編―』 1984年度文部省科学研究費印刷
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【古宮吉墳】
第6表 神高吉墳群出土遺物観察表
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外面 :灰オリープ5Y3/2
内面 :灰 白5Y7/1

外面 :自 然釉

120 望野

`争

4/ク F 自然釉

願部 :沈線2条

箭

臨

家

亭 (52) 丙面 桐 儀ナ 7~
衰部 :沈線 1条

須恵器
横瓶

115 体部 :回転ナデ

内面口縁部 :回転ナデ

る

外面 :灰 5Y4/1
内面 :灰 5ヽ/

外面 :自 然釉

(240)
Ⅲ面 :格子HグタキTR 弩軍平:評再チキ     1密

須恵器

甕
192 (234)

4画 口稼罰
`:ヨ

ヨナラ
~

顕部 :ヘラ状圧痕

体部 :タタキ痕
ん面口縁部 :ヨヨナデ

互

牛面:黄灰25Y5/1
勺面 :策灰25Y5/1

41
土H“器 7r山 :国 1ムナア ,回路ヘフグ 寄軍:|:ミ士キほ:評 I:チ | |〕伊摯ぶη

ね英・長狛

工町

“

器
124 (25)

卜画 :ヨヨナテ ,ヘフミガキ
蝙而 :ョコナデ ナデ 佑軍:慮 :ヨ¥離チ:   惇球″撃P石栗

・長石
勺面 :1音文

122
Ⅲ面 :ヨヨナテ ,ナテ,ヘフミ/● キ 菟軍:違:言¥離チ!   怯丹既隻要?石英

・長石

157 Ⅲ面:ヨヨナア,ナア,ヘフミガキ
面ヽ チデ ヘラさガキ 儒餓 R石 /A  r る面:1と文

′卜面 :ヨヨナデ,ナア
角面 ョコ十ギ 十デ ヘラSガキ

勺面 :暗文
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挿図番号
報告番

号
器 種 調  整 色  調 胎  土 備  考

弥 生主器
書 十面 :黒斑

上 RIl質土器 画
面
回 路 ア ア ,回鶴 ヘ フ 17J Ⅲ向 :にう い東橙 10YR7/t

牛向 :口 幣ナテ ,回継ヘク切 ,倣 日 7「画 :にかい種 2 5YR6/3 lmm以 卜の石栗 。長
石・本雲母力′♭々会 ,9

主帥4t主語 ■面 :に示い貢25Y6/3 lmm以 下の石英・長

土帥質 主希
胸付 m (17)

主帥質上器
FD都 (28)

土帥質 上器
曲 蔀 色 7) 興

坐

酷
続

Ⅲ薗 :清唄 庄 浪 ,ヘフミカ キ

土師質上器
片 口こね鉢

160

71山 口稼 封
':ヨ

ヨナテ

体 部 :格子 ロタタキ後ナ デ

底都 :ナデ

朴面 :にぶい黄橙10YR7/2
有面 :にぶい黄橙10YR7/2

と少々含む コ縁端部 :沈練 1条

本部内外面 :黒班

265 Ⅲ画 :ヨヨナテ,稿頭lt狼
ヽ面 :ナデ ヘラミガキ

卜面 :灰 N5/

■面 :`こ本セ`橙iOYR7/3 lmm以下の石要・長

三十デ
半面 :に奉 い東横 10YR7/3 mm以 下の石栗・長

58 12
灼面 :回転ナデ

Ⅲ薗 ■こ示い貢橙 10YR7/2 lmm以下の石栗・長

59
7「画 :回 路 ナ テ ,回轄 ヘ フ切 ,薇 日 卜向 :に示�`橙7 5YR7/3 inm以 卜の石乗 。長石

″少 々含 rt

卜曲 :に手 い 策 に 10YR7/」 mm黙 卜のね栗・長わ

土帥 質 上器
14

鞠
底部「黒班

土帥 質 土器
14

土 HIV質 上詩 115

土 Hll質主 喬

Ⅲ面 :懐貢笹 10YR8/3

475 卜画 :にふ い 粛 笹 10YR7/4

土 RfT質 上器
曲 蔀

7「向 :にる い 束 種 IOYR7/」

土師質上器
甕

(124)
体部 :指頭圧痕 ,ナデ

内面日縁部 :ヨヨナデ
■面 :にぶい橙7 6YR6/3
勺面 :にぶい橙7 5YR6/3

0・ 金雲母を少々含む

土師質土器
釜

(138)

Ⅲ山口稼罰
`:ヨ

ヨナテ ,指鎮 l■涙
体部 :格子ロタタキ

勺面口縁都 :ヨヨナデ
外面〔にぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい黄橙 10YR6/4

lmm以 下の石楽・長
石・角 FAR石・雲母を含む

金環
佳

∩

鳳

〔

早

ｎ 茨地金銅張

金環 酔
鰤

次地金鏑張

3 金環
径

タ

慮

ク

早

０ 鉄地金銅張

ガラスノIヽ三
局

― 外面 :Π昔緑灰 IOC3/1

ガラス′1ヽ三
局
― 外面 :緑灰 10CY6/1

ガラス′1ヽ三 酔
砲

尚
ｒ 外面 :「音青灰 3PB4/1

7 ガラス′卜王 回 径 働

止 外面 :暗青灰 108G3/1

ガラスJヽ玉 PI・面 :オツープ灰 5CY3/1

ガラス月ヽ工
局

― 牛面 :暗青灰5BC3/1

ガラス′トエ 働
―

卜面 :暗青灰 10BG3/1

ガラス刀ヽ エ 離
暉

一島

止 牛面 :暗青灰 10BG3/1

ガラス月ヽ三
径

，

回

―

局

上
牛面 :暗緑灰 10C3/1

ガラス′卜三
倫

■

巨

ｉ

局

― 外面 :暗青灰 5BG3/1

ガラス′1ヽエ
後

∩

鳳

―

局
〔 外面 :暗青灰5PB3/1

ガラスイヽ玉
後

Ｒ

Ｌ

∩

局
ｎ 外面 :灰 白75Y8/1

29 ガラスJヽ玉
倫

，

回

―

局

―
外面 :Π旨青灰 10BC3/1

ガラス月、玉
律

ｉ

鳳

―

局

ｉ 外面 i明青灰 10BC4/1

ガラス月ヽ五
倫

，

嘩

Ｉ 外面 :Π音青灰 10BC3/1

ガラス小エ
径
ｏ
巨

―
尚
ｎ

外面 :オリープ灰 10Y5/2

ガラス小王
笹

Ｒ

巨

０

働

∩ 舛面 :灰 白10Y8/1

ガラス刑 玉ヽ
径

Ｏ

直

ｎ 十面 :灰 白25Y3/2

ガラス′卜玉
凸
― 小面 !暗緑灰 10Gヽ

′
4/1

ガラス4ヽ三
佳

Ｒ

区

〔
慟
∩

卜面 :灰 白75Y8/2

ガラス河ヽ五
企

Ｑ

巳

∩

山

∩ 牛面 :灰 自75Y3/2

ガラス月ヽT
倫

ク

ユ

ー
'卜

面 :暗緑灰 10C,1/1

ガラスツトエ
盗

負

嘩

∩

凸

ｎ
/t面 :晴緑灰 10G4/1

ガラス川 主ヽ 雖
山

出

正 外面 :灰 白10V8/1

ガラス月ヽエ
凸

ｒ 外面 :灰 白 8ヽ/
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章図番号
号

器 種
法量 (cm)

調  整 色  調 胎  土 備   考

ガラス/1ヽ玉 酢
Ш

局

∩
十面 :1旨緑灰 10C4/1

ガラス月ヽ玉
径

，

巨

―

局

Ｌ
外面 :明青灰10BG4/1

ガラス小玉
倫

―

匡

１

喬

ｎ
外面 :灰 自5Y8/2

鞘金具
娠 行 局 厚

∩

料金具
娠 rFIHl 娠rF暇 』子

∩

鞘金具
療仔 局 療 TT叩昌 甲

〔

料金具
径

■

長

Ｒ 雛
２‐

早

住

刑 刀ヽ ?
長

島
幅
出

厚

０

鉄刀
長

如
幅
粥

厚

―

38 鞍金具
療存幅 厚

征
失地金銅張

鞍金具
残存鴨

獅【
厚

―
突地金銅張

鞍金具
療存幅 一局

征

厚
０

失地金銅張

30 銅製品
径

Ａ

直

ク

厚

０
罰

鉄製品
長

Ｒ
厚
〔

矢

鉄製品
後

４

巨

，

早

∩

餃具
景
Ａ

厚

∩

次

欽 具
貢
ハ
幅
心

早

正

鉄 tI
残 仔長 晶

●

鉄釘
残仔 長 嶋

鉄釘
療 fF景 暇

鉄釘

鉄 釘 疇
幅

鉄釘
残存 長

鉄釘 騨雷
TR

鉄釘
疲 行 景

鉄 釘

鉄釘 誉『
幅
幅

57 鉄 釘 韓部
幅

鉄釘
療 rT景 共

鉄 釘
去

31 鉄釘
幅
山

31 鉄 釘
残 存 景 嶋

陣

鉄
'I

療 rf景

鉄 釘

鉄 釘
幅
幅

鉄 釘
残仔 長 幅
幅

鉄釘
暖存 長 暇

練

鉄釘
娠rf景

鉄釘

69 鉄 釘

鉄釘 雑【
嶋
田

央

71 鉄 釘
残 存長

鉄 釘 舛硝
幅
』

鉄 釘 孵呻
鴨
幅

鉄 釘 攀螂
働

ぅ

31 鉄 釘
療

「

長 嶋

０７

鉄 釘
残 存長 幅

幅

鉄釘
療

「

長

鉄 釘
療仔長 幅
幅

鉄 釘
残存 長

鉄,r
残 仔長

鉄釘

32 鉄 釘
幅
幅

鉄 釘
次
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挿図番号
報告番

器 種
法量 (cm)

調  整 色  調 胎  土 備  考

鉄釘
娠仔長 暇

幅

鉄釘 雑Ｒ７
帽
幅

鉄釘
鉄

鉄釘

鉄釘
娠 任 景 暇

』

鉄釘
娠仔長 暇

出

鉄釘
療存長 幅

簡

鉄釘 攀畑
鴨
幅

鉄釘 攀必
幅
幅

鉄釘 雑婢鉄釘

鉄釘

鉄釘

鉄釘
残TT長 略

幅
勾 玉

長

に
幅
Ｗ

早

“

【鬼無大塚古墳】

蜜版番号 器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

A息器
な

笞

3 を

4
須患器
峯 (25) 奪

察息器
奉

(37) れ面 :回転ナデ 必

6 察 患 器
雪

密

8 密

察忍器
警

口

薔

↑
Å

4面 :ル(75Y5/1
密

察 忠 蕎
密

沓触
密

漑仄序
口

需 密

察恵器
杯 面ヽ :回転ナデ

卜面 :灰赤 2 5YR6/2
芍面 :苦灰 25V5/1

家 齢

須恵器
林 (21)

Ⅲ面 !灰日75Y3/1
面ヽ :康白7 5VA/[

察 患 器
(27) 密

36 察 ぷ 器

21 132
内面 画 併 十 デ

負恵器
林

察思器
Å面 :同転ナヂ h面 :,ア＼5/ を

須 忠 器
を

Ⅲ臼 :回瞥 す テ
必 田部外面 :凹線 1条

斡歎
126 74 な

斡款
126 118 密

密

森 忠 誘
密

密

斡款
132 ♂

狽 恩 fl●
(24) 側

面

狭思器

志杯
146 Ⅲ ml:回 憾 ヶ ァ

須恵器

台付広口壷
280

面

面
回転ナデ ,回転ヘラケズリ
回転ナデ

牛面 :灰 5ヽ /

勺面 :オリーブ灰 10ヽ 4/2

体部外面 :沈線 2条

脚部外面 :突帯3条
1舅1部 :円 丁し6ヶ所 (推定 )

一-98-



章図番号
号

器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

須恵器
広 日歪

(240)

外面 :回転ナデ.カキロ,平行叩き痕
内面 :回転ナデ ,同心円文当て具痕 ,
ナデ

■面 :黄灰25Y6/1
勺面 :灰 白25Y7/1

頸部外面:縦方向の直線文
体部外面 :沈線2条間に刻目文

須 思 議 152 な 体都外面:沈線1条

37
察 患 番

(100)
Ⅲ薗 :回常ヂア,回路ヘフケ 〕

ぶ

味

貶

向

帯
を 体部外面 :沈線 3条間に刻 目文2段

察思器
蓄

を 卸部外面 :突帯 1条

察思器
必 即部外面 :突帯ユ条

須思器
苔

234 朴醜 :ル(ヽ 5/
杓面 康 6ヽ/ 雪 1面 :貼付(?)突帯

41
誘
占
思

萄

察

与 (75)
7r面 :灰 6ヽ/
丙面 庶 白＼7

必

Ⅲ面 :灰 6ヽ/
必

密

密

(99)
卜面 :灰 自5Y7/1

密

tmm以 ドの石奥・長石
日縁～体部内面 :Π音文2段

31

喬
蓄
叩
杉
主

小

籍誌
卜面 :回 転ナデ
蝙面 画鉄ナデ

Ⅲ面 :灰 5ヽ/
密 卿部外面 :凹線 1条

斜訥
面 :回転ナア
1面 !画転ナデ

畜

須思器
続

↑薗 :火 日Z5Y7/1
≧

黒 色 上 器 A類 128

(11)

(25)
朴面 :1こ 本い笹 5YR7/4
杓面 :にぶ い搭 5VR7/4

lmm以 卜のね栗 長石

土帥質 土器
続

7「菌 :にふヤ`種7 5YR7/3

上 帥 質 上 器

主 IVI興 主 器

(15)
!mm以 下の石 栗・長石

上帥器
筆

Ⅲ面 !ヨヨナデ ,ハケメ,指頭圧頒
洵面 ッ ケヽメ 指頭序鳶

画

面

朴
Å
にふい橙 7 5YR6/4
1こぶい搭 7 5VR7/4

弥 生 土 器
(47) 屏

識
膵
藤

雲珠
本体高

25
留具長 摘み高

失地金銅張

留 具
長
年

厚
ｏ

宍地金銅張

鉄製品
長

■

厚

∈

鉄製品
長

ク

早

ｎ

鉄製品
長
ク

屏
∩

鉄製品
長
〔

早
∩

鉄製品
尿
●

阜

征

鉄製品
長

２
幅
∞

早

∩

鉄製品
早

∩

71 鉄製品
景

―

早

ｎ

鉄製品
景
Ｒ

早

∩

鉄釘
烹
〔

厚

ｏ

鉄釘
長

４
幅
”

旱

住

鉄製品
氏

■
嶋
Ｈ

厚

“

鉄製品
民

主
叩畠 早

征

鉄製品
長

２
暇
陣

早

“

【平木2号墳】

ヨ版番号 器 種 調  墜 色  調 】合 土 備   考

預部タト面 :凹繰 2条

須恵器

台付長顕壷
21 1 格 子 ロロpき痕

内面「回 1テ十デ

木面 :メ リーブ県5Y3′
′
1

勺hi:,天 5Y4/1
環部外面 :凹線 l条 ,突帯 1条
本部養面 :回線 2条

3
狽恵 器
ytj 272

7「 面 :回ほナデ ,半行叩こ根 ,カ キ ロ ′卜面 :灰 自75Y7/1
る

1 稗�
57 130
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図
版
１
　
神
高
池
北
西
古
墳

1 神高池北～西岸

3 古墳使用石材 (散乱を集積)

2 神高池北西古墳遠景 (発掘前)

4 石室基底石検出状況

5 遺物出土状況 6 遺物出土状況

7 遺物出土状況 8 遺物出土状況
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図
版
２
　
神
高
池
北
西
古
墳

出
土
遺
物
①

9-24

10-48
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図
版
３
　
神
高
池
北
西
古
墳

出
土
遺
物
②

9-27

警
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図
版
４
　
神
高
池
北
西
古
墳

出
土
遺
物
③

17-256
15-177
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18-291

図
版
５
　
神
高
池
北
西
古
墳

出
土
遺
物
④

10-47

16-227

Ⅷ

18-278

18-277
11-73
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図
版
６
　
神
高
池
北
西
古
墳

出
土
遺
物
⑤

16-201

17-267

17-270
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塩‖

図
版
７
　
神
高
池
北
西
古
墳

出
土
遺
物
⑥

18-315

9-29

11-124
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図
版
８
　
山
野
塚
古
墳

1鞠
|

ま
―
||11

方!|

華

轟

2 山野塚古墳石室玄門 (羨道から)1 山野塚古墳石室前面 (南から)

3 山野塚古墳石室奥壁 (玄門から) 4 山野塚古墳石室玄門 (奥壁から)

=|¨郁鞘
I

棚‖

に

6 山野塚古墳石室左側壁 (玄門から)

8 山野塚古墳石室側壁 (奥壁から)

5 山野塚古墳石室右側壁 (玄門から)

山野塚古墳石室左側壁 (奥壁から)
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図
版
９
　
古
宮
古
墳

・
神
高
池
西
古
墳

娑
一一一一●
■
■
■
帯
・●
■
■
十
＝
＝

―
…

縮 ― ―
1飲

ギ
‐‐‐‐‐‐‐―‐‐‐‐‐―‐‐‐‐＝
＝
＝
赳
撃
鞠

3 古宮古墳石室右側壁 (玄門から)

塾Ⅷ‖■Ⅷに卦希≡■
「 =J‖

|
神高池西古墳石室前面 (南から)

1 古宮古墳石室奥壁 (羨道から) 2 古宮古墳石室玄門 (奥壁から)

古宮古墳石室左側壁 (玄門から)

lf壽零為は竃ば▽けけけ�‖院に域
5 古宮古墳石室左側壁 (奥壁から) 古宮古墳石室右側壁 (奥壁から)

7 古宮古墳石室天丼 (奥壁から)
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1 鬼無大塚古墳玄門 (羨道から) 2 鬼無大塚古墳奥壁 (玄門から)

3 鬼無大塚古墳石室右側壁 (玄門から) 4 鬼無大塚古墳石室左側壁 (玄門から)

5 鬼無大塚古墳石室左側壁 (奥壁から) 6 鬼無大塚古墳石室右側壁 (奥壁から)

8 こめ塚古墳石室前面 (南から)7 鬼無大塚古墳石室天丼 (奥壁から)
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3 平木 1号墳石室奥壁 (玄門から)

2 平木 1号墳石室玄門 (羨道から)

4 平木 1号墳石室玄門 (奥壁から)

5 平木 I号墳石室右側壁 (玄門から) 6 平木 1号墳石室左側壁 (玄門から)

8 平木 1号墳石室右側壁 (奥壁から)7 平木 1号墳石室左側壁 (奥壁から)
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1 平木 2号墳石室右側壁 (玄門から) 2 平木 2号墳石室左側壁 (玄門から)

3 平木 2号墳石室左側壁 (奥壁から) 4 平木 2号墳石室右側壁 (奥壁から)

5 平木 2号墳石室奥壁 (玄門から)

7 平木 3号墳石室右側壁 (玄門から)

6 平木 3号墳石室奥壁 (玄門から)

8 平木 3号墳石室左側壁 (玄門から))
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